
第675号土坑（第267図）

N-30グリッドで検出された。

規模は、長軸227cm、短軸127cm、深さが48cmで、

平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

87° -Wであった。

底面には炭化物と灰が堆積しており、覆土にば焼

土塊を多く含んでいた。また、壁面の立ち上がりが

赤く被熱していたことから、土師器を焼成した土坑

である可能性が考えられる。

遺物は、土師器破片が少量出土したのみである。

第676号土坑 欠番

第677号土坑（第267図）

K • L -29グリッドにかけて検出され、第680号溝

跡と重複していた。

規模は、長軸139cm、短軸］08cm、深さが38cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

〇゚ であった。

出士遺物は、第280図6に図示した。須恵器の坪で、

底部に回転糸切りを残している。

第678号土坑（第267図）

N-29グリッドで検出され、第703号溝跡と重複し

ていた。土師器焼成土坑の可能性がある第675号土坑

と隣接していた。

規模は、長軸178cm、短軸101cm、深さが41cmで、

平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

74° -wであった。

本土坑も第675号土坑同様に、底面に炭化物が薄く

堆積しており、覆土中には焼土塊を多量に含んでい

た。壁面は立ち上がりが赤く焼け、底面は被熱して

いなかった。覆土中に骨片が検出されていないこと

から、墓である可能性は低く、本土坑も土師器を焼

成した土坑である可能性が高いと考えられる。

遺物は、底部に糸切りを残す須恵器坪の破片が出

士しているが、図示することはできなかった。

第679号土坑 （第268図）

0 -29 • 30グリ ッドにかけて検出された。第19号

方形周溝墓と璽複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸154cm、短軸97cm、深さが9cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

9 ° -Eであった。

遺物は、北武蔵型の上師器坪片が出土している。

第680号土坑 （第268図）

M-29グリッドで検出された。規模は、 長軸237cm、

短軸98cm、深さが10cmで、平面形態は長方形をして

いた。長軸方向は、 N-89°-Eであった。

長辺に沿って小ピットが9本掘り込まれていた。

遺物は、土師器の壺片などが少量出土している。

第681号土坑 欠番

第682号土坑（第268図）

M-30グリッドで検出された。第12号方形周溝墓

と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長軸82cm、短軸65cm、深さが8cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

52° -Eであった。

遺物は、土師器の甕片などが少量出士している。

第683号土坑（第268図）

N-30グリッドで検出された。第12号方形周溝墓

と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長軸182cm、短軸115cm、深さが37cmで、

平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

49° -wであった。

底面には炭化物が薄く堆積しており、覆土には焼

土塊を多量に含んでいた。土師器焼成土坑と考えら

れる第675• 678号土坑と形態・長軸方向もほほ一致

することから、同じ性格の遺構と考えられる。
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遺物は、第280図7に図示した土師器壺と、覆土3

層中からは馬歯が出土している。
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第674号土坑
1 黒褐色土 IOYR3/2 ローム粒子（い～21nm)少批 しまり ・粘性あり

2 灰黄褐色土 IOYR4/2 ローム粒子 (</,I~2mm)多盆 しまり ・粘性あり

第675号土坑
1 灰黄褐色土 JOYR4/2 ローム粒子（い～3mm) ・炭化物粒子(<t,J~5mm)

多最焼土塊微足 しまり ・粘性あり

2 褐灰色土 10YR4/l ローム粒子（い～3mm)少母 炭化物プロック(<t,J

~10mm)多森焼土塊少猛 しまり ・粘性あり
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~20mm)多嚢 焼土粒子（い～3mm) ・焼土塊微菌

しまり弱い粘性あり

4 褐灰色士 10YR4/l 炭化物プロック(<t,I~10mm) ・焼士粒子 (,j>J~5mm) 

・焼土塊少量 しまり弱い粘性あり

5 褐灰色土 10YR4/I 炭化物プロック(<t,l~10mm) ・焼土塊多嚢 しまり

弱い粘性あり

6 黒色土 IOYRl. 7 /I 炭化物主体 しまりなし粘性弱い

粘性のある灰色土主体灰色土プロック(<P10mm) 

少伍しまりややあり 粘性あり
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2 灰色土 N4/0 粘性のある灰色土主体 黄褐色土プロック(<I>10~15 

mm)多絋 しまりなし粘性あり

3 暗灰色土 N3/0 灰色粘質土と黒っぽい灰色粘質土の混じったもの 褐

色土プロック(</>5~10mm)少屈 しまりややあり
粘性あり

第678号土坑
1 灰黄褐色土 10YR4/2 ローム ・炭化物粒子 (</>l~5mm)多丑 焼土塊下屈に

微址 しまり ・粘性あり

2 褐灰色土 10YR4/l ローム粒子 (</>l~3mm) ・ロームプロック少拭 炭化

物プロック (</>l~10mm) ・焼土粒子 (</>l~3mm) • 
焼士塊多最 しまり ・粘性あり

3 褐灰色土 10YR4/l ロームプロック ・焼土粒子 ・炭化物粒子 (</>l~2mm)

少祉 しまり・粘性あり

4 褐灰色土 10YR4/l 炭化物プロック (</>l~10mm) ・焼土塊多量 しまり

弱い粘性あり

5 灰黄色土 2. 5Y6/2 ロームプロック主体 2陪土充填 しまり弱い 粘性

あり
6 黒色土 Nl. 5/0 炭化物純層 しまり ・粘性なし

第267図 土坑 (3)
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第679号土坑
1 黒褐色士 10YR3/2 ローム粒子 ($1~2mm)少乱 焼土粒子・炭化物

粒子(flmm)微最 しまりあり 粘性ややあり
2 黒褐色土 10YR3/l 炭化物および灰主体 焼土粒子 ($1~5mm) ・焼

士プロック多品 しまり弱い粘性ややあり
3 暗褐色土 10YR3/3 ローム粒子 ($1~2mm) 多菰 しまり ・粘性あり

第680号土坑
1 褐灰色土 10YR4/l 黄褐色粘士プロック($lOmm)含む （埋戻しか）
2 明黄褐色土 10YR7/6 黄褐色粘士主体 暗褐色土微批

第682号士坑
1 黒色土 !OYRl. 7 /1 炭化物主体 ローム粒千 ($1~3mm)多温焼士

粒子 ($1~2mm)少拡 しまり弱い粘性ややあり
2 黒色士 lOYRl. 7 /1 炭化物主体 ローム粒子 ($1~5mm)少餓焼土粒

子 ($1~2mm)微贔 しまりなし粘性ややあり

2m  
ヽ

l：的

3 黒褐色土 IOYR3/l ローム粒子 (</,!~51Illll) 少枯 炭化物粒子(ct,!~2mm)
多呈焼士粒子（いllllll)微呈 しまり ・粘性ややあり

第683号土坑
1 褐灰色土 !OYR5/l ローム粒子(</>3~5mm)少舟 焼土粒子(</>3~5mm) ・炭

化物斑 しまり ・粘性あり
2 掲灰色士 IOYR4/l ロームプロック(</>5~8mm) 少此焼士粒子(</>2~31Il111) 

・炭化物斑 しまりなし粘性あり
3 褐灰色土 IOYR4/l ローム粒子 (</,I~2mm) ・焼土粒子(c/>l~51Ilil1)少枇

炭化物粒子 (</>I~3mm) 多屈 しまり ・粘性あり
（馬歯・士器を含む）

4 褐灰色土 10YR4/1 ローム粒子 (</,I~2mm) ・焼土粒子(q,l~2mm) ・炭化
物粒子 (</,1~5mm) 少墓 しまりあり 粘性ややあり

5 黒褐色士 IOYR3/l ローム粒子（い～5mm)微甚 炭化物粒子 (</>Imm) 少量
しまり ・粘性あり

6 黒色土 NL 5/0 炭化物のほぽ純屈 褐灰士 ・焼士少祉 しまり ・粘性弱い

第268図 土坑（4)
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2m  第694号士坑
; ~ 1 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土粒子(,f,l~2mm) 少址

2 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色上粒子(,f,l~2mm) ・黄褐色上プロック

(<!> 3~51IlJU)多呈

第684• 685号土坑
1 黒褐色土 10YR3/l 暗灰色の粘質土を主体 褐灰色土プロック(<I>10~50mm) 斑に含む

しまりあり 粘性ややあり

2 暗灰色土 N3/l 暗灰色のしまりのない粘質土に褐灰色士プロック(¢20~30mm)少猛

炭化物微星 しまりなし粘性あり

3 褐灰色土 10YR4/l 酸化鉄粒子(<I>3~5mm)含む しまりあり 粘性なし

第686• 687号土坑
1 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土プロック多贔 しまり・粘性あり

2 黒褐色土 IOYR3/l 地山土がプロック状に堆積する しまりあり 粘性強い

3 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色土プロック含む しまり ・粘性あり

4 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色士．灰色粘士プロック少呈 しまりあり 粘性強い

5 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色土・灰色粘土プロック多祉 しまりあり 粘性強い

第688号土坑
1 黄褐色士 IOYR5/6 黄褐色士プロック(<I>3~5mm) 多品

第689号土坑
1 黒褐色土

A110m 

冒
-A.’ 第692号土坑

1 暗黒褐色士 2. 5Y3/l 暗黒褐色のシルト質士主体 暗褐灰色士プロック

(~ 20mm) ・黄褐色土プロック($20mm) 少拡

しまりあり 粘性ややあり

2 暗茶掲色土 2. 5Y3/2 1層よりやや明るめの暗黒褐色シルト質土主体
暗褐灰シルトプロック (¢10~30mm) 多呈

暗灰色粘士少且 しまりややあり 粘性あり

3 黒色土 IOYR2/l 黒褐色粘土主体 暗褐灰シルトブロック ($10~

50皿1)小～中堡 しまり ・粘性あり

10YR2/2 黄褐色土プロック(f2~5nrn) 多董焼土粒子(f1~2mm)微最

第690号士坑
1 黒褐色土

2 暗掲色士

第691号士坑
1 黒褐色土

第698号士坑
1 褐灰色土

2 褐灰色士

3 褐灰色土

3'掲灰色士

4 黒褐色上

第699号士坑
1 暗褐色士

第701号土坑
1 黒褐色士

IOYR3/l 焼土粒子（い～5mm) ・炭化物粒子 (</>I~2mm)

少量 しまり・粘性あり
IOYR3/3 焼士粒子 （いrnm）・炭化物粒子 (¢IDllll)微屎

しまり ・粘性あり

10YR2/2 焼土粒子(~ 1~10mm) 均等に少祉 炭化物粒子
（い～5mm) 少禁黄褐色土粒子(~ 1~2mm)微嚢

しまり・粘性あり
10YR2/2 炭化物粒子(f1~10mm) 多品黄褐色士粒子

(f I~5mm)少絨 しまりあり 粘性弱い

!OYR5/l しまりある暗褐灰色の土主体 焼土ブロック(¢

10mm)少量 しまりあり 粘性なし

I OYR4/l 暗灰色シルト質粘士主体 焼土プロック(f10mm) 

・炭化物多拭 しまりややあり 粘性なし

IOYR4/2 褐灰色のしまりある士 特に混入物はなし

しまりあり 粘性なし（壁崩落士）

IOYR4/2 3層＋黄褐色士ブロック(f10~20mm) 少～中且

しまりあり 粘性なし
!OYR3/l 黒褐色のやや粘性のある土を主体 焼土ブロック

(f 10~20mm) 多呈炭化物中～多最 4屑の上

部に焼士の大きな塊(f30~4OIIllD）が散在する

しまりあり 粘性ややあり

IOYR3/3 黄掲色士プロック(<I>3~5mm)少品焼土粒子

(q,l~2mm)微絨

10YR3/l 焼士ブロック（心3~15mm) ・黄褐色土ブロック
(</> 3~20mm) 多最

第269図 土坑 (5)
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第684号土坑（第269図）

N-32グリッドで検出された。第12号方形周溝墓、

第685号土坑と重複していた。新旧関係は、本土坑の

方がそれらの遺構より新しかった。

規模は、長軸108cm、短軸92cm、深さが70cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

12° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器甕、土師器甕片が

少量出土している。

第685号土坑（第269図）

N-32グリッドで検出された。第12号方形周溝墓、

第684号土坑と重複していた。第12号方形周溝墓より

新しく、第684号土坑より古かった。規模は、長軸75

cm、短軸53cm、深さが 9cmで、平面形態は楕円形を

していた。長軸方向は、 N-22°-Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土している。

第686号土坑 （第269図）

N-32グリッドで検出された。第687号土坑と重複

しており、本土坑の方が新しかった。規模は、長軸

107crn以上、短軸85crn以上、深さが37crnで、平面形態

は不整形をしていた。長軸方向は、 N-61°-Wで

あった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器壺、土師器甕片な

どが少贔出土している。

第687号土坑 （第269図）

N-32グリッドで検出された。第686号土坑と重複

しており、本土坑の方が古かった。規模は、長軸162

cm、短軸130cm、深さが37cmで、平面形態は不整形を

していた。長軸方向は、 N-39°-Wであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器坪、土師器甕片な

どが多量に出土したが、図示できるものはなかった。

第688号土坑 （第269図）

K-32グリッドで検出された。規模は、長軸66cm、

短軸55cm、深さが8Clllで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-56°-Wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第689号土坑 （第269図）

K-32グリッドで検出された。規模は、長軸148cm、

短軸94cm、深さが42cmで、平面形態は不整形をして

いた。長軸方向は、 N-8 ° -Eであった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第690号土坑 （第269図）

N-33グリッドで検出された。第332号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸82cm、短軸61cm、深さが4cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

43° -Eであった。

遺物は、平安時代の底部糸切り離しの須恵器坪、

土師器甕片などが少量出土している。

第691号土坑 （第269図）

0-32グリッドで検出された。第14号方形周溝墓、

第750号溝跡と重複しており、本遺構の方が新しかっ

た。規模は、長軸80cm以上、短軸80cm、深さが15cm

で、平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、

N-17° -Wであった。壁面は僅かに被熱していた。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第692号土坑 （第269図）

0-33グリッドで検出された。第333号住居跡と重

複しており、本遺構の方が新しかった。規模は、直

径10cm、深さが43cmで、平面形態は円形をしていた。

長軸方向はN-5° -Eであった。
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遺物は、奈良時代の須恵器甕・坪、土師器甕片な

どが少量出土している。



第693号土坑 欠番（第 3号道路状遺構に変更）

第694号土坑（第269図）

L -32グリッドで検出された。規模は、径60cm、

深さが21cmで、平面形態は円形をしていた。長軸方

向は、 N-83° -Eであった。

遺物は、北武蔵堕の土師器坪片などが出土した。

第695号土坑 欠番（第 3号道路状遺構に変更）

第696号土坑 欠番（第 3号道路状遺構に変更）

第697号土坑 欠番（第 3号道路状遺構に変更）

第698号土坑（第269図）

0-32グリッドで検出された。第731号溝跡と重複

しており、本遺構の方が新しかった。規模は、長軸

155cm、短軸49cm、深さが37cmで、平面形態は長楕円

形をしていた。長軸方向は、 N-33°-Wであった。

土坑の形態や、覆土に焼土ブロック・炭化物を含む

ことから、住居跡カマド煙道部の遺存部分の可能性

も考えられる。

遺物は、図示した土師器坪の他に、土師器甕、須

恵器杯片などが少量出土している。

第699号土坑 （第269図）

L -33グリ ッドで検出された。第747号溝跡と重複

しており、本遺構の方が古かった。規模は、長軸105

cm、短軸60cm以上、深さが25cmで、平面形態は不整

形をしていた。長軸方向は、 N-61°-Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕、須恵器甕片な

どが多量に出土したが、図示できるものがなかった。

第700号土坑 欠番

第701号土坑 （第269図）

K-32グリッドで検出された。第733号溝跡に切ら

れている。

規模は、長軸56cm、短軸56cm、深さが7cmで、平

面形態は円形をしていた。長軸方向はN-90゚ であ

った。

遺物は土師器甕．杯片などが少量出土した。

第702号土坑 （第270図）

0-32グリッドで検出された。第336号住居跡、第

752号溝跡と重複していた。新旧関係は、第336号住

居跡より新しく、第752号溝跡より古かった。

規模は、長軸188cm以上、短軸147cm、深さが14cm

で、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-78° -Eであった。

遺物は、土師器甕、北武蔵型の坪片などが多量に

出土したが、図示できるものがなかった。

第703号土坑 （第270図）

0-33グリッドで検出された。規模は、長径83cm、

深さが 5cmで、平面形態は円形をしていた。長軸方

向は、 N-35° -Wであった。覆土には、炭化物や

焼土ブロックが多量に含まれており、何らかの焼成

遺構と考えられる。

遺物は、平安時代の土師器甕片などが少量出土し

ている。

第704号土坑 （第270図）

N • 0-32グリ ッドにかけて検出された。規模は、

長軸137cm、短軸116cm、深さが44cmで、平面形態は

楕円形をしていた。長軸方向は、 N-83° -Eであ

った。

遺物は、須恵器甕、土師器甕片が少量出土した。

第705号土坑（第270図）

N • 0 -32グリッドにかけて検出された。規模は、

長軸178cm、短軸38cm、深さが35cmで、平面形態は東

西に長い楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

84° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。
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第706号土坑（第270図）

0-33グリッドで検出された。第356号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸83cm、短軸64cm、深さが 9cmで、平

面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

86° -wであった。

遺物は、土師器の甕片などが少量出土している。

第707号土坑（第270図）

0-34グリッドで検出された。第356号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長径55cm、深さが33cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向はN-51°-Eであった。

遺物は、土師器の甕片などが少量出土している。

第708号土坑 （第270図）

0-34グリッドで検出された。第360号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸65cm、短軸52cm、深さが16cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-0 ° 

であった。

遺物は、土師器の甕片などが少量出土している。

第709号土坑（第270図）

0-34グリッドで検出された。第390号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸102cm、短軸92cm、深さが15cmで、平

面形態は円形をしていた。長軸方向は、 N-39°―

Wであった。

遺物は、第280図9の土師器甕の他に、外周ヘラケ

ズリの須恵器杯、土師器甕などが多量に出土した。

第710号土坑（第270図）

0-34グリッドで検出された。第17号方形周溝墓、

第390号住居跡と重複しており、本土坑の方が新しか

った。

規模は、長径62cm、深さが13cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向はN-0゚ であった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第711号土坑（第270図）

0-33グリッドで検出された。第356号住居跡、第

779号溝跡と重複していた。

規模は、長径75cm、深さが44cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器甕、土師器甕片が

多量に出土したが、図示できるものがなかった。

第712号土坑 （第270図）

N-33グリッドで検出された。第344• 358号住居

跡、第729号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

729号溝跡より古く、住居跡よりは新しかった。

規模は、長軸119cm、短軸104cm、深さが18cmで、

平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

85° -wであった。底面からは大量の炭化材が検出

されたが、被熱を受けた様子は認められなかった。

遺物は、須恵器甕、土師器甕、比企型の杯片など

が多量に出土したが、図示できるものがなかった。

第713号土坑 （第271図）

N-34グリッドで検出された。第362• 364 • 370号

住居跡と重複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸83cm、短軸37cm、深さが17cmで、平

面形態は東西に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-80° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第714号土坑 （第271図）

N-34グリッドで検出された。第362• 364号住居

跡、第729号溝跡と重複していた。

規模は、長軸126cm、短軸43cm、深さが22cmで、平

面形態は東西に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-85° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。
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第702号土坑

1 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色士粒子(¢ 1~3瓢）少輩 焼土粒子 ($1~2mm）微呈

しまり ・粘性あり

2 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色士ブロック多拡 しまり ・粘性あり

第703号土坑

1 掲灰色士 10YR4/1 暗褐灰色のしまりある土主体 炭化物 (2cm角）・焼土プロック

は 5~30mnl）多呈 しまりあり 粘性なし

第704号土坑

1 褐灰色土 10YR4/l 暗掲灰色のしまりある土主体 混入物は特にみられない

・ 土師器片含むしまりあり粘性なし

2 黒褐色士 10YR3/] 暗茶褐灰色のしまりある土主体 黄褐色士プロック($!Omm) 

少星層下部に斑にみられる しまりあり 粘性なし

2'黒掲色土 ］OYR3/l 2 層十貧褐色士プロック(~ 10mm)斑に含む

3 暗黒茶色土 ］OYR3/l 暗黒茶色の粘性のある土主体 青褐灰色土ブロック($20~30 

皿）多晶 しまりあり 粘性ややあり

A' 

｀ 
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言言冒
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ヽ
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第705号士坑
1 果褐色土 10YR3/l 暗茶褐灰色のしまりある土を主体 炭化物粒子（が5

mm)微贔 しまりあり 粘性なし

2 褐灰色士 10YR5/l 主体となる士は 1恩と同じ 黄褐色土ブロック(¢

20mm) 多盤 しまりあり 粘性ややあり

第706号土坑

1 黒色士 10YR2/l 炭化物粒子 (</>l~2mm)・焼士粒子(q,l~2mn1)多址

緑灰色土少且 しまり ・粘性あり

第707号土坑
1 黒色土 !OYR2/l 炭化物粒子 (</>l~2mm)・焼士粒子 (</>l~2mrn) 多旦

緑灰色士少最 しまり ・粘性あり

第708号士坑
1 黒色土 !OYR2/l 炭化物粒子 (</>l~2mm)・焼土粒子 (</>l~2mn1)・焼土

ブロック多母緑灰色士少凪 しまり ・粘性あり

第709号士坑
1 黒色土 10YR2/l 炭化物粒子 (</>l~2mm)・焼土粒子（い～2mm)多埜

緑灰色士少星 しまり ・粘性あり

第710号士坑
1 黒色士 10YR2/l 炭化物 ・焼土粒子 (</>l~2mrn) 多葦 緑灰色土粒子

(</>l~5m田）少屋 しまり ・粘性あり

第711号土坑
1 黒色土 NI. 5/0 裟褐色土粒子 (</>l~5mm)・焼士粒子 (</>l~2mm)

少星 しまり・粘性あり

2 黒色土 Nl. 5/0 緑灰色士ブロック多拭 焼士粒子(<J>l~2mm) • 

炭化物粒子(<J>l~5mm)少蘊 しまり・粘性あり

3 黒色土 10YR2/l 緑灰色土粒子 (</>l~2mm)・焼土粒子 (</>l~2mm) • 

炭化物粒子 (</>l~2mm)少最 しまり ・粘性あり

4 黒色土 NI. 5 炭化物極多最焼士粒子(</>l~2mm)少最

しまり弱い粘性ややあり

第712号士坑
1 暗褐色土 10YR3/3 炭化物粒子 (</>l~10mm)多最 黄掲色土粒子 (</>l

~2mm) ・焼土粒子 (</>l~3mm)少基

2 黒褐色土 10YR3/2 3 X 5 cm大の炭化材を大蘇焼士プロック多最

黄褐色士プロックは3~5mm)少拭

第270図土坑（6)
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第715号土坑（第271図）

N -34グリ ッドで検出された。第368• 377号住居

跡と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸71cm、短軸57cm、深さが44cmで、平

面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

86° -Eであった。

遺物は、平安時代の須恵器杯などが多贔出土した。

第716号土坑（第271図）

0-33グリッドで検出され、第376号住居跡と重複

していた。規模は、長軸98cm、短軸43cm、深さが65

cmで、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-10° -Eであった。

遺物は、第280図10に示した土師器高杯の坪部片な

どが少量出土している。

第717号土坑 （第271図）

0-34グリッドで検出された。第361号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸66cll1、短軸55cm、深さが13cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

64° -Eであった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第718号土坑 （第271図）

N-33グリッドで検出された。第16号方形周溝墓

東溝と重複していたおり、本土坑が新しかった。

規模は、長軸232cm、短軸59cm、深さが12cmで、平

面形態は南北に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-6° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第719号土坑（第271図）

P-34グリッドで検出された。規模は、長径58cm、

深さが13cmで、平面形態は円形をしていた。長軸方

向は、 N-0゚ であった。

遺物は、平安時代の須恵器杯などが少量出土した。

第720号土坑 （第271図）

0 -34 • 35グリッドにかけて検出された。第348• 

373号住居跡、第765号溝跡と重複していた。

規模は、長径68cm、深さが51cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、平安時代の須恵器坪などが少量出土した。

第721号土坑（第271図）

0 • P -34グリッドで検出された。規模は、長径

93cm、深さが42cmで、平面形態は円形をしていた。

遺物は、第280図11の土師器甕などが出土した。底

面からは、用途不明の木材が出土している。

第722号土坑 （第271図）

P-34グリッドで検出された。規模は、長軸115cm、

短軸87cm、深さが12cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-0 °であった。

遺物は、平安時代の須恵器甕などが少量出土した。

第723号土坑 （第271図）

P-35グリッドで検出された。第373号住居跡、第

732号土坑と重複し、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸78cm、短軸60cm、深さが17cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

57° -Eであった。

遺物は、奈良時代の須恵器坪、土師器甕片などが

多量に出土したが、図示できるものがなかった。

第724号土坑 （第272図）

P-34グリッドで検出された。第373• 374号住居跡、

第406号井戸跡と重複していた。新旧関係は、第406

号井戸跡より古く、住居跡より新しかった。

規模は、長軸175cm、短軸100cm、深さが37cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

11° -Eであった。
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遺物は、平安時代の糸切りを残す須恵器杯、土師

器甕片などが多量に出土したが、図示できなかった。
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第713• 714号士坑
1 黒色士 10YR2/l 白色微粒子(¢ Imm以下） ・焼士粒子(¢ 1~2mm)・炭化物粒子(¢ 1~2 

mm)少紐

2 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土粒子(¢ I~2mm)・焼土粒子(¢ I~2mm)・炭化物粒子(¢ 1~2 

皿1)少屈

第715号土坑

1 黒色土
2 黒色士

3 黒色土

10YR2/l 黄褐色士プロ；；ク(</,3~!Orum) 多堡焼土粒子 (</,1~2mm) 少凪

IOYR2/l 黄褐色士粒子（</,1~2mm)・焼士粒子 (</,!~2mm)・炭化物粒子(<t,l~2

mm) 少址
2. 5Y2/! 黄褐色土ブロック(</,3~10mm)少址粘性強い

第716号土坑

1 暗茶褐灰色士 IOYR3/l 暗茶褐灰色士主体 黄掲色士ロームブロック(¢20mm)少拭 しまりあ

り 粘性なし

2 暗茶掲灰色土 IOYR3/l 暗茶褐灰色上主体 黄褐色土ロームプロック (¢20~30mm) 多呈 しま

りあり 粘性ややあり

第717号土坑

1 黒褐色士 IOYR3/l 黒茶褐色土ブロックのしまりある士主体 褐色士ブロック(¢ IOmm) 少

品 しまりあり 粘性ややあり

第718号土坑
1 褐灰色土 IOYR5/l 褐灰色のしまりある土 黄褐色土ブロック(¢ I~2mm) 斑に含む

しまりあり 粘性なし

第719号土坑
1 黒色士 IOYR2/l 黒褐色の粘性のややある士主体

炭化物プロック(</>5~10mm)・焼土

ブロック(<I>5~lolllill） ・青灰色土プロ

ック(</>5~10mm)斑に含む

しまり・粘性ややあり

第720号士坑
1 黒掲色土 IOYR3/l ややしまりのある黒茶褐色の土主体

黄褐色土ブロック(</>5mm) ・青褐灰

色土プロック (¢51DDl）少最

しまり・粘性ややあり

2 黒色士 IOYR2/ I 黒褐色の粘性のある土主体 青褐灰

色土ブロック（が20~30lllill）少埜

しまりなし 粘性あり

第721• 722号土坑
1 黒色土 10YR2/1 黒褐色のやや粘性のある土主体

青褐灰色士プロック(</>10~20mm) 

含む 府上部から中部にかけて
黒褐色シル ト・ 酸化鉄少品

しまり・粘性ややあり

2 黒色土 IOYR2/1 1層と同じ士主体 青褐灰色土プロ

ック(<I>5~IOlllDl)斑に含む

暗灰色粘土 ・黒褐色シルト少藷

しまりなし粘性あり

3 黒褐色土 IOYR3/1 黒灰色のしまりある士主体焼土粒子

(</> 2mm) 少拭屈の上の方に斑

酸化鉄少拭 しまりあり 粘性なし

第723• 725 • 732号上坑
1 黒色土 IOYR2/1 暗黒灰色のややしまりのある土主体

暗灰色の灰多凪焼士粒子(</>3~10 

mm)多秘炭化物斑に含む

しまりややあり 粘性なし

2 暗褐灰色士 IOYR4/2 暗告掲灰色の土主体 黄褐色士ブロッ

ク(¢ l0~20mm)・焼土粒プロック

(<I> 3~5rnrn) 斑に含む炭化物少拭

しまりあり 粘性ややあり

3 暗青灰色土 5G2/l 暗宵褐灰色の士で粘性のある土主体

黒灰色の粘質士斑に含む

しまりややあり 粘性あり

4 黒色士 IOYR2/l 黒褐色のしまりある土 焼土粒子(¢

3lllill）・暗灰色シルト斑に含む 炭化物
粒子 (,t,2mm) 少伍 しまりあり

粘性ややあり

5 暗黄灰色士 2. 5Y4/l 黄褐色士プロック(</>5~10mm)斑に

含む焼土粒子 (¢2~5mm) 少駄

しまりあり 粘性ややあり

6 褐灰色土 IOYR4/l 暗黒灰色のしまりある土主体 焼土プ

ロック(<I>3~8Dlil1)斑に含む炭化物

微屈 しまりあり 粘性なし

第271図土坑（7)
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第725号土坑 （第271図）

P-34 • 35グリッドにかけて検出された。第373号

住居跡、第732号土坑と重複していた。

規模は、長軸295cm、短軸160cm、深さが57cmで、

平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

10° -wであった。覆土には、灰・焼土を含んでいた。

遺物は、第280図12に示した。12は、底部に回転糸

切りが残る須恵器坪である。

第726号土坑 （第272図）

0-35グリッドで検出された。第348• 366号住居

跡と重複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸60cm、短軸46cm、深さが21cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-0 ° 

であった。

遺物は、比企型杯などの土師器片が少量出土した。

第727号土坑 （第272図）

0-35グリッドで検出された。規模は、長軸82cm、

短軸72cm、深さが19cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、N-17°-Wであった。

遺物は、平安時代の須恵器杯などが少量出土した。

第728号土坑 （第272図）

0 -35グリッドで検出された。第348• 366号住居

跡と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長軸62cm、短軸52cm、深さが14cmで、長

方形をしていた。長軸方向は、 N-90゚ であった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第729号土坑 （第272図）

0-35グリッドで検出された。規模は、長軸63cm、

短軸42cm、深さが21cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-69° -Eであった。

遺物は、平安時代の灰釉陶器などが少量出土した。

第730号土坑（第272図）

N-35グリッドで検出された。第389号住居跡と重

複しており、本土坑が新しかった。規模は、長径88

Clll、深さが52cmで、平面形態は円形をしていた。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第731号土坑 （第272図）

N-35グリッドで検出された。第376• 389号住居

跡と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長径70cm、深さが14cmで、平面形態は円

形をしていた。

遺物は、平安時代の須恵器杯などが少量出土した。

第732号土坑 （第271図）

P-35グリッドで検出された。第373号住居跡、第

723 • 725号土坑と重複していた。

規模は、長軸100cm以上、短軸87cm、深さが13cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

54° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が多量出土した。

第733号土坑 欠番

第734号土坑 （第272図）

N-34グリッドで検出された。第16号方形周溝墓

南溝と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸194cm、短軸76cm、深さが40cmで、平

面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

62° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が多量出土した。

第735号土坑 （第272図）

N -33 • 34グリッドにかけて検出された。第16号

方形周溝墓、第360• 364号住居跡と重複していた。

規模は、長軸220cm、短軸93cm、深さが18cmで、平

面形態は東西に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-58° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。
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第729号土坑

1 黒褐色土

2 黒色土

A上•9m

A' 

A' 
2 1 

JOYR3/l 暗灰色のしまりある土主体 青褐灰色士粒子(f3

mm)少～中屈 しまりあり 粘性なし

JOYR2/1 黒褐色のしまりあるやや粘質がかった土主体 青褐

灰色土プロック(f20mm)含む焼土粒子($lOmm) 

少抵炭化物粒子(f2mm)微屈

しまりあり 粘性なし

第730号士坑
1 オリープ黒色士 5Y3/2 オリ ープ黒色のしまりある土主体 青褐灰色土プロ

ック(</>10~30ffi1D)含む 暗灰色粘質土（粘性はあ

まりない • 5~10cm角）少品 しまりあり 粘性なし

2 暗緑灰色士 5G3/l 暗緑灰色のシルト質土主体 暗灰色粘土（粘性あり）

少凪 淡緑灰色士粒子•(</> 21nm)少抵

しまり ・粘性ややあり

3 緑灰色土 5G4/l 暗灰色粘質土主体 暗青緑色粘土少拭 しまりなし

粘性あり

第731号土坑

1 黒色土

2m  ， 
160 

第734号土坑

第724号士坑 1 褐灰色士

1 黒色土 ］OYR2/1 暗灰色の灰多拡炭化物ブロック（が3~5mm)少最焼士

粒子 ($2mm) ・青灰色土プロック($lOmm)微祉

しまりややあり 粘性なし 2 黒褐色土

2 暗黄灰色 2. 5Y4/] 暗黄灰色のしまりある土 黄褐色土粒子（が2mm) 中～多量

焼士プロック (¢5DlDl）微伍 しまりあり 粘性なし

3 褐灰色土 ］OYR4/] 暗灰色粘質土・青灰色土ブロック（が20~30mm)斑に含む

粘性ありしまり弱い 第735号土坑

4 黒色士 !OYR2/] やや粘性のある黒褐色士 しまり ・粘性ややあり 1 黒褐色土

第726号土坑 2 黒褐色土

1 黒掲色土 l0YR3/l 黒掲色のしまりある土主体 焼土粒子 ($5~10mm)少批

しまりあり 粘性な し 3 褐灰色士

2 黒褐色士 IOYR3/2 暗茶褐色のやや粘性のある士主体 黄褐色土粒子 ($2~3

mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり
4 黒褐色土

第727号土坑

1 黒色土 l0YR2/l 黒褐色のしまりある土主体 焼土粒子($2~5mm)斑に含む

炭化物粒子($21llDl)少呈 暗褐色士プロック（が20~30mm) 第736号士坑

少鉱層中央部付近 しまりあり 粘性ややあり 1 黒褐色土

第728号土坑
1 黒褐色土 lOYR3/l 黒っぽい暗灰色のしまりある土 焼土粒子($5mm)・炭化物 2 黒褐色土

粒子 ($3Dl1Il)少塁 しまりあり 粘性ややあり

!OYR2/l 黒褐色のしまりまるやや粘質がかった士主体 青褐

灰色土プロック(¢20mm)斑に含む焼土粒子 (f

lOnlDl)少伍炭化物粒子(¢2mm)微祉

しまりあり粘性なし

IOYR4/l 暗灰色のしまりある土主体 暗黒灰色の粘質土 ・

黄褐色士粒子（が 2mm) 少屈焼土粒子 (~ 3~8mm)

微址 しまりあり 粘性なし

lOYR3/2 暗褐灰色のやや粘性のある土主体 黄褐色士粒子

(~ 2mm) ・ 焼土粒子(~ 3mm) ・炭化物粒子 (~ 2mm) 

斑に含む しまりあり 粘性ややあり

10YR3/2 暗茶掲色のしまりある士 焼士粒子(<I>Imm)少祉

しまりあり 粘性なし

10YR3/2 ほぼ 1展と同じ 灰色シルト少試黄褐色士粒子

(<l>lnllil)少址 しまりあり 粘性なし

10YR4/l 暗茶掲色士粒子(<I>5mm)多菌 これが主体となる

暗灰色のしまりある土 ・黄褐色士粒子(<I>1mm) • 

焼士粒子(<l>l~5llllll)少ii!: しまりあり 粘性なし

10YR2/2 少し茶色がかった暗茶褐色のしまりある士 灰色土

粒子(<I>2mm)斑に含む しまりあり 粘性弱い

2. 5Y3/l 黒褐色のやや粘性のある土主体 焼土粒子 ($2~5

mm)微祉

2. 5Y3/l 黒褐色のしまりある土主体 焼士粒子($2~10mm)

微星 しまりあり 粘性ややあり

第272図 土坑（8)
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第736号土坑 （第272図）

0-35グリッドで検出された。規模は、長軸161cm、

短軸69cm、深さが15cmで、平面形態は長方形をして

いた。長軸方向は、 N-6° -Eであった。

出土遺物は、第280図13に示した。他に、土師器甕

片などが少量出土している。

第737号土坑（第273図）

M • N-34グリッドにかけて検出された。第53号

掘立柱建物跡と重複しており、本土坑が古かった。

規模は、長軸ll8cll1、短軸100cm、深さが48cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-56°

-Eであった。最下層には薄い炭層が堆積していた。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第738号土坑（第273図）

M-33グリッドで検出された。第344• 351 • 358号

住居跡と重複していた。規模は、長軸101cm、短軸79

cm、深さが11cmで、平面形態は楕円形をしていた。

長軸方向は、 N-9° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第739号土坑（第273図）

M-31グリッドで検出された。第12号方形周溝墓

のマウンドを切り込んで構築されていた。規模は、

長軸214cm、短軸129cm、深さが18cmで、平面形態は

南北に長い楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

12° -wであった。

遺物は、時期不明の土師器甕などが少量出土した。

第740号土坑（第273図）

0-35グリッドで検出された。第18号方形周溝墓、

第375号住居跡と重複していた。

規模は、長軸128cm、短軸70cm、深さが14cmで、平

面形態は歪んだ長方形をしていた。長軸方向は、

N-79° -Eであった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第741号土坑（第273図）

K-34グリッドで検出された。第753号溝跡より古

く、第363号住居跡より新しかった。

規模は、長軸173cm以上、短軸40cm、深さが23cmで、

平面形態は不明であった。長軸方向は、 N-10°― 

Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第742号土坑（第273図）

L -35グリッドで検出された。第371号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸73cm、短軸44cm、深さが23cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

86° -Eであった。

遺物は、土師器甕片などが少贔出土している。

第743号土坑（第273図）

M-35グリッドで検出された。新旧関係は、第372

号住居跡より新しく、第777号溝跡より古かった。

規模は、長径83cm、深さが29cmで、平面形態は円

形をしていた。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第744号土坑（第273図）

L -35グリッドで検出された。規模は、長軸50cm、

短軸35cm、深さが15cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-90゚ であった。

遺物は、土師器甕片などが少蘊出土している。

第745号土坑（第273図）

0 -35グリッドで検出された。第17号方形周溝墓

と重複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸172cm、短軸88cm、深さが28cmで、平

面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

15° -wであった。覆士に炭や焼土を多く含んでい
たことから、焼成遺構の可能性が考えられる。

遺物は、奈良時代の土師器片が多量に出土した。
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第740号土坑
1 黒褐色土

2 黒色士

第742号士坑
1 褐灰色士

2 褐灰色土

10YR3/l 黒掲色のやや粘性のある士 焼士粒子(¢7~10mm) 

・酸化鉄・炭化物粒子(¢5mm) 多品 灰粒子(¢ 10 

mm)含む褐色土粒子 (1OYR4/6) (¢ 3mm)少祉

10YR4/6 炭化物層 焼士粒子($7~10mm) 多依掲色土粒子

(~3mm) 少品

10YR5/l 炭化材($2~5皿） ・焼土プロック ($2~5mm)• 

黄掲色士プロック (~3~10mm) ・ 黄褐色士粒子(~ 1 
~2mm)少拭

10YR4/l 炭化材（が 2~5mm) ・ 黄褐色土ブロック(~ 3~!Onllll) 

・黄褐色土粒子(~ 1~2mm)少蔽

2m  
I•60 

第737号士坑

1 にぶい黄褐色士 10YR5/4 黄掲色士ブロック(q,2~3IlDll）多呈 焼土粒子(q,

2~3mm)少拭

2 褐灰色上 !OYR5/l 焼土粒子(q,2~3血n)・炭化物粒子 (¢2~3nun)少呈

3 黒掲色土 !OYR3/J 炭陪 黄褐色土プロック（が2~5mru)少拭

第738号土坑
1 黒褐色土 10YR3/l 焼土粒子(~ 1~2mm) ・ 焼土プロック (~3~5mm) • 

炭化物粒子(~ 1~2mm) ・ 炭化物ブロック (~3~5

mm)少址

第739号土坑
1 褐灰色土 IOYR4/l 明黄褐色土（墳丘構築土） （¢l~3mm)均等に含む

炭化物粒子 (</,I~2mm)少依焼土粒子(</>1mm) 

微祉 しまりあり 粘性弱い

2 褐灰色土 10YR4/l 明黄褐色土 (</,!~10mm)やや不均等に多品 炭化

物粒子 (</,!~2mm)少最 しまりあり 粘性弱い

3 灰黄褐色土 IOYR5/2 明黄褐色士粒子 (</,I~10mm) 多呈 炭化物粒子

（い～2mm)少拡 しまりあり 粘性弱い

4 にぶい黄褐色土 !OYR5/4 明黄褐色上を主体とし褐灰土を充填する 炭化物

粒子(~ Imm)少基 しまりあり 粘性弱い

第743号土坑
1 にぶい黄褐色土 IOYR7 /2 黄褐色土プロック(<f,3~10mm) 多菌

2 黒褐色士 10YR3/1 焼土粒子(<Pl~3mm) ・炭化物粒子(<t,l~2mm)• 

黄褐色土プロック(<f,3~10mm)・黄褐色土粒子(<t,l

~2mm)少址

3 にぶい黄褐色土 10YR7 /2 黄褐色土粒子(<t,l~2mm)多拭 黄褐色士プロック

(<f, 3~10mm)・焼土粒子(<t,l~3mm)少紘

4 掲灰色士 10YR4/l 炭化物粒子(<t,l~2mm)少星

第744号土坑
1 褐灰色土 10YR4/l 焼土 ・炭化物粒子(<t,l~3nun) ・黄褐色士プロック

(<!> 2~5mm) 少伍

第745号土坑
1 掲灰色士 10YR4/l 黄褐色土粒子(<t,l~5mm)均等に含む 焼土粒子

(<t,l~10mm)・炭化物粒子(<t,l~5mm)少星

しまりあり粘性ややあり

2 黒褐色土 ］OYR3/l 黄褐色土粒子(<t,l~5mm)少拭 焼土粒子(<f,l~5

mm)・炭化物粒子(<t,I~5mm)均等に少品 しまりあり

粘性ややあり
3 黒褐色土 10YR3/l 焼士塊を主体とし 2恩が30％充填する しまりあり

粘性弱い

4 黒褐色士 !OYR3/l 焼土粒子(<t,l~5mm)極多里 しまり弱い

粘性ややあり

5 黒色土 10YR2/l 炭化物粒子(<t,l~2mm)多拭 しまり・粘性あり

6 灰黄褐色土 10YR4/2 黄掲色土粒子(<t,l~2mm)多最 しまり ・粘性あり

第273図土坑（9)
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第746号土坑（第274図）

L •M-34·35グリッドにかけて検出された。

規模は、長軸98cm、短軸94cm、深さが52cmで、平

面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

22° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土した。

第747号土坑（第274図）

0 -35グリッドで検出された。第17号方形周溝墓

と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長径49cm、短径47cm、深さが14cmで、平

面形態は円形をしていた。長軸方向は、 N-81° — 

Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土した。

第748号土坑（第274図）

0 -35グリッドで検出された。

規模は、長軸67cm、短軸58cm、深さが4cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

6 ° -wであった。浅い土坑であったが、覆土には、

焼土ブロックを多量に含んでいた。

遺物は、古墳時代後期の土師器杯片などが少量出

土した。第280図14は、やや大型の土師器坪である。

第749号土坑 欠番

第750号土坑（第274図）

M-34グリッドで検出された。第378号住居跡、第

762号溝跡と重複していた。新旧関係は、本遺構が第

762号溝跡に切られていた。

規模は、長軸84cm、短軸66cm、深さが72cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

40° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器高杯片などが少量

出土した。

第751号土坑 （第274図）

N-34グリ ッドで検出された。第16号方形周溝墓、

第368• 377号住居跡と重複していた。新旧関係は、

第368号住居跡より古く、第16号方形周溝墓より新し

かった。

規模は、長軸68cm、短軸52cm、深さが25cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

33° -wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第752号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第753号土坑（第274図）

L -34グリッドで検出された。第345• 353号住居

と重複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長軸55cm、短軸32cm、深さが8cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

83° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第754号土坑 （第274図）

L -36グリ ッドで検出された。第783号溝跡と重複

しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸54cm、短軸48cm、深さが17cmで、平

面形態は円形をしていた。長軸方向は、 N-6 °― 

Eであった。覆土中層に薄い灰層が堆積していた。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第755号土坑 （第274図）

M-35グリッドで検出された。第380• 382 • 383号

住居跡と重複していた。新旧関係は、第383号住居跡

より新しいが、他の住居跡とは不明であった。

規模は、長軸97cm、短軸89cm、深さが7cmで、平

面形態は円形をしていた。 長軸方向は、 N-31° —

Wであった。
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遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土した。
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第746号土坑
1 掲灰色士 10YR4/l 焼士プロック (¢2~5mm)少足 炭化物粒子(¢ l~2mm) 

・黄褐色士ブロック(f2~lolllDl）少拭

2 褐灰色土 10YR4/l 土器片 黄褐色土粒子(fl~2mm) ・焼土粒子（が2~5

mm)少屈

3 黒褐色土 10YR3/l 焼士粒子(¢ l~2mm)・炭化物プロック(¢3~5nm1)少最

粘性あり

第747号士坑
1 灰黄掲色士 10YR5/2 焼士プロック(¢5mm)少且粘性ややあり

2 黒褐色土 10YR3/l 炭化物多拭 焼土プロック(¢ 10mm)斑に含む

粘性ややあり

第748号土坑
1 灰黄褐色土 10YR5/2 焼土ブロック (¢l0mn1)多拭炭化物少且 しまりあり

／
／

A

＿
 

A'A  16.6m 

第758号土坑 第759号土坑

＼ ＼ 
-A  A-O-A  A-O-A  

A'A16.Sm 

第754号士坑
1 果褐色士

2 黒色土
3 褐灰色土

A'Al6.lm ．． A' 

冒言言言［

IOYR3/l 焼士ブロック(</>2~5n皿）・炭化物プロック(,/)2 

~5mm) ・黄褐色士プロック(,/)2~5Illlil)少鼠

JOYR2/l 灰附炭化灰のみ

IOYR4/] 黄褐色土ブロック(,/)2~]0mm) 多堡 炭化物粒子

(,/,I~2mm) ・焼士粒子 (,/,I~2llllll）少盤

第755号土坑
1 にぶい黄橙色土 ］OYR5/3 黄褐色土ブロック(f2~5mm)・炭化物粒子(fI 

~2mo1)少最

第756号土坑
1 黒色土 N2/0 黒っぽい暗灰色の粘土 しまりなし 粘性あり

2 暗灰色 N3/0 l庖より灰色にちかい暗灰色の粘土 緑灰粘質士

少最層中レンズ状に堆積 暗灰色シルト微址

しまりなし粘性あり

3 暗緑灰色土 ］OG4/l 緑灰色の粘質土 しまりなし 粘性あり（壁崩落

土）

4 灰色士 N3/0 2庖よりやや明るめの暗灰色粘質土 炭化物(0.5 

cm角）少～中茄暗灰色シルト少呈

第759号土坑
1 暗青灰色土 5PB3/l 緑灰色シルト(fI~5mm)均等に含む 炭化物粒子

(f 1~2DlDI) わずかに含む しまりやや弱い

粘性強い

2 青黒色土 5PB2/l 炭化物粒子(fI~5mm) 多菌 しまりやや弱い

粘性強い

3 暗青灰色土 5PB3/l 炭化物粒子(fl~5llllil)少凪 しまりやや弱い

粘性強い

4 暗青灰色土 5P83/l 緑灰色シルト(f5~20mm) 多温 炭化物粒子(fI 

~2n皿）微尿 しまりややあり 粘性強い

第751号土坑 第760号土坑

1 褐灰色士 10YR4/l 暗灰色のしまりある士 暗赤褐色の焼士（ブロック状で 1 黒色土

はない）斑に含む焼土粒子(</,3mm)少址 しまりあり

粘性なし 2 褐灰色土

2 褐灰色士 10YR4/l 炭化物主体暗灰色のしまりある土少最 しまりあり

粘性なし 第761号土坑

3 褐灰色土 10YR5/l 明るい灰色のシルト質土 灰色士プロック(,t,5mm)少屈 1 暗褐色士

しまりあり 粘性ややあり

4 褐灰色土 !OYR4/l 黄褐色土ブロック(</,10~15mm)斑に含む 暗灰色の 2 黒褐色土

しまりある土少絨 しまりあり 粘性ややあり

IOYR2/] 炭化物主体 焼土粒子(,t,l~2mm)・黄褐色士プ

ロック(,t,2~10mm)少歴 しまりなし

!OYR5/l シルト質黄褐色士プロック（が2~10mm)少呈

IOYR3/3 黄褐色土粒子（い～2mm)多量 炭化物粒子（が2

~3nl1Il)少凪

2. 5Y3/l 緑灰色粘士プロック (~3~4mm) ・ 炭化物粒子 ($2

~3mm)少品

第274図土坑 (10)
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第756号土坑（第274図）

N-36グリッドの谷の落ち際で検出された。

規模は、長軸70cm、短軸64cm、深さが49cmで、平

面形態は円形をしていた。長軸方向は、 N-75°― 

Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第757号土坑（第274図）

K•L-36·37グリッドにかけて検出された。

規模は、長軸155cm、短軸109cm、深さが60cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

23° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第758号土坑 （第274図）

M-36グリッドで検出された。規模は、長軸58cm、

短軸50cm、深さが14cmで、平面形態は円形をしてい

た。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、第280図15の大型壺が出土している。

第759号土坑 （第274図）

N-36グリッドで検出された。第762号溝跡と重複

していたが、新旧関係は不明である。

規模は、直径55cm、深さが26cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向はN-17° -Wであった。

遣物が出土していないため、時期は不明である。

第760号土坑（第274図）

Q-45グリッドで検出された。第397• 422号住居

跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長軸81cm、短軸62cm、深さが21cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

8 ° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第761号土坑（第274図）

P-43グリッドで検出された。規模は、長軸80cm、

短軸68cm、深さが37cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-37°-Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器が多量に出土した。

第281図1 • 2はほぼ完形の土師器の壺で、外面の調

整はヘラミガキである。

第762号土坑 （第275図）

P-44 • 45グリッドにかけて検出された。第799号

溝跡と重複しており、溝跡を切っていた。

規模は、長軸120cm、短軸84cm、深さが16cmで、平

面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

42° -wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第763号土坑 （第275図）

Q-44グリッドで検出された。第395• 396号住居

跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、直径60cm、深さが26cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第764号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第765号土坑 （第275図）

Q-44グリッドで検出された。規模は、長軸64cm、

短軸58cm、深さが14cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-76°-Wであった。

遺物は、中世の常滑甕片などが少量出土した。

第766号土坑 （第275図）

P-44グリッドで検出された。第789号溝跡と重複

していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長軸58cm、短軸44cm、深さが53cmで、平

面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

30° -wであった。
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遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが多量に

出土したが、図示できるものがなかった。
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第762号土坑
1 灰黄褐色士 10YR6/2 黄褐色土粒子 (5mm角大）少品 しまりあり
2 にぶい黄褐色土 10YR5/3 黄掲色士粒子（1cm大）多呈 しまりあり
3 灰黄褐色土 IOYR5/2 黄褐色土粒子 (¢10~15mm大）多最 しまりあり
4 褐灰色土 1 DYR5/1 黄褐色土粒子 (~ 5~10mm) 多品 士器小片を含む

しまりややあり
5 にぶい褐色土 7. 5YR5/3 黄褐色士粒子(~ 10mm)含む しまりややあり

第765号土坑
1 褐灰色士
2 褐灰色土
3 褐灰色土

第766号士坑
1 褐灰色土

第767号士坑
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色土

IOYR4/l 炭化物粒子 (</,I~2mm)少拭
!OYR4/l 黄褐色士ブロック(</J2~5mm)少呈
!OYR4/] 黄掲色土プロック(</J2~5mm)多量

10YR5/l 緑灰色土ブロック (~2~5mm) 少埜焼土粒子
（い～2mm) ・ 炭化物粒子(~ 1~2llllll）微呈

10YR2/3 緑灰色土プロック(</,5mm大）少昴
!OYR2/3 緑灰色士プロック(</,5~10mm)多址
!OYR3/2 緑灰色土プロック(</,10~20mm) 多品

第768号土坑
1 緑灰色粘土ブロック多拭 黒掲色士ブロック (</,5mm)黄褐色土プロソク(</>5 

rnrn)含む しまりあり

第769号土坑
1 灰黄褐色土 IOYR6/2 黄褐色士プロック(</>5mm)含む しまりあり
2 にぶい黄橙色土 !OYR6/4 黄褐色土ブロック（が2~5皿）多足 しまりあり
3 黄褐色土 !OYR5/6 黄褐色土ブロック含む しまりあり

第770・771・773号士坑
1 黒色土 N2/0 黒っぽい暗灰色粘土多埜 これが主体青灰色シル

ト少品 しまりなし粘性あり
2 暗青灰色土 5B4/1 暗育灰色粘質土主体 暗灰色粘土 (N2/0)(</> 20mm) 

少品 しまりなし粘性あり
3 暗青灰色土 5B4/1 暗青灰色粘質土主体 暗灰色粘士 (N2/0)斑に含む

しまりなし 粘性あり
4 オリーブ褐色土 2. 5Y4/3 にぶい黄褐色のしまりある土主体 暗灰色土 ・音灰

色土少拭 しまりあり 粘性ややあり
5 暗青灰色土 5B4/1 青灰色粘質土主体 暗灰色粘士斑に含む

しまり ・粘性ややあり
6 暗青灰色土 5B4/1 青灰色シルト多墓青灰色粘上少葦 しまりなし

粘性あり
7 暗灰色 N3/0 暗灰色粘土主体 青灰色シルト少最 しまりなし

粘性あり
第763号土坑
1 黒褐色士
2 暗褐色士

10YR3/2 焼土粒子 (<P2~5rnrn)少盆土器片少拭 第772号土坑
10YR3/3 黄褐色士プロック(<P2~5mn1)・炭化物粒子(<P2 1 黒褐色土 10YR3/2 混入物ほとんどなし しまりあり

~5llllll) ・焼士粒子(ct,2~5mm)少堡 2 にぶい黄褐色土 10YR5/3 緑灰色土プロック少拭

第275図 土坑 (11)
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第767号土坑 （第275図）

P-44グリッドで検出された。規模は、長軸149cm、

短軸119cm、深さが54cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-77°-Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第768号土坑 （第275図）

P-44 • 45グリッドにかけて検出された。

規模は、長軸171cm、短軸150cm、深さが42cmで、

平面形態は円形をしていた。長軸方向は、 N-

41° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第769号土坑 （第275図）

P-44グリッドで検出された。第801号溝跡と重複

していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長軸239cm、短軸132cm、深さが43cmで、

平面形態は東西に長い楕円形をしていた。長軸方向

は、 N-70° -Eであった。

遺物は、古墳時代前期の土師器片が少量出土した。

第770号土坑 （第275図）

M-47グリッドで検出された 。 第771号土坑• 第

795号溝跡と重複していた。新旧関係は、第795号溝

跡より古く、第771号土坑より新しかった。

規模は、長軸94cm、短軸67cm以上、深さが44cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

38° -wであった。

遺物は、平安時代の須恵器坪、土師器甕片などが

少量出土している。

第771号土坑 （第275図）

M-47グリッドで検出された。第770• 773号土

坑•第795号溝跡と重複しており、新旧関係は本土坑

の方が古かった。

規模は、長軸116cm以上、短軸70cm以上、深さが41

cmで、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-27° -Wであった。

遺物は、平安時代の須恵器片などが少量出土した。

第772号土坑 （第275図）

p-44グリッドで検出された。第802号溝跡と重複

しており、本遺構の方が古かった。

規模は、長軸280cm、短軸250cm、深さが13cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

16° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが多量に

出土したが、図示できるものがなかった。

第773号土坑 （第275図）

M • N-47グリッドにかけて検出された。第771号

土坑と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸100cm、短軸55cm以上、深さが62cmで、

平面形態は東西に長い楕円形をしていた。長軸方向

は、 N-50°-Wであった。

遺物は、平安時代の須恵器高台付塊、土師器甕片

などが少量出土した。

第774号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第775号土坑 （第276図）

Q-44グリッドで検出された。規模は、長軸88cm、

短軸60cm、深さが48cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-7° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器壺、土師器甕片な

どが少量出土した。

第776号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第777号土坑 （第276図）

Q-44グリッドで検出された。規模は、長軸80cm、

短軸65cm、深さが55cmで、平面形態は楕円形を して

いた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、時期不明の土師器甕などが少量出士した。
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第775号土坑

1 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土粒子 (¢I~2llllll）・黄褐色士プロック（が3~10mm)

少拡 焼士粒子 (~I~21lllll）・炭化物粒子 ($1~3mm ) 微品

2 黒褐色士 !OYR3/1 黄褐色土粒子 (~I~2mrn) ・ 黄褐色土ブロック ($3~10mm)

多位

第777号土坑

1 暗褐色士 IOYR3/3 黄褐色土プロック ($3~10mm)多址

第778号土坑

1 黒褐色土 2. 5Y3/l 黒褐色であまりしまりのない槌 炭化物多試焼土プロッ

ク($20mm)斑に含む 黄褐色土ブロック($10mm)少呈

しまりなし 粘性ややあり

2 黒褐色土 2. 5Y3/! 黒褐色土主体 黄掲色土プロック(¢30mm) 中～多呈

しまりなし粘性ややあり

第781号土坑
1 黒褐色上 !OYR3/l 

2 オリープ黒色士 5Y3/l 

黄褐色士粒子(fI~2mm)・炭化物粒子(fI~2 

mm)微裁

黄褐色土粒子(fI~2mm)・黄褐色土プロック

(f3~5mm) 少菌

第783号土坑
1 にぶい黄褐色士 IOYR5/4 黄褐色土ブロック(f2~5mm)多量

2 暗褐色土 IOYR3/4 黄掲色士ブロック(fImm)少罷

3 黒色土 IOYRI. 7/1 炭陪 黄褐色士粒子を含む

4 黒褐色土 JOYR3/l 褐色土プロック ・黒色士プロック ・炭化物粒子少煤

第786号土坑

1 黒褐色土

第787• 788号士坑
1 黒褐色土

2 黒褐色士

3 暗褐色土

IOYR3/l 

10YR3/2 

10YR2/2 

10YR3/3 

第789号士坑
1 黄灰色上 2. 5Y4/l 

2 灰オリープ色土 5Y4/2 

第790号土坑
1 黒褐色土 2. 5Y3/2 

2 灰オリープ色士 5Y5/2 

第791号士坑
1 灰黄褐色士 lOYRS/2 

黄褐色士粒子 ($ 1 ~2mm) 少屈焼土粒子 (~I

~2mm) ・炭化物粒子($l~3mm)微星

黄掲色士粒子(~ I~2 lllill）少嚢焼土粒子 ( ~ I 

~2mm) ・ 炭化物粒子(~ 1~2mm)微星

黄褐色土粒子(~ I~2mm) ・黄褐色士プロック

( ~3~5mm) 多星

黄褐色士粒子(~ I~2mm) ・黄褐色土プロック
（が 3~10mm) 多且炭化物粒子 (~2~5mm ) 少品

暗灰色のしまりある士主体 オリープ黄色土粒子

（たぶんローム） （,t,2mm)斑に含む 全体としては

ボヤーっとしたかんじになっているしまりあり

粘性ややあり

黄灰オリープ色のしまりある士（ほとんどローム

主体となっている） しまりあり 粘性ややあり

暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土ブロック

(</> 20~80mm)中～多枇 しまりあり 粘性やや

あり
オリ ーブ灰色土主体 黄褐色土プロック(</>10mm) 

多拭暗灰色士少是 しまりあり 粘性ややあり

黄褐色土粒子(Imm以下）少裁

第276図 土坑（12)
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第778号土坑（第276図）

0-47・48グリッドで検出された。規模は、長軸

130cm、短軸35cm、深さが19cmで、平面形態は長方形

をしていた。長軸方向は、 N-42° -Wであった。

遺物は、古墳時代後期の有段口縁杯片などが少贔

出土している。

第779号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第780号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第781号土坑（第276図）

Q-44グリッドで検出された。第396号住居跡と重

複しており、新旧関係は不明である。

規模は、長軸108cm、短軸42cm、深さが18cmで、平

面形態は南北に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-18° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕・高坪片などが

少量出土している。

第782号土坑 欠番

第783号土坑（第276図）

Q-44・45グリッドにかけて検出された。第397• 

422号住居跡、第414号井戸跡と重複していた。新旧

関係は、第397• 422号住居跡より新しく、第414号井

戸跡より古かった。

規模は、長軸149cm以上、短軸132cm、深さが61cm

で、平面形態は長方形をしていたと思われる。長軸

方向は、 N-45° -Eであった。覆土中層の 3層に

は、薄い炭層が堆積していた。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第784号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第785号土坑 （第276図）

Q-44グリッドで検出された。第397• 422号住居

跡と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸145cm、短軸28cm、深さが14cmで、平

面形態は南北に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-11° -Eであった。

遺物は、時期不明の土師器片が少量出土している。

第786号土坑 （第276因）

Q-45・46グリッドにかけて検出された。第412• 

413号住居跡、第816号溝跡と重複していた。新旧関

係は、古墳時代後期の住居跡よりも新しいが、第816

号溝跡とは不明である。

規模は、長径116cm、深さが13cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向はN-29°-Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土しているが、本遺構に伴うものではない。

第787号土坑 （第276図）

P-45グリッドで検出された。第401号住居跡、第

788号土坑と重複し、両遺構を切っていた。

規模は、長径61cm、深さが23cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器壺、土師器甕片な

どが少量出土したが、混入品の可能性が高い。

第788号土坑 （第276図）

p-45グリ ッドで検出された。第401号住居跡、第

787号土坑と重複していた。新旧関係は、第787号士

坑より古く、第401号住居跡とは不明である。

規模は、長軸78cm、短軸62cm、深さが9cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

51° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第789号土坑 （第276図）

P-47 • 48グリッドで検出された。規模は、長軸94

cm、短軸80cm、深さが10cmで、平面形態は楕円形を

していた。長軸方向は、 N-27°-Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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第793号土坑
1 暗褐色士 10YR3/3 

2 黒褐色粘質土 2. 5Y3/! 

3 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 

第795号士坑
1 黒掲色士 2. 5Y3/2 

2 青黒色土 5B2/1 

3 黒掲色士 2. 5Y3/2 

4 灰オリーブ色土 5Y4/2 
5 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 

6 暗緑灰色士 5G3/1 

7 暗緑灰色士 5G3/l 

第796号土坑
1 暗褐色土
2 黒色士

第798号土坑
1 黒褐色土

第800号士坑
1 黒褐色土

2 黒色士

3 黒色土

第801号土坑
1 黒褐色土

第802号士坑
1 黒褐色士
2 暗灰黄色士
3 暗灰色土

4 暗青灰色土
5 暗青灰色士

第803号土坑
1 黄灰色土
2 黒褐色土

2m  3 暗灰色士
160 4 暗青灰色士

黄褐色土粒子 ($1~2mm)・黄褐色土ブロック ($3~20mm)多最 炭化物粒子 ($1~3nun)少猷

焼土プロック ($2~3Illill)微禁

緑灰色土粒子 ($1~2n皿） ・炭化物粒子 (¢I~2mm)微拭

黄褐色土ブロック ($3~20mm)・緑灰色土ブロック($3~20mm)多裁 炭化物粒子 ($2~3mm)

微址 （地山崩落士）

暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(f2mm) 中～多試 しまりあり 粘性ややあり

※守灰色に変色しているところあり
馬っぽい暗青灰色のしまりある士 青灰色シルト少～中最 炭化物粒子(f2mm)微輩

しまり ・粘性あり
1陪と同じ色の士主体黄褐色土粒子(f2mm)含む尼中央部分に しまりあり 粘性ややあり

オリープ黄灰色のシルト主体 しまりあり 粘性なし （表面に焼土(f20mm)少絨散る）

暗茶灰色のしまりある土 黄褐色土粒子（が3lllDI)多凪 しまりあり 粘性なし

暗灰色粘質土主体 暗緑灰色土ブロック(f5~!5DlD!)斑に含む しまりややあり 粘性あり

暗灰色粘質土主体 青緑灰色シルト斑に含むしまりなし 粘性あり

A' 

IOYR3/3 黄褐色土粒子 (¢ I~2mm) ・炭化物粒子 ($2~3mm) ・焼士粒子(¢ I~2IIllil）少最

IOYRZ/1 炭を大星 黄褐色土ブロソク ($3~20mm) ・焼上プロック ($20~50mm)少址

JOYR2/2 黄褐色土プロック ($3~5mm) 多址 焼士プロック（が2~3mm) ・炭化物粒子 ($2~3mm)少址

2. 5Y3/2 暗茶灰色のしまりある士主体 炭化物粒子 (<J,2mm)斑に含む 黄褐色土粒子(<J,5mm)少巌

しまりあり 粘性ややあり
2. 5GY2/l 暗青灰色粘質土主体 それよりやや明るめのシル ト斑に含む 青灰色士粒子(<J,2mm)多祉

炭化物粒子 (¢31Ilill)少蔽 しまり・粘性ややあり

2. 5GY2/l 2屈と同じ色の粘士主体 陪上部と下部に帯状に青灰色シルトプロック(<J,10~20mm) が入る

その青灰色士プロック帯の間に炭化物が帯状にはいる しまりなし 粘性あり

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士 黄褐色士粒子 (~3~10mm) 多星 しまりあり 粘性ややあり

IOYR3/l 黒っぼい暗茶灰色のしまりある土主体 黄褐色土粒子 (~2rnrn ) 微拭 しまりあり 粘性なし

2. 5Y4/2 暗灰（茶）色のしまりある土主体黄褐色土粒子($3mm) 多贔 しまりあり 粘性なし

N3/0 暗灰色粘質士でしまりある士主体 青灰色士ブロック ($5~10mm) 多最 炭化物少～中拭

帯状に入る しまりあり 粘性ややあり
584/1 青灰色粘質土多贔青灰色シルト少址 しまり ・粘性ややあり

583/1 暗青灰色粘土 (4層より暗い）主体 青灰色土粒子($51Il111)斑に含む しまりなし 粘性あり

2. 5Y4/l 暗灰色のしまりある士主体黄褐色士粒子(¢5mm)多母 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある土主体 黄褐色士ブロック(¢ IOIIllil)微批 遺物（士師器片含む）

しまりあり 粘性ややあり
N3/0 暗灰色粘土主体青灰色土斑に含む しまりややあり 粘性あり

5B4/1 青灰色粘質土 （壁崩落土と思われる） しまりややあり 粘性あり

第277図 土坑 (13)
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第790号土坑 （第276図）

P-47グリッドで検出された。規模は、長軸115cm、

短軸79cm、深さが69cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-43°-Wであった。

遺物は、時期不明の土師器甕片などが少量出土し

ている。

第791号土坑 （第276図）

Q-45グリッドで検出された。規模は、長軸82cm、

短軸73cm、深さが34cmで、平面形態は円形をしてい

た。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第792号土坑 欠番 （グリッドピッ トに変更）

第793号土坑 （第277図）

Q-46グリッドで検出された。第416号住居跡と重

複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長径95cm、深さが59cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向はN-64°-Eであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土している。

第794号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第795号土坑 （第277図）

P-47グリッドで検出された。第813号溝跡と重複

しており、本土坑の方が古かった。

規模は、長軸167cm、短軸110cm、深さが23cmで、

平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

54° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕、 比企型坪など

が少量出土したが、本遺構に伴うかは不明である。

第796号土坑 （第277図）

Q-46グリッドで検出された。第416• 421号住居

跡、第797号土坑と重複しており、本遺構が一番新し

かった。

規模は、長軸218cm、短軸162cm、深さが46cmで、

平面形態は三角形をしていた。長軸方向は、 N-

0゚ であった。下層には炭が大量に堆積していたが、

壁面などが被熱を受けた様子はなかった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器甕、土師器甕片な

どが多量に出土したが、図示できるものはなかった。

第797号土坑（第277図）

Q-46グリッドで検出された。第796号土坑と重複

しており、本土坑の方が古かった。

規模は、長軸80cm、短軸35cm以上、深さが19cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

35° -Eであった。

遺物は、平安時代の須恵器杯片が出土した。

第798号土坑 （第277図）

Q-46グリッドで検出された。第421号住居跡と重

複しており、本遣構の方が新しかった。

規模は、長軸176cm、短軸107cm、深さが15cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

〇゚ であった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器甕、土師器甕片な

どが少量出土している。

第799号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第800号土坑 （第277図）

0-46グリッドで検出された。第407号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸86cm、短軸57cm、深さが71cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

14° -wであった。
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出土遺物は、第281図3 • 4に示した。 3は土師器

の長甕、 4は輪積み痕が明瞭に残る甕である。
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第806号土坑

1 オリープ黒色士 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士 黄褐色士粒子(<J>2mm) 中～多最

しまりあり 粘性なし

2 褐灰色土 5Y4/l 褐灰色土だが見た目は黄褐色のしまりある土 暗茶褐色土(!屈）少址

しまりあり 粘性ややあり

3 青黒色士 5B2/1 黒っぽい群宵色の粘質士主体 青灰色士プロック(</>20~50mm) 中～多罷

しまりややあり 粘性あり

4 青黒色土 5B2/1 3屑と同色のシルト主体 しまりややあり 粘性あり

第808号土坑
1 褐色士 10YR4/4 黄褐色士粒子 (</>Imm) 多拭 しまり強い

2 黒褐色土 IOYR3/I 黄褐色土ブロック(</>10mm) ・炭化物粒子(</>5mm)少拭

3 褐色土 !OYR4/4 黄褐色土粒子(I/>3~10mm)多星炭化物粒子(I/>5mm)少最 しまり強い

4 オリーブ黒色土 7. 5Y3/2 緑灰色士ブロック(</>20~30mm) 多贔 炭化物粒子(</>2mm)少盤

粘性強い

第809• 810号土坑
1 暗褐色土 !OYR3/3 黄褐色土粒子 (¢2~3mm)多最 士器小片を多く含む しまり強い

2 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色士粒子は5mm) 多呈黒色士プロック (</>!Orum)含む しまり強い

3 オリ ーブ黒色士 7. 5Y3/I 炭化物（長さl~2cm) ・黄褐色土粒子(</>2mm)含む

4 黒掲色士 !OYR3/2 焼土粒子(</>5mm) ・黄褐色土粒子(</>5mm)含む しまりあり

5 黄褐色土 10YR5/6 褐色土ブロック (¢20~30mm)多埜 焼土粒子 (¢5mm)少埜 しまりあり

第815号土坑
1 暗灰黄色土 2 5Y5/2 鉄分多量 他の含有物は含まない

第820号士坑
1 黒褐色士 10YR2/3 黄褐色土プロック(~ 10mm)少祉 微細土器片多く含む

第824• 833号土坑
1 にぶい黄褐色土 IOYR5/4 黄褐色土プロック（が20~30mm)多最 しまりあり

2 暗褐色土 IOYR3/3 焼士粒子(</,Imm)少最 Imm以下の砂利を含む

3 黒褐色士 IOYR2/2 黄褐色士粒子（が2mm) ・焼土粒子 (</,IIIllil)少祉 粘性あり

4 オリープ黒色士 IOY3/l 炭粒子多址粘性強い

5 黄褐色土 IOYR5/8 黒色土粒子 (</,Imm)含む粘性あり

2m  
＇ l．紅l

第278図 土坑 (14)
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第801号土坑（第277図）

0-47グリッドで検出された。第407号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸170cm、短軸124cm、深さが10cmで、

平面形態は長方形をしていたと思われる。長軸方向

は、 N-40°-Wであった。

遺物は、土師器片が少量出土している。

第802号土坑（第277図）

P-43グリッドの谷の落ち際で検出された。

規模は、長軸125cm、短軸83cm、深さが39cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

66° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕．杯片などが少

量出土している。

第803号土坑（第277図）

P-44グリッドの谷の落ち際で検出された。

規模は、長軸75cm、短軸65cm、深さが67cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

67° -Eであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器高杯、土師器甕．

高杯、板碑片などが少量出土した。第281図5は、須

恵器高杯の坪部片である。脚部との接合部には三方

透かしの痕跡が確認できる。

第804号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第805号土坑 欠番（グリ ッドピッ トに変更）

第806号土坑（第278図）

0 -46 • 47グリッドにかけて検出された。第407号

住居跡と重複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸194cm、短軸129cm、深さが34cmで、

平面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

49° -Eであった。

遺物は、時期不明の土師器甕片などが少量出土し

ている。

第807号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第808号土坑 （第278図）

Q -45グリッドで検出された。第416• 418号井戸

跡、第810号土坑、第817• 819号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第817号溝跡より新しく、第416• 418号

井戸跡、第819号溝跡よりは古かった。

規模は、長軸266cm、短軸111cm、深さが58cmで、

平面形態は南北に長い楕円形をしていた。長軸方向

は、 N-20°-Eであった。

遺物は、平安時代の須恵器杯片などが少量出土し

ている。

第809号土坑 （第278図）

Q-45グリッドで検出された。第416号井戸跡、第

810号土坑と重複していた。新旧関係は、第810号土

坑より新しく、第416号井戸跡より古かった。

規模は、長軸103cm以上、短軸85cm以上、深さが49

cmで、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-29° -Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが多量に

出土したが、図示できるものはなかった。

第810号土坑 （第278図）

Q-45グリッドで検出された。第808• 809号土坑、

第816• 817号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

809号土坑、第816号溝跡より古いが、他の遺構とは

不明である。

規模は、長軸155cm以上、短軸110cm以上、深さが

39cmで、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-80° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第811号土坑 欠番 （グリッドピッ トに変更）

第812号土坑 欠番 （グリッドピッ トに変更）

第813号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第814号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）
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第826・827号土坑

A166m A' 
冒

SK826 SK827 

第832号土s:22 ¥ 三□6_A
Al6.2m A' 

s:06̀  

排
水
溝

第834号土坑

A_〈: _A
A 16.5m 

第828号土坑

Aーロt_A
Al6.3m 

A' 

言言
2m 
1.oo 

A' 

第834号士坑

1 暗褐色士

第830号土坑

Aー ロ□A
A 16. 6m A' 

第831号土坑

Aー ロ／A

A~ 2m A' 

．
 

第826• 827号土坑
1 暗褐色土 20YR3/4 焼士粒子(</J1mm) ・黄褐色土粒子(</>1mm) 多品 炭化物粒子

(</J Imm) 含む

2 褐色土 10YR4/6 黄褐色士ブロック（が20~30mm) 多且

3 暗褐色土 IOYR3/4 黄褐色土プロック(</J20~30,nm)極多址

第828号士坑

1 黒褐色上 2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある士 炭化物多俵

2 オリープ掲色土 2. 5Y4/3 少し暗めの黄褐色のしまりある士主体 黒褐色の粘質土含む

層下部にマープル状に しまりあり 粘性なし

3 暗緑灰色士 5G4/1 （暗）緑灰色の粘質土主体 混入物は他になし

しまり ・粘性ややあり

第830号士坑

1 灰黄褐色士 10YR4/2 黄褐色土粒子(¢5mm)少贔

2 にぶい黄褐色士 10YR4/3 黄褐色士粒千(¢5mm)含む

第831 • 832号土坑
1 オリープ黒色土 10Y3/l 緑灰色土粒子(¢ I~2mm) ・緑灰色土プロック (¢3~5mm)多

屈

焼士粒子 (~2~3nl1Il) ・炭化物粒子 (¢2~3mm) 少位

2 緑灰色土 7. 5GZ/l 地山士を主体とする層 （地山崩落士）

10YR3/4 黄褐色土ブロックは10~20mm) 含む しまりあり

第279図土坑 (15)

第815号土坑（第278図）

P • Q-47グリッドにかけて検出された。第414号

住居跡と重複しており、本土坑が新しかった。

規模は、長軸98cm、短軸87cm、深さが31cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

63° -Eであった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第816号土坑 欠番 （グリ ッドピットに変更）

第817号土坑 欠番 （グリ ッドピットに変更）

第818号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第819号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第820号土坑 （第278図）

Q-46グリッドで検出された。第817• 826号溝跡

と重複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸163cm、短軸95cm以上、深さが48cmで、

平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

46° -wであった。

遺物は、土師器甕片などが少量出土した。

第821号土坑 欠番（グリッドピットに変更）

第822号土坑 欠番 （グリ ッドピットに変更）

第823号土坑 欠番 （グリ ッドピットに変更）

第824号土坑（第278図）

Q-46グリッドで検出された。第413号住居跡、第

816 • 817号溝跡と重複していた。新旧関係は、第816

号溝跡より古かった。

規模は、長軸167cm以上、短軸86cm以上、深さが23

cmで、平面形態は不明であった。長軸方向は、 N-

41° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土している。
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第281図 土坑出土遺物 (2)

第825号土坑 欠番 （グリ ッドピットに変更）

第826号土坑 （第279図）

Q • R -46グリッドにかけて検出された。第827号

土坑、第816号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

816号溝跡より古く、第827号土坑よりは新しかった。

規模は、長径56cm、深さが35cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物は、時期不明の土師器甕片などが少量出土し

ている。

第827号土坑 （第279図）

Q • R -46グリッドにかけて検出された。第417号

井戸跡、第826• 833号土坑、第816号溝跡と重複して

いた。新旧関係は、第417号井戸跡、第826号土坑、

第816号溝跡よりも古かったが、第833号土坑とは不

明である。

規模は、長軸187cm以上、短軸82cm以上、深さが10

cmで、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-90゚ であった。

遺物は、時期不明の土師器甕片などが少贔出土し

ている。
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第20表 土坑出土遺物観察表

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存

280 1 SK 659 灰釉掏器 碗 [1.9] (7.6) 破片
280 2 SK 659 灰釉陶器 碗 [7.8] (7.3) 破片
280 3 SK 659 緑釉陶器 碗 破片

280 4 SK 659 鉄滓 鍛冶滓 幅34長さ2.9厚さ18

280 5 SK 660 須恵器 高台付坑 13.9 6.2 6.9 完形
280 6 SK 677 須恵器 杯 (14.0) 3.7 (6.2) 1/4 
280 7 SK 683 土師器 空・=士= 14.0 17.9 1/2 
280 8 SK 698 土師器 杯 14.5 4.5 2/3 
280 ， SK 709 土師器 甕 (21.0) [22.1] 1/2 
280 10 SK 716 土師器 高杯 (15.4) [4.4] 4/5 
280 11 SK 721 土師器 甕 (24.6) [3.7] 口縁破片
280 12 SK 725 須恵器 坪 (12.6) 3.6 6.6 1/2 
280 13 SK 736 須恵器 高台付婉 13.0 5.4 6.8 3/4 
280 14 SK 748 土師器 坪 (20.2) [6.8] 1/3 
280 15 SK 758 土師器 盆士 [36.7] 13.2 3/5 
281 1 SK 761 土師器 壺 16.6 28.4 7.3 ほぽ完形
281 2 SK 761 土師器 空・ギ 16.6 32.2 6.3 3/5 
281 3 SK 800 土師器 甕 (15.6) [14.3] 口縁破片

281 4 SK 800 土師器 甕 (16.6) [10.7] 胴部

281 5 SK 803 須恵器 高坪 [4.2] 杯部3/4

第828号土坑 （第279図）

P-43グリッドで検出された。規模は、長軸113cm、

短軸85cm、深さが22cmで、平面形態は長方形をして

いた。長軸方向は、 N-88° -Eであった。上層に

は、炭化物が多量に含まれていた。

遺物は、土師器甕片などが少量出土している。

第829号土坑 欠番 （グリッドピットに変更）

第830号土坑 （第279図）

Q-46グリッドで検出された。規模は、長軸65cm、

短軸50cm、深さが39cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-37°-Wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第831号土坑 （第279図）

Q-47グリッドで検出された。第406号住居跡と重

複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長軸73cm、短軸41cm、深さが19cmで、平

面形態は長方形をしていた。長軸方向は、 N-

78° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

胎 土 焼成 色調 備 考 因版

白粒黒粒 良好 灰白 122-2 
白粒黒粒 普通 灰且釉灰白 ッケガケ 122-2 
黒粒 普通 尻釉オリープ黄 123 

片砂粒白粒 不良 灰黄 末野産 74-5 
石英赤粒白粒小礫 普通 灰 末野産

砂粒赤粒 普通 橙 92-3 
角赤粒白粒 普通 にぶい橙 北武蔵型杯 74-6 
白粒 普通 明褐灰 110-1 
赤粒白粒黒粒 普通 橙 74-7 
白粒 普通 明褐灰

雲長石白粒針 普通 灰 74-8 
角赤粒 普通 浅黄橙 74-9 
雲長石赤粒白粒 普通 橙

長石砂粒白粒 普通 浅黄橙 黒斑 110-2 
雲白粒 普通 極暗褐 110-3 
角長石赤粒白粒 普通 にぶい褐 110-4 
雲 赤粒 普通 にぶい橙

赤粒白粒黒粒 普通 灰褐

砂粒白粒 普通 淡灰褐 三方透 74-10 

第832号土坑 （第279図）

Q-47グリッドで検出された。第406号住居跡と重

複しており、本土坑の方が新しかった。

規模は、長軸118cm、短軸57cm、深さが16cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

40° -wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第833号土坑 （第278図）

Q-46グリッドで検出された。第412• 413号住居

跡、第417号井戸跡、第786号土坑、第816号溝跡と重

複していた。

規模は、長軸103cm以上、短軸77cm以上、深さが

46cmで、平面形態は不明であった。長軸方向は、

N-90゚ であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第834号土坑 （第279図）

Q-46グリッドで検出された。規模は、長軸53cm、

短軸43cm、深さが34cmで、平面形態は楕円形をして

いた。長軸方向は、 N-0゚ であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

-280-



L
 

・/- ---/ /̀) 

／ 
し？：彎 7
＼ 

----

ー／／／、／／ ／］  
＼ ＼＼口口// / ¥ ¥,1¥ 

`¥¥¥  ¥¥J¥) ／つ::¥ぐ]¥― F • • 

ロロ＿：三］ ＼｛ ＼ ー(¥ / ` 11 ◎15 

：＼へ□］よ :[:4] ＼／□ }／口 o1/
ニ::/]:¥:/~--]ローロ／） 19 1¥ ¥ 03 a5 1 ¥ I O2 

＼`尋 ］``、二：：、三＼ a ’ c31 / ヘ-~¥、̀ 6̀28Q9

□◎］← □：三□□＼.:~
19 ―b • I ~一＂ ＇---- , ¥,..,'.. \~_£ 

_ 1 

二` 三□□□／
)'o~こ:2` 9-) 

27 

,-.. 

M土 姿

k
 

第282図 ピット全体図（1)
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第283図 ピット全体図 （2)
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J28 Pl 
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K28 P11 K28 P12 K28 PIS K28 P32 K29 P1 K29 P2 
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閻 冒霞瓢言 II
J28 Pl 
1 黒褐色土 !OYR3/2 焼士粒子 ($5mm) ・褐色土粒子（が2mm)含む しまりあり 粘性なし
2 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色土プロック($10mm)少砒 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色士 lOYR4/l 灰色粘土含む しまりなし粘性あり
4 褐灰色土 IOYR4/l 灰色粘士を主体とする屑 しまりなし 粘性あり

J29 P3 

1 褐灰色士 lOYR4/l 暗灰色のしまりのある士主体炭化物少貸 しまりあり 粘性なし
2 黒色士 lOYR2/l 炭化物多最 しまり・粘性ややあり
3 黒褐色土 !OYR3/! 暗灰色の粘質土主体 暗褐色土粒子 (¢llillil）含む しまりなし 粘性あり

K27 Pl 

1 黒掲色士 !OYR3/l しまりのある黒褐色土主体灰色土ブロック($!Omm) ・焼土粒子 ($3皿）微屈 しまりあり 粘性なし
2 灰黄褐色土 !OYR4/2 黄褐色士プロック主体の層 灰色の士少址 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色土 !OYR4/l 粘性のややある灰色土主体黄褐色士プロック($15mm)少屈 しまりあり 粘性ややあり

K27 P 2 

1 灰黄褐色土 !OYR4/2 黄褐色士プロック ($5~10mm) ・黄褐色土粒子 (Imm)少最 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色土 10YR4/l 黄褐色土プロック($10mm)少誠 暗灰色のややねばりのある士主体 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色士 lOYR4/l ややしまりのある暗灰色粘土の土主体焼土粒子($3mm)微批 しまりなし 粘性ややあり
4 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色土プロック ($10~15mm)少且炭化物微最 しまり ・粘性あり

K27 P4 

1 褐灰色土 !OYR4/1 黄褐色士プロック (¢l0mm）少屈焼士粒子 ($5mm)微最 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色土 !OYR4/l しまりのある暗灰色土主体 しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色士 10YR3/ I 灰色土ブロック (¢lomm)含む しまりあり 粘性ややあり

K28 Pl 

1 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色土プロック($20mm)少位 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 10YR4/l 灰色粘質土主体 黄褐色土プロック($10mm)少屈 しまりややあり 粘性あり
3 灰黄褐色土 !OYR4/2 灰色士ブロック($20~30mm)多砒 しまりややあり 粘性あり
4 褐灰色土 !OYR5/l 褐色士粒子($2mm)多最 しまりあり 粘性なし
5 灰黄褐色土 10YR4/2 灰色土プロック($20~30mm) ・粘性のある灰色土多枇 しまりややあり 粘性あり

K28 Pl! 

1 灰黄褐色土 !OYR4/2 暗灰色粘土少拭褐色土粒子 ($2mm)多紐 しまり・粘性ややあり
2 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色の粘質土の屈 しまりややあり 粘性あり
3 褐灰色土 10YR4/l ややしまりのある暗灰色の粘質土主体 焼土粒子($3mm)微泣 しまりなし 粘性ややあり（柱痕）
4 褐灰色士 lOYR4/l 暗灰色の粘質士主体黄褐色土プロック ($10~15mm)少試炭化物微最 しまり ・粘性あり
5 褐灰色土 !OYR4/1 暗灰色の粘質土主体 黄褐色士プロック ($10~15mm)含む しまり ・粘性あり

K28 Pl2 

1 褐灰色士
2 褐灰色士

K28 Pl5 

1 褐灰色土
2 灰色士
3 黒褐色土
4 灰色士

K28 P32 

IOYR4/l 黄褐色土プロック($10mm)少屈焼士粒子($5mm)微拡 しまりあり 粘性なし
IOYR4/1 黄褐色士プロック($IOmm)含む しまりあり 粘性ややあり

IOYR4/l 黄褐色土プロック (¢l0mm)少址褐色土粒子は2rnm)多址 しまりあり 粘性なし
N4/0 暗灰色の粘質士主体黄褐色土プロック(c/>5~7mm)少試褐色土粒子(c/>2mm)含む柱材が一部残る しまりややあり 粘性あり
!OYR3/J 黄褐色士プロック(c/>5mm)少品褐色土粒子(,P2mm)多枇 しまりあり 粘性ややあり
N4/0 暗灰色粘土主体 しまりなし粘性あり

1 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色土（ややしまりのある）主体焼土粒子($3mm) •炭化物・黄褐色土プロック ($7~10mm) 微堡 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 10YR4/l 粘性のある灰色士 ・黄褐色土ブロック斑に含む しまりややあり 粘性なし
3 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色士プロック ($5~20mm)多祉 しまりのある暗灰色土少岱 しまりあり 粘性なし
4 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色士（やや粘性のある）主体 黄褐色土粒子 ($3~5mm)少昴 しまり ・粘性ややあり

K29 Pl 

1 褐灰色士 10YR4/l 黒褐色のしまりのある土主体 しまりあり 粘性ややあり
2 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色士ブロック（が5mm)含む しまりあり 粘性ややあり

K29 P2 

1 灰黄褐色士 10YR4/2 黄褐色士プロック($20~30mm)含む しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 10YR4/l 青灰色士ブロック($lOmm)含む しまり・粘性ややあり
3 褐灰色土 10YR5/l 青灰色粘土主体褐色土粒子($lIDrn)含む しまりややあり 粘性あり

第289図ピット (1)
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K29 P39 

1 黒褐色士 IOYR3/] 褐色土粒子(ct,2mm)含む 焼土粒子 ・炭化物微拭 しまりあり 粘性なし

2 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色土プロック(<I>5~10mm)含む しまりややあり 粘性あり

3 褐灰色士 10YR4/l 下部には粘性のある灰色粘土・上部には黄褐色土プロック(<I>5mm)少最褐色
士粒子は2mm)含む しまりなし 粘性あり

K30 P3 

1 掲灰色士 !OYR4/l しまりのある灰色土主体 黄褐色土粒子(<I>2~7mm)少盤 しまりあり 粘性や
やあり

2 黒褐色土 10YR3/l 粘性のややある灰色土主体 黄褐色土ブロック(<I>10mm)少屎 しまりあり 粘
性ややあり

3 灰黄褐色土 10YR4/2 粘性のある灰色士 ・黄褐色士プロック含む しまりあり 粘性
ややあり

L27 Pl 

1 掲灰色士 10YR5/l 黄褐色土プロック(</>10~20mm) ・褐色上粒子(ct,2mm)含む しまりあり 粘
性なし

2 褐灰色土 IOYR4/l 暗灰色のしまりのある土主体 黄褐色土ブロック(</,15~20mm)少且褐色士粒子
(<I>2mm)含む しまりあり 粘性なし

3 褐灰色土 ］OYR4/l 褐色土粒子(ct,2mm)含む しまりあり 粘性ややあり

L28 Pl 

1 黒色士 5Y2/l 黄褐色土ブロック・炭化物含む

2 暗灰色士 N3/0 黄褐色土プロック少拭 炭化物含む

3 黒色土 lOYRI. 7 /1 炭化物含む

L28 P2 

1 褐灰色士 10YR4/l 黒褐色のしまりのある土主体 黄褐色土プロック(<I>5mm)少最褐色士粒子(ct
,2mm)含む しまりあり 粘性なし

2 黒褐色土 10YR3/l 褐色土粒子(<I>2mm)含む しまりあり 粘性ややあり

L28 Pll 

1 褐灰色土 10YR4/l しまりのある暗灰色上主体褐色土粒子(<I>Imm)含む しまりあり 粘性なし

2 灰黄褐色土 10YR5/2 黄褐色士プロック(<I>10mm)多紐灰色粘士含む しまり ・粘
性ややあり

3 褐灰色土 10YR4/l 灰色粘七主体青灰色粘士少且 しまりなし粘性あり

L28 Pl4 

1 褐灰色土 !OYR4/l しまりのある暗灰色主体褐色土粒子(</,lmrn)含む しまりあり 粘性なし

2 灰黄褐色土 10YR5/2 黄褐色士ブロック(</,10mm) ・灰色粘士多最 しまりややあり
粘性あり

し28Pl5 

1 褐灰色土 10YR4/l しまりのある暗灰色上主体灰色土粒子(<t,2mm)少依炭化物微最 しまりあ
り 粘性ややあり

2 褐灰色土 !OYR4/1 灰色粘士を主体とする屈 しまりなし 粘性あり

3 灰黄褐色土 IOYR5/2 しまりのある灰色士主体 黄褐色士プロック(</,l01run)多拭
しまりあり 粘性なし

L28 P22 

1 褐灰色土 10YR6/l 黄褐色粘土ブロック(<I>2~3mm) ・焼土 ・炭化物少呈

2 灰黄褐色土 10YR6/2 黄褐色粘士プロック(<I>2~3IIlDI）微最

3 褐灰色土 10YR4/l 黄灰色シルトプロック(<I>2~3mo1)微紐 粘性強い （柱痕）

4 黒褐色土 10YR3/l 黄灰色シルトブロック(<I>2~3mm)微最粘性強い （柱痕）

5 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色粘士ブロック(<I>10mm)斑に含む （掘り方）

M27 Pl 

1 褐灰色土 10YR4/l 黄褐色土プロック(ct,l~10mm)多尿 マンガン含む

2 黒褐色上 !OYR3/l 黄褐色士プロック少罷 炭化物含む

3 黒褐色上 IOYR3/l 黄褐色士プロック多舟 炭化物含む

M27 P2・4 

1 黒色土 10YR2/l 地山プロック（い～40mm)多龍 焼土プロック微呈

炭化物含む

2 黒褐色上 2. 5Y3/l 地山ブロック(ct,!~30mm) ・炭化物含む

3 黒褐色土 10YR3/l 地山プロック (¢1~20mm)多茄焼士プロック微祉 炭化物含む

M31 Pl 

1 黒褐色士 10YR3/l 地山プロック(<I>2~5mm)少祉酸化物微量 しまりあり粘性強い

2 褐色士 10YR4/4 白灰色粘土プロック(<I>2~5mm)少量 酸化物多屈しまり ・粘性あり
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M33 P8 M33 pg 
A16.9m A' A 16~ 9m A' 

M34 P4 
Al6.9m A' 

M34 PIO 
A16.9m A' 

M34 P12 M34 P22 
A16.9m A' A16.8m A' 

量 員言冒’`’
M36 Pt 

A16.9m A' ＿ ． A_.!.!.、9m

M49 P1 
A' 

N27 Pl 
A16.9m A' A16.9m 

N28 Pt 
A' 

N28 P2 
A16.9m A' 

口
N29 P, 

A 16,9m A' 

冒 琴 冒
M33 P8 

1 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色土粒子(</,!~2mm)・焼土粒子(</,I~2mm)・炭化
物粒子 (</,I~2mm)少晶

2 黒褐色土 ］OYR2/2 黄褐色土粒子(</,1~2皿） ・黄褐色士プロック(<I>3~5mm) 
少基焼士粒千（</>I~21mn)微試

M33 P9 
1 黒掲色土 ］OYR3/] 黄褐色土ブロック (¢3~15mm)多屈 焼士粒子(</,1~3

llllll） ・炭化物粒子 (</,1~3mm)少凪
2 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色士粒子(</,1~2mm)・黄褐色土プロック(<I>3~ 

5皿）少拭

M34 P4 

1 黒褐色土 !OYR3/l 焼土粒子(</,!~3llllll）・炭化物粒子 (</,I~3mm)少品
2 黒褐色士 IOYR3/] 黄褐色士プロック(<I>5~10mm) 多菌

M34 PIO 

1 黒褐色土 IOYR2/2 黄掲色土粒子(</,!~2lllDl）・黄掲色士プロック(<I>3~10 
IIIIIl) 多品（柱痕）

2 黒褐色士 IOYR3/] 鉄分少址 黄褐色土粒子 (¢1~2rnm)微埜

M34 Pl 2 
1 黒褐色士 !OYR2/2 黄掲色土プロック(<I>3~!Orum)少呈
2 暗黒褐色土 IOYR3/3 黄褐色土プロック（が3~20mm)多拡 黄褐色土粒子(¢

l~2mm) ・炭化物粒子(¢ l~2mm)微址

M34 P22 

1 黒褐色土 10YR3/2 しまりあり 粘性ややあり
2 黒色土 IOYR2/l 炭化物陪 しまりあり 粘性ややあり
3 灰黄褐色士 10¥「R6/2 秤灰色土プロック (</)2~8mrn)多甚 粘性ややあり
4 灰黄褐色土 !OYR4/2 焼土粒子(<I>2~4mm)・青灰色土プロック(<I>2~4mn1)少

屈 しまりあり 粘性ややあり
5 褐灰色土 IOYR5/l 焼士粒子 (</)1~2mm)少品粘性強い
6 黒掲色士 10YR3/l 粘性強い

7 ■ ピット

住居跡や掘立柱建物跡などに伴わない単独の小ピ

ットを本項でまとめて報告する。ピットは、数が多

いためグリッド毎に 1から通し番号を付けて調査を

行った。本書で報告する調査区内からは、総数1,601

基のピッ トを検出した。下田町遺跡は、狭い自然堤

防上に弥生時代から中世まで集落を形成しているた

め、遺構の重複が著しく、調資時において建物跡と

認識することは困難であった。柱材や礎石を伴うピ

ットも数多く検出されていることから、多くの建物

跡の存在が伺われる。各時期にどれだけの建物跡が

存在していたかを復元することは難しい。

言：言口
2m ， 

l •OO 

M36 Pl 
1 掲灰色土 10YR5/1 焼士粒子 ($1~2mm)少枇
2 褐灰色土 ］OYR5/I 黄褐色土ブロック ($2~5mm)少試

M49 Pl 
1 黒掲色士 2. 5Y3/2 暗茶掲色にちかい黒褐色のしまりある土 黄褐色土

プロック ($10~15mm)少批 しまりあり 粘性やや
あり

2 暗灰色土 N3/0 暗青灰色っぽい暗灰色の粘質土 黄褐色土粒子は5~
10mm)斑に含む庖上部には暗茶褐色土堆積 しまりあ
り 粘性ややあり

3 暗灰色土 N3/0 2屈と同じ土青灰色土粒子 (¢2nIm)少屈 しまり
弱い粘性強い

N27 Pl 
1 暗褐色土 ］OYR3/3 焼土ブロック微依 マンガン含む
2 灰色上 5Y4/1 砂粒多贔：
3 黒色土 7. 5Y2/l マンガン多屈 炭化物含む

N28 Pl 

1 黒掲色士 IOYR2/2 地山ブロックは 1~5IIllD） ・マンガン ・炭化物含む
2 黒色土 ］OYRI. 7 /1 地山プロック (¢1~10mm)少足 炭化物多屈
3 黒褐色土 !OYR3/l 地山ブロック(ct,!~10mm)含む 焼土ブロック微且
4 灰黄褐色土 !OYR5/2 砂粒子多堡 炭化物・マンガン含む

N28 P2 
1 黒褐色土 2. 5YR3/2 地山プロック マンガン
2 黒褐色土 2. 5YR3/l 地山ブロック(ct,!~40mm)マンガン
3 黒褐色士 2. 5YR3/l 地山ブロック少最

N29 P4 
1 褐灰色士 IOYR4/1 ローム粒子 (ct,!~5DInl）少盤 しまり・粘性あり
2 黒掲色土 IOYR3/2 ロームブロック (¢1~10mm）多最 しまり・粘性あり

第291図ピット (3)

ピットの時期は、古墳時代後期、平安時代、中世

のものが多く、古墳時代前期の可能性があるピット

も僅かながら検出されている。

調査時に土坑などの別遺構として調査した遺構が、

報告書作成の過程において、形態や規模などからピ

ットヘ変更したものも多くある。各ピットの位置・

規模・出土遺物などについてのデータは第21~31表

に一覧表を掲載しているので、そちらを参照してい

ただきたい。

ピットに関する図面はまとめて第289~305図に掲

載した。遺物が出土したピットなどについては個別
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N31 Pl N31 P1 N31 P, 

A16.1m A' A16.7m A' A 16~ 9m A' 

言言三｀
N32 P26・27 

A16.9m 

P26 P21 

N31 Pl 

N31 P30 

A' A上i.9m

1 褐灰色土 !OYR4/l 焼土微枇炭化物含む

2 暗灰黄色土 2.5Y5/2 炭化物 ・酸化鉄含む

N31 P2 

A' ~ 9m 

N32 PJB-39 

PJB PJ9 

1 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 黄褐色士プロック(<t>l~!Omni)含む 焼
士プロック微

堡炭化物含む

2 黒色土 ］OYR2/l 装褐色土ブロックは 1~10mm)含む 焼土ブロック微猛

3 黒褐色士 IOYR3/2 黄褐色士ブロック(cpl~10mm)含む

N32 P7 

1 黒褐色土 !OYR3/] 黄褐色土プロック・黄掲色土粒子(cpl~5mm) 均等に

多茄 しまり・粘性あり

2 黒褐色士 IOYR3/l 黄掲色士粒子(ct>I~2mm)少菰 炭化物ブロック(ct>5 

mm)微拭 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 !OYR3/l 黄掲色土ブロック少盤 しまり・粘性あり

N32 PS 

1 黒褐色土 !OYR3/ I 黄褐色土粒子(cpl~5mm) ・黄褐色土プロック少拭

しまり ・粘性あり （柱痕）

2 黒褐色土 ］OYR3/ I 黄褐色土プロック多試 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 !OYR2/2 黄褐色土粒子(cpl~5mm)微盤 しまり ・粘性あり

4 黒褐色士 IOYR3/l 黄褐色土粒子 (<t>l~3mm)少堡 しまり．粘性あり

N32 Pl6・ 17 

1 褐灰色土 !OYR4/l 黄褐色土粒子(cpl~3mm)少献 焼土粒子 (¢IDlil1） ・

炭化物粒子 (<t>1mm)微措 しまり ・粘性あり

2 黒褐色士 IOYR3/l 黄褐色士粒子(cpl~51lllll） ・黄褐色土プロック均等に

含む しまり・粘性あり

3 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色土粒子(cpl~5mm) ・黄褐色土プロック多誠し

まり ・粘性あり

4 黄褐色士 IOURS/6 黄褐色士がブロック状に堆積する庖しまり ・粘性あり

N32 PI9・20 

1 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色土プロック集中的に多盤 しまり ・粘性あり

2 黒褐色士 IOYR3/l 黄褐色士粒子(cpl~5mm) 部分的に微景 しまり ・粘

性あり

3 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色上粒子(ct>3~10mm)少拭 しまり ・粘性あり

4 黒褐色土 ］OYR3/2 黄褐色土粒子(ct>3~10mm) 均等に少埜 しまり・粘性

あり

N32 P8 N32 Pl6・17 N32 P1MO 

Al6.9m A 'A  16.9m A 'A  16.9m 

｀冒□□
A' 

N32 P26・27 

1 黒褐色土

2 黒褐色士

3 黒褐色土

N32 P30 

1 黒掲色士

2 黒褐色土

3 黒褐色士

N32 P38・39 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土
4 黒褐色土

5 黒褐色土

N32 P42・44 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色士
4 黒褐色土

5 黒色士

N32 P48・49 

A...!.!_9m 

N32 p42.44 N 3 2 P48 -4 9 

A' A 16.9m A' 

P42P44 ニP48 p49 
2m 
l:60 

IOYR3/2 黄褐色土粒子(¢ I~10mm)均等に少祉 炭化物粒

子(¢3mm)微拭 しまり ・粘性あり （柱痕）

IOYR3/2 黄褐色土粒子（¢ I~10mm) ・黄褐色士プロック

斑に含む しまり ・粘性あり

IOYR3/2 黄褐色土粒子(¢ I~3mm)少品 しまり・粘性あり

10YR3/1 黄褐色士粒子 (~ I~10mm) ・黄褐色士多祉 しま

り・粘性あり （柱痕？）

!OYR2/2 均質な層で混入物はほとんどない しまりあり

粘性強い（柱痕？）

10YR2/2 黄褐色土プロック少量 しまり・粘性あり

10YR3/l 黄褐色土粒子(<t,l~5n皿） ・黄褐色士ブロック均

等に多韮 焼土粒子(<t,l~3mm) ・炭化物粒子(¢

1~31nm)少歴 しまり ・粘性あり

IOYR3/2 黄褐色士粒子 (</,I~5mm) ・黄褐色土プロック少

址 しまり ・粘性あり

IOYR2/2 黄褐色士粒子 (</,I~2mm)微屈しまり ・粘性あり

!OYR3/2 黄褐色土粒子(<t,l~IOmn1) ・黄褐色土ブロック

均等に多罷炭化物粒子 (</,I~3mm) 微枇 し

まり ・粘性あり

IOYR3/2 黄褐色士粒子 (¢l~10mm)少俵 しまり ・粘性

あり

10YR3/2 黄褐色士プロック多品 しまり ・粘性あり

IOYR3/1 黄褐色土粒子(~ 1~5mm)・黄褐色士プロック少試

しまり ・粘性あり

10YR3/2 黄掲色士粒子 (~ 1~5IIlill)少祉 しまり ・粘性あり

!OYR3/2 黄褐色土粒子(~ 1~5mm)・黄褐色土ブロック均等

に多拭 しまり・粘性あり

JOYRl. 7/1 黄褐色土粒子(~ 1~3mm)微試 しまり ・粘性あり

1 黒色土 IOYRI. 7 /1 黄褐色土粒子(<t>l~10mm) 均等に少駄 焼土粒

子(<t>Imm)微試 しまり ・粘性あり

2 黒掲色士 IOYR3/l 黄褐色土粒子(<t>l~10mm) ・黄褐色士ブロック

均等に多屈 しまり ・粘性あり

3 にぶい黄褐色土 IOYR6/4 黄褐色土ブロックを主体 しまりあ
り 粘性強い

第292図ピット (4)

に平面図を掲載したものがある。断面図については、

調査時の計測値などのデータが残っているが、全て

のピットを紙幅の都合上で掲載することができなか

ったので、柱材や柱材の痕跡を確認できたものなど、

特徴があるピットについて掲載している。また、ピ

ットの覆土については、調査を迅速におこなうため

に、単一の層であったものなどは、色調 ・混入物に

よってAからKの11種に大まかに分類したものを使

用した。Kとした灰色土の覆土をもつピットの大半

は、中世の遺構である。それらの記録もあわせて一

覧表に掲載している。
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ピットから出土した遺物は一括して第306図に示し

た。遺物が出土したピットが少ないため、時期を特

定できた遺構は多くなかった。また、遺物が出土し

たものについても、遺構の重複が著しいため、必ず

しもその遺構に伴うものとは限らない。



”[A 
N32 PSS N33 Pl N33 P7 N33 P12 N33 P1 5・16A 16 9m A' A 16.: 9m A' A 16.9m A' A 16.:9.m ... ____:. A-. ' A 16.． 9m A' 

鱈
P16 PIS 

量 誓
N33 PIB N33 P2' N33 P25 N33 PJO N33 P33 A 16.9m A' A 16.9m A，' A 16 9m A.’ A16.9m A' A 16 9m A' 

疇 麟 馴 冒
N33 P37 N33 P38 N33 P39 

A 16 9m A' ． A 16 9m A' ． A 16 9m A' 

疇 冒 II 
N32 P56 
1 褐灰色士 10YR5/l 黄褐色プロック(</>0. 5~10mm)少位 ・酸化鉄粒子($I~ 

2mm)多最・炭化物粒子 ($1~3mm)少盤
2 褐灰色士 !OYR5/l 黄褐色ブロック ($5~10mm) 多拭 ・酸化鉄粒子 ($1~

2mm)多拭
3 褐灰色土 10YR5/l 黄褐色プロック(</>0. 5~10mm)少絋 ・炭化物粒子(¢

1~3mm)少董・酸化鉄粒子($1~2mm)少最

N33 Pl 
1 黒褐色土 IOYR3/! 黄褐色土プロック均等に多拭 しまり ・粘性あり
2 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色土粒子 ($1~5mm) 多埜 焼土粒子($Imm) • 

炭化物粒子(</>Imm)微屈 しまり ・粘性あり

N33 Pl2 
1 黒褐色土 2. 5Y3/! 暗灰色シルト 黄褐色土粒子 ($2mm) ・炭化物微祗

しまりあり 粘性弱い
2 黒褐色士 2. 5Y3/l 1層＋黄褐色士プロック ($20mm)多且

N33 Pl5 • Pl6 
1 黒褐色土 10YR3/! やや粘性のある暗灰色土 暗灰色シルト少塁 しまりあ

り 粘性弱い
2 褐灰色士 10YR4/l 1恩より明るい やや粘性のある褐灰色士黄褐色土ブ

ロック(</>8~15mm)多籠明褐灰色シルト少位 しまり
あり粘性弱い

2'2屈とほぼ同じ 黄褐色土ブロック（が8~15mm)含む粘性なし
※シルトは含まず

3 黄灰色土 2. 5Y4/l 粘性のやや強い暗褐灰色土 黄褐色士粒子 ($8mm)底
部に少批 しまりあり 粘性強い

N33 Pl8 
1 黒褐色士 2. 5Y3/l 黒褐色のしまりある土 黄褐色土粒子（が5mm)少最

しまりあり 粘性なし
2 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色の粘質土 淡緑灰色土粒子(</>1mm)少嚢 しま

りややあり 粘性やや強い （柱痕）
3 1屈と同じ＋黄褐色土粒子（が5nun)斑に含む（堀り方）

N33 P24 
1 褐灰色土 10YR4/1 しまりある暗茶褐色土 黄褐色土プロック(</>10mm)斑

に含む炭化物(0.5cm角）少屈 しまりあり 粘性なし
2 黄灰色士 2. 5Y4/l 暗灰色の粘質士淡緑灰色士粒子 ($1~3mm)多屈 し

まりややあり 粘性強い
N33 P25 
1 暗褐灰色土 IOYR4/2 暗褐灰色のしまりある土主体 黄褐色土ブロック ($10

mm)微最 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 10YR4/l 暗灰色の粘質のある士主体 しまり ・粘性ややあり
3 褐灰色士 10YR4/l 暗灰色の粘士主体 しまりなし 粘性あり
4 黒褐色土 IOYR3/l 黒褐色のしまりある士主体 黄掲色士プロック ($10~

20mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

2m  
160 

N33 P30 
1 黒褐色土 2.5Y3/l しまりある黒褐色士 炭化物粒子 (¢3mm)斑に含む灰

少拭 しまりあり 粘性なし
2 黒褐色士 10YR3/l 黒っぽい暗灰色のしまりある土 炭化物プロック (¢5~8

mm)斑に含む焼土粒子(¢2mm)少祉 しまりあり 粘性
なし

N33 P33 
1 黒褐色土 lOYR3/l 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土褐灰色土少～中伍 炭

化物粒子(</,31rnn)微最 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色土 !OYR4/l 暗褐灰色シルト しまり ・粘性ややあり （柱痕）
3 暗灰色士 N3/0 暗灰色の粘質土 しまりややあり 粘性強い （柱痕）
4 褐灰色土 IOYR4/l 暗褐灰色土のやや粘性のある土 黄褐灰色土粒子(</>5mm) 

少拡 しまりあり 粘性ややあり

N33 P37 
1 黒褐色士 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土ブロック(</>lOmm) 

少菰庖上部に炭少屈炭化物粒子(</,3mm)微凪 し
まりあり 粘性なし

2 褐灰色土 !OYR4/l 暗褐灰色のしまりある土主体 黄褐色士ブロック(<I>5~ 
10mm)少最 しまりあり 粘性弱い

3 黒褐色土 2.5Y3/l 暗灰色粘質土 黄褐色土プロック(<I>5~20mm)多且 黄
褐色土粒子(</>5mm)少最 しまりややあり 粘性弱い

N33 P38 
1 黒褐色士 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 炭化物粒子(</>3mm)微最

しまりあり 粘性なし
2 黒褐色土 2. 5Y3/l 暗灰色粘質士 黄褐色士粒千(</>5mm) ・淡緑灰色士粒子

(<t,2mm)少拭 しまりややあり 粘性あり

N33 P39 
1 黒褐色土 l0YR3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 炭化物粒子(</>3mm)微祉

しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 IOYR4/l 暗褐灰色のしまりある土主体 黄褐色土プロック(</>10~ 

20mm)多菰 しまりあり 粘性なし
3 褐灰色土 lOYR4/l 暗褐灰色のしまりある士主体 黄褐色土ブロック(<I>5~ 

lOmm)少董 しまりあり 粘性弱い

第293図 ピット (5)
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N 3 3 P4 2 ・ 4 3 

A l6.9m A' 

P43 P42 

＂`
 

N33 P61・62 

A 16.9m A' 

N33 P≪ 
A16.9m A' 

N33 P67•70 
A16.9m A' 

P10 P67 

言冑

N33 P49 

A 16.9m A ＇ 

言

N33 P67•70 
B 16.9m B' 
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Al6.9m A' ・- _,  

麟
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`

 
N33 P69 

A l6.9m A' 

三
《

A

＿冒
2m 
I 660  

N33 P42 • 43 
1 褐灰色土 !OYR4/l 

2 灰黄掲色土 !OYR4/2 

3 褐灰色土 IOYR4/l 

4 黒褐色土 !OYR3/l 

5 黒褐色士 10YR3/l 

6 黒掲色士 !OYR3/l 

7 褐灰色土 10YR4/l 

暗褐灰色のしまりある土褐色士粒子 (</,3mm)少昴 しまりあり 粘性なし

茶褐灰色のしまりある土 黄褐灰色土ブロック(,t,5~20nun)多祉灰色士プロック(,t,lOmm)少誠 しまりあり 粘性弱い （柱痕）

暗褐灰色のしまりある土褐色土粒子(,t,3mm)少址焼土・炭化物微最 しまりあり 粘性なし

黒っぽい茶褐色のしまりある土黄掲色土粒子(,t,3mm)少屈 しまりあり 粘性なし （柱痕）

黒っぽい茶褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(,t,3mm)少乱 しまり ・粘性ややあり （柱痕）

黒っぽい暗灰色士で粘性のある土 しまり弱い 粘性強い （柱痕）

しまりある暗灰色土 黄掲色士ブロック (¢1OIIllil）斑に含む しまりあり 粘性ややあり （掘り方）

N33 P44 
1 黒褐色士 10YR3/l 黒っぽい暗灰色士でしまりある土褐色土粒子(ct,5mm)斑に含む 焼土粒子(ct,2m皿）・炭化物粒子(ct,2rnm)少拭 しまりあり

粘性やや

あり（柱痕）

2 褐灰色土 ］OYR4/l 1層よりやや明るい暗灰色土でしまりある土 青褐灰色土ブロック(ct,10mm)少拭 しまりあり 粘性ややあり （柱痕）

3 褐灰色士 10YR4/J 褐灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(ct,5mm)少抵 しまりあり 粘性なし （掘り方）

4 褐灰色士 10YR4/l 褐灰色のしまりある士 しまりあり 粘性なし （掘り方）

N33 P49 

1 黒褐色士 IOYR3/l 暗灰色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし

2 褐灰色士 IOYR4/l 褐灰色のしまりある士主体 黄掲色土プロックはJO~20nun)多禁 しまりあり 粘性なし

N33 P56 

1 暗茶褐灰色土 10YR3/2 暗茶褐灰色の粘性のややある土主体 黄褐色土粒子（が2mm)少拡 しまりあり 粘性ややあり

2 黒色士 10YR2/l 黒灰色のしまりのない土主体黒灰色の灰多盤炭化物 (0.3cm角）斑に含む 青褐灰色土プロック(ct,10mm)少菌粘性なし
しまりあり

（柱痕）

3 黒褐色土 !OYR3/] 暗灰色のやや粘性のある士主体 青褐灰色士ブロック(it,10mm)斑に含む しまり ・粘性ややあり

4 褐灰色土 JOYR4/l 灰色のあまりしまりのないシルト質っぽい土主体 青褐灰色土プロック(ct,10~20mm)多菰 しまり弱い 粘性あり

N33 P61・62 

1 褐灰色土 IOYR4/l 暗灰色のやや粘性のある士主体粘性のある灰色士プロック(</>10~15mm)斑に含む黄褐色士粒子 (¢l~3mm)微最 しまり
あり 粘性

ややあり （柱痕）

2 掲灰色土 ］OYR4/l 暗灰色のしまりある土主体 少し茶色がかった黄褐色土粒子(it,3mm)少～中址 しまりあり 粘性ややあり

3 黒掲色土 10YR3/l 黒褐色のしまりある士主体 黄掲色士粒子(ct,2~5mm)斑に含む 焼土ブロック(<I>5皿1) ・炭化物 (0.5cm角）少星 しまりあ
り 粘性や

やあり

4 黒褐色士 IOYR3/l l屈よりやや明るい感じの色（暗灰色）の粘性のややある土主体 焼土粒子(ct,2mm)少紐 黄褐色上粒子(<I>2mm)微品 しま
り ・粘性やや

あり

N33 P67 • P70 
1 黒褐色土
2 褐灰色士
3 褐灰色士

4 黒色土

10YR3/1 黒褐色のしまりある粘質がかった土灰褐色土粒子 (~3~5mm) 少拭焼土粒子(¢ 2mm)微址 しまりあり 粘性ややあり

IOYR4/l 黄褐色士粒子 (~5~8mm) 斑に含む しまりあり 粘性なし

10YR5/l 暗灰色士プロック(</>10~20mm)多最（これが主体） 褐灰色のやや粘性のある土含む 灰色土斑に含む 粘性あり しまりや
やあり

7.5YR1. 7/1 プロックを混入しない

N33 P69 
1 暗灰色士 10YR4/l 黒っぽい暗灰色のしまりある土主体 黄褐色土ローム粒子(~ 5mm) 下屑部に帯状に少枇 しまりあり 粘性なし

2 暗灰色士 10YR4/l 暗灰色のしまりがあって粘性も少しある土主体 黄掲色土ロームプロック (~5~30mm) 斑に含む しまりあり 粘性弱い

3 暗灰色士 10YR4/l 暗灰色のしまりがあって粘性も少しある士主体 黄褐色士ロームプロック ($10~20mm)多塁 しまりあり 粘性ややあり

N34 Pl l 

1 黒褐色土 JOYR3/2 暗灰色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし

2 黒色土 10YR2/1 黒褐色のやや粘性のある土主体 黄掲色土粒子 ($3mm)少最
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N34 Pl 7~19 
1 黒褐色土
2 灰黄褐色土
3 褐灰色土
4 暗褐色士
5 暗褐色士

N34 P25 

1 黒褐色士
2 黒色士

N34 P26 
1 黒色土
2 黒褐色士
3 黒褐色土

N34 P32・33 
1 暗灰色土
2 暗褐灰色土

IOYR3/2 黒褐色のしまりある士 黄褐色士粒子 (</)2~5mm)斑に含む 炭化物粒子(</>3mm)少猷
!OYR4/2 灰黄褐色のやや粘性のある土 炭化物粒子(</)3mm)少品 焼士粒子(</>3mm)微足 （柱痕）
IOYR4/] 褐灰色の粘性のある土炭化物粒子 (</)2mm)少位 炭化物粒子(</)3mn])微拡
IOYR3/3 暗褐色のしまりある士 黄褐色士プロック(<I>3~5mm)多依 焼土プロック (</)7~10mm) ・炭化物プロック(<1>5mm)微品
IOYR3/3 暗褐色のしまりある士黄褐色士プロック(<I>3~5mm) 多偵焼土ブロック(</>7~10mm)少祉 炭化物ブロック(</>5nun)微品

IOYR3/l 黒褐色にちかい暗灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(<I>2~3mm)斑にふくむ しまりあり 粘性なし
!OYR2/l 黒掲色のしまりある士 青灰色士プロック（が20nl1Il) ・黄褐色土ブロック(<I>5~10mm) 中～多址 しまりあり 粘性ややあり

10YR2/l 黄褐色土粒子 (fl~5mm) ・焼土粒子 (fl~2mm)少試 しまり・粘性あり
10YR3/2 黄褐色士プロック(fl~5mm)均等に含む しまり ・粘性あり
10YR3/2 黄褐色土ブロック多品 しまり ・粘性あり

IOYR4/ I 暗灰色のしまりある土主体 黄褐色土プロック(ct,10mm)多乱 しまりあり 粘性なし
IOYR4/l 暗灰色土粒子 (ct,2~5n皿）少最灰色土粒子(ct,2~5mm)少絨 しまり ・粘性あり

N34 P42 
1 暗オリーブ褐色土 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色のしまりある土黄褐色土粒子(~ 2mm)斑に含む炭化物 (2cm長）微最 しまりあり 粘性なし
2 暗灰色士 2. 5Y3/2 暗灰色の粘質のある土黄褐色土粒子(~ 5mm)少輩 しまりややあり 粘性やや強い
3 灰色士 N3/0 灰色粘質士淡青灰色士粒子 (~2~5mm) 斑に含む しまりなし 粘性強い
4 灰色土 2. 5Y4/l 青灰色土プロック (~5~ 15mm ) 中～多駄灰色のしまりある士少～中伍 しまりあり 粘性なし

N47 Pl~3 

l 黒褐色士 2 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土主体黄褐色士ブロック (~5~15mm) 少～中菌 しまりあり 粘性
ややあり

2 暗青灰色土 5B4/1 青灰色粘質土主体暗灰色粘土少址 しまりなし粘性ややあり
3 黒褐色土 2 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土ブロック($20~50mm)斑に含む
4 暗青灰色士 5B4/1 青灰色粘質士主体 暗灰色粘士少屈 (3層よりやや少なめ） しまりなし 粘性ややあり
5 黒褐色士 2 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある粘質士主体 黄褐色土粒子 (~ I~10mm)斑に含む しまり・粘性ややあり
6 暗灰色土 N3/0 黒っぽい暗灰色粘質土主体 青灰色士粒子(4,2mm)斑に含む しまり ・粘性ややあり

N47 P4・5 
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色士粒子 (¢2mun)少～中屈 しまりあり 粘性弱い
2 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色士プロック (</>3~5mun)多拡 しまりあり 粘性ややあり
3 暗青灰色土 5B3/1 暗青灰色粘質土主体暗青灰色シルト・炭化物粒子 (</>2mm)少品 しまりなし 粘性あり
4 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック (¢5~20mm) 中～多羹焼土ブロック(</>5mm)微紐 しまりあり 粘性ややあり
5 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 暗茶褐色シルト多屈 炭化物ブロック (</>5mm) ・焼土プロック(</>5mm) ・暗茶褐色粘質土少拡 しまりややあり 粘性あり
6 暗青灰色士 5B4/1 暗青灰色粘士主体 暗青灰色シルト少基 しま りなし 粘性あり

N47 P7 

1 暗灰黄土 2. 5Y4/2 黄褐色士プロック（が0.5~30mm)少菰 しまりあり 粘性ややあり
2 暗灰色土 N3/0 暗灰色土粘質土主体 青灰色シルト(</>I~15mm)斑に含む しまり・粘性ややあり
3 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子(</>5mm)斑に含む炭化物プロック(</>5mm)微拭 しまりあり 粘性ややあり

N48 P5 
1 黒掲色士 2. 5Y3/2 暗茶掲色のしまりある士黄褐色士粒子 (¢2mun)微最 しまりあり 粘性なし
2 黒褐色土 2. 5Y3/2 1層より少し明るい茶褐色のしまりある士黄褐色士プロック (</>2~10mm)多星 しまりあり 粘性なし

N48 P6 
1 黒褐色士 7. 5Y3/l 黄褐色士粒子 (</>I~5mun)少量 しまり ・粘性あり
2 黒色士 7. 5Y3/ I 粘質士緑灰色士粒子(</>I~3mun)少星 しまりあり 粘性強い
3 黒色土 7. 5Y2/l 粘質土炭化物粒子(</>I~2血n) 多此緑灰色士粒子 (</>I~2mm)少屈 しまりあり 粘性強い

N48 P7 

1 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 (</>I~2mm)少最 しまり・粘性あり
2 オリープ黒色士 7. 5Y2/2 黄褐色士粒子(</>I~2nun) ・炭化物粒子 (</>I~2mm)微呈 しまり・粘性あり
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028 Pl 

1 灰黄褐色士 10YR4/2 黄灰色粘土ブロック(</>3~5mm) まばら

2 灰黄掲色土 !OYR4/2 黄灰色粘士プロック(</>10mm) 多羹（埋戻し）

3 灰黄褐色土 lOYR4/2 黄灰色粘土ブロック(</>20mm) 多星

4 黒褐色士 !OYR2/2 黄灰色粘土プロック(</>!Olllln)少枇

028 P7 

1 褐灰色土 lOYR4/l 焼土ブロック少屈 マンガン多蔽炭化物含む

2 灰黄褐色土 10YR4/2 地山ブロック多址 炭化物含む

3 黒掲色土 10YR2/2 地山ブロ；；ク多枇 焼土プロック少址

028 PS 

1 黒褐色土 lOYR3/2 地山プロック (</>l~5mm) ・炭化物 ・マンガン含む

2 黒褐色士 10YR3/2 地山ブロック (</>l~30mm) 多拭 炭化物少見

3 黒褐色土 IOYR3/l 地山ブロック (</>l~20mm) 多菌 炭化物少拭

029 P5 

1 黒掲色土 !OYR3/2 黄褐色粘土プロック(</>3~5nun) 多猛

2 灰黄褐色土 lOYR4/2 黄褐色粘土プロック(,t,3~5mm)斑

3 褐灰色士 10YR4/l 黄褐色粘土ブロック (¢8mun）との混士屈

029 PS 

1 褐灰色土 IOYR4/l ローム粒子(,t,l~2nun)少且 しまり ・粘性あり

2 黒褐色士 10YR3/l ローム粒子 (</>l~2mm)微試 しまりあり 粘性強い

029 P 12 

1 褐灰色土 !OYR4/l ローム粒子(<f>l~5mm) ・ロームプロック含む しま

り・粘性あり

2 褐灰色士 IOYR4/l ローム粒子（い～5rnm)少祉 炭化物粒子(,t,l~2IIllll）

微址 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 lOYR3/2 ローム粒子 (</>l~5mm) ・ロームブロック少堡 炭化

物粒子 (</>Imm)微籠 しまりあり 粘性強い

A' 

029 p25 
A 170m A' A17 0m 

029 P16 029 p29 
A' A11.om A' 

冒 冒ニ
2m 
l：鉛

029 P21 

1 灰黄褐色土 IOYR6/2 地山プロック(,t,l~10mm) ・炭化物含む

2 褐灰色土 IOYR6/l 地山ブロック(,t,l~30mm) 多菌

3 掲灰色士 1 DYR5/1 地山ブロック(,t,l~3olllill） ・炭化物 ・マンガン含む

029 P22 

1 黄灰色土
2 褐灰色士

3 黒色土
4 黒褐色土
5 黒色土

029 P25 

2. 5Y5/1 地山プロック(¢ l~10mm)・炭化物 ・マンガン含む

IOYR4/1 地山プロック（い～5mm) ・炭化物含む

2. 5Y2/] 地山プロック少批 炭化物微最

IOYR3/l 地山プロック(~ I~30mm) ・炭化物含む
N2/0 地山プロック少俵粘性強い

l 褐灰色土 IOYR5/l 地山ブロック (¢1~5mm)・炭化物含む マンガン

多菰

2 にぶい黄褐色土 IOYR5/3 

3 灰黄褐色土 IOYR4/2 

4 黒褐色士 2. 5Y3/l 

029 P26 

1 黒褐色土 IOYR3/l 

2 褐灰色士 IOYR4/l 

3 黒褐色士 2. 5Y3/I 

029 P29 

地山プロック (¢l~5mm)少拡炭化物含む

地山プロック (¢l~30mm)少址

地山プロック(ct,!~5mm) 少量粘性強い

地山プロック・焼土ブロック微菌 炭化物含む

地山プロック(<Pl~20mm) 多呈炭化物含む

地山プロック (</,I~5mm)含む

1 灰色士 IOYS/1 地山プロック(~ I~5mm) ・マンガン含む

2 褐灰色士

3 黒色土

IOYRS/1 地山プロック(~ I~20mm) 多最マンガン含む
IOYR2/l 地山プロック(~ I~20mm)少拭

第296図ピット (8)

1は、 M27グリッドのピット1から出土したかわ

らけの皿である。底部には回転糸切り痕が認められ

る。

2は、 032グリッドのピ ット9から出土した用途

不明の鉄製品である。板状の形状を呈し、 全体が残

存していない。

3は、 N33グリッドのピット7から出土した。ほ

ぽ完形の土師器の模倣坪である。

4は、 N33グリッドのピ ット56• 67から出土した

破片が接合したものである。須恵器の坪で、底部に

回転糸切り痕が認められる。胎土には白色針状物質

を含む。

5は、 N34グリッドのピット11から出土した土師

器甕である。

6は、 035グリ ッドのピット27から出土した土師

器の模倣坪である。

7は、 P44グリ ッドのピ ット10から出土した土師

器の模倣坪である。

8は、 P46グリ ッドのピ ット14から出土した吉ヶ

谷式の甕で、底部を欠損している。外面には 5段の

輪積み痕を残している。口縁端部には小口状工具に

よる刻み目が施される。
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031 P3 

1 黒褐色土 7. 5YR3/l 暗茶色がかった焦褐色の粘性のややある士 黄褐色土プロック (¢8mm)少凪 しまりあり 粘性ややあり
2 褐灰色土 !OYR5/l 黄褐色土プロック主体灰色粘質土斑に含む しまり弱い粘性ややあり

032 P5 

1 黒褐色土 !OY3/2 黄褐色土プロック多く含む しまりあり ・粘性強い
2 黒褐色土 IOY3/! 黄褐色土プロック少虻 炭化物(ct>Imm)少猷 しまりあり・粘性あり
3 黒褐色土 IOY3/1 黄褐色土プロック多く含む しまりあり ・粘性あり

032 pg 
1 褐灰色土 IOYR5/! 黄褐色土プロック(ct>5~10mm) 中～多最灰色粘土少位 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色土 IOYR5/1 暗茶褐灰色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし
3 黒褐色土 !OYR3/2 暗黒茶褐色のシルト質土主体 黄褐色士プロック (¢IOnllil）少量 しまり ・粘性あり
4 褐灰色土 IOYR4/l 暗褐灰色シルト質土主体褐灰色土プロック(ct>5~8mm) 多最 しまりあり 粘性ややあり
5 褐灰色士 IOYR4/l 暗灰色粘土 ・暗褐灰色シルト多最 しまり ・粘性あり

032 Pl3 

1 灰貸褐色土 IOYR4/2 褐灰色のしまりある土 しまりあり 粘性なし
2 黒褐色士 IOYR3/l 暗褐灰色のしまりある土 黄褐色土プロック(ct>20mm)底部に少～中嚢 しまりあり 粘性ややあり
2' 黒褐色土 !OYR3/! 暗褐灰色のしまりある土 黄褐色士プロック(ct>20mm) 中～多祗 しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色土 IOYR3/! 暗褐灰色粘質土 しまりあり 粘性やや強い

032 P14 

1 黒褐色土 IOYR3/! 灰色がかった黒褐色のしまりある士黄褐色土プロック(ct>20~30mm)斑に含む しまりあり 粘性なし
2 黒褐色土 IOYR3/1 暗灰色（黒っぼい）の粘質土 しまりややあり 粘性強い
3 集褐色士 IOYR3/1 I屑と同じ土黄褐色土プロック(ct>20~30mm)層中部に少最 しまりあり 粘性ややあり
4 黒褐色士 IOYR3/I 2園と同じ土黄褐色土粒子(ct>5mm)少尿 しまりややあり 粘性強い

032 Pl 7 

1 褐灰色土 IOYR4/l 暗茶褐色のしまりある士暗黄褐色土粒子（が5mm) 中～多函 しまりあり 粘性なし
2 黒褐色士 IOYR3/l 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土プロック(ct>10mm)斑に含む しまりあり 粘性弱い（柱痕）
3 黒褐色土 IOYR3/I 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土 しまりあり 粘性なし （掘り方）

033 P7 

1 褐灰色土 IOYR4/l 暗褐灰色のしまりある土黄褐色土粒子(ct>5mm)少～中量 しまりあり 粘性なし
2 黒褐色土 !OYR3/I 黒っぽい暗灰色で粘性のある土 黄褐色士粒子(ct>2~5mm)少拡 しまり ・粘性ややあり（柱痕）

2m 
l:., 

3 褐灰色土 !OYR4/! 暗褐灰色のしまりある土 黄褐色土プロック(ct>10mm) 中～多嚢焼土粒子(ct>2mm) ・炭化物粒子(ct>2mm)少最 しまりあり 粘性弱い

033 PIS 
1 黒褐色士 IOYR3/2 暗黒茶色のしまりある土主体黄褐色土プロック(ct>10mm) 中～多抵 しまりあり 粘性なし
2 灰黄褐色土 IOYR2/5 暗茶褐色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし

033 P19 

1 黒褐色土 IOYR3/2 暗祟茶色のしまりある土主体黄褐色士プロック(ct>10mm) 中～多批 しまりあり 粘性なし
2 灰黄褐色土 !OYR2/5 暗茶褐色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし

033 P22 
1 黒褐色土 IOYR3/I 焼土粒子(ct>!~2mm) ・炭化物粒子(ct>!~2mm)少最 しまりあり 粘性あり
2 黙褐色土 !OYR3/2 黄褐色土粒子 (¢l~5mm) ・焼土粒子 (¢1~2mm)含む しまりあり 粘性あり
3 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色土粒子(ct>!~3n,m)少量焼士粒子(ct>Imm)微量 しまりあり 粘性あり
4 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色土プロック多紐 しまりあり 粘性強い
5 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色土粒子(ct>!~5mm)多絋 焼土粒子(ct>Imm)微

033 P25 
1 暗褐灰色土 IOYR4/l 暗褐灰色のややシルト質のしまりある士主体 黄掲色ロームプロック（が5mm)少墓 しまりあり 粘性ややあり
2 暗灰色土 N3/l ねばりのある暗灰色粘土主体 淡緑灰色粒子（が2mm)斑に含む しまりなし 粘性あり 柱材一部残る
3 暗黄褐色土 10YR4/3 I層の土主体 向かって右側の方により多く含まれる 黄褐色ロームプロック(ct>10~20mm)少菰 しまりあり 粘性ややあり
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033 P27 

1 暗褐灰色土 IOYR3/l 暗褐灰色のしまりある士主体黄褐色ロームプロック(</>5mm)微品 しまりあり 粘性なし

2 暗灰色士 IOYR4/l 暗灰色のやや粘性のある土主体 青褐灰色ロームブロック(</>5~101nm)中～多屈 炭化物少飛 しまり ・粘性ややあり

033 P30・3! 

1 褐灰色士 lOYR4/l 暗灰色のしまりある士黄褐色士粒子(</>5,ruu)少址陪下部に斑焼土粒子(</>3mm)微最 しまりあり 粘性なし

2 灰黄褐色士 IOYR2/4 暗茶褐色のしまりある土 ・黄褐色土含む しまりあり 粘性なし

2'2陪とほぽ同じ＋黄褐色土プロック(</>10~30mm)多品 しまりあり 粘性ややあり

033 P36 

1 灰黄掲色士 IOYR4/2 
2 褐灰色土 10YR4/l 

033 P37 

1 灰黄掲色士 IOYR4/2 
2 褐灰色土 !OYR4/l 

033 P38 

1 灰黄褐色土 !OYR4/2 
2 褐灰色士 IOYR4/l 

033 P39 

1 黒褐色土 10YR3/l 

2 暗茶褐色士 IOYR3/2 
3 暗茶褐色士 IOYR3/2 
4 暗灰色土 5Y4/1 

暗茶褐色のしまりある土掲色土プロック（ゅ 10mm)多盤 しまりあり 粘性なし

暗褐灰色のしまりある土褐色土粒子（が5Illlll)少枇焼士微最 しまりあり 粘性弱い

暗茶掲灰色のしまりある土黄褐色土粒子（が5mm)少最炭化物粒子($3mm)微伍 しまりあり 粘性なし

暗褐灰色のしまりある土焼土 ($!cmで硬化したもの）多屈炭化物プロック ($10~20Dllll) 中～多最 しまりあり 粘性なし

暗茶褐灰色のしまりある士黄褐色士粒子（が5mm)少且炭化物粒子(¢3mm)微鈷 しまりあり 粘性なし

暗褐灰色のしまりある士 焼士粒子 (¢2~5皿n) ・炭化物プロック(¢5mm)多祉 しまりあり 粘性なし

黒褐色のしまりある土主体 しまりあり 粘性ややあり

暗茶褐色のやや粘性のある士灰少祉焼土粒子(</>3mm)微祉 しまりあり 粘性ややあり （柱痕）

2陪と同じ土主体焼土粒子・黄褐色土ロームプロック (</>3mm)少量 しまりあり 粘性ややあり （掘り方）

暗灰色粘土主体柱材一部残存 しまりなし粘性強い （柱痕）

033 P44 

1 褐灰色士 10YR4/l 暗褐灰色のしまりある土主体褐灰色土ブロック(~ 10mm)斑に含む 酸化鉄少飛 しまりあり 粘性なし

2 黒色土 7. 5YR1. 7/1 黒色の粘質土粘性あり しまりややあり 中央部やや下より柱材出士

033 P48 

1 褐灰色士 10YR4/l 

2 褐灰色土 10YR4/1 

3 灰黄褐色土 10YR4/2 
4 黒褐色士 10YR3/1 

033 P53~55 

1 黒色土 10YR2/l 

2 黒褐色士 10YR3/2 

3 灰黄褐色土 10YR4/2 
4 黒褐色土 l0YR3/2 

5 黒褐色土 10YR3/2 

6 黒褐色土 10YR3/1 

7 褐灰色土 l0YR4/1 

8 謀褐色土 10YR3/2 

9 黒褐色士 10YR3/2 

暗褐灰色の粘性のややある土主体黄褐色土粒子(,t,l~2mm)斑に含む灰色粘土少昼炭化物 (0.5cm角）微品 しまり ・粘性ややあり

（柱痕）
暗灰色の粘土主体黄褐色土粒子(,t,3mm)少量 しまりなし粘性あり （柱痕）

褐灰色のしまりある士主体 黄褐色士プロック(,t,10~20mm) 多祉 しまりあり 粘性なし （掘り方）

暗褐灰色のやや粘性のある土主体黄褐色土粒子(,t,2mm)微堡 しまりあり 粘性ややあり

黒色の粘性のややある士 焼士粒子(,t,5mm) ・炭化物プロック (¢5Illln)少拭

黒褐色の粘性のある土 黄褐色士粒子（が3~5mm) ・炭化物ブロック(,t,7mm)微墓 （柱痕）

灰黄褐色の粘性のある土 炭化物プロック(,t,5mm)含む

黒掲色の粘性のある土 黄褐色上プロック(,t,15mm)少最

黒褐色の粘性のややある土 にぶい黄褐色士粒子(<I>5皿n) ・炭化物 (0.5cm角）含む

黒褐色の粘性のある士褐色士プロック (¢l0mm)少址

褐灰色のしまりのない土 灰黄褐色土ブロック(</>10mm)多此

黒褐色の粘性のややある土主体 褐色の焼士粒子 (<I>3~5mm)斑に含む 灰黄褐色土ブロック(,t,20mm)少禁

黒褐色の粘性のある土灰黄褐色士プロック (0.5cm角）多董

034 Pl 

1 黒褐色土 10YR3/l 焼士粒子(¢ 1~3Dllll） ・黄褐色士粒子(¢ 1~5mm)少祉 しまり ・粘性あり

2 黒褐色士 IOYR3/l 黄掲色士粒子(¢ I~2mm)微品 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土プロック多址 しまり ・粘性あり

034 P24 

1 暗茶褐色士 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある士 黄褐色土ローム粒子 (¢5mm) ・焼土粒子($lmm)微盤 しまりあり 粘性ややあり

2 暗茶掲色土 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある上黄褐色上ローム粒子(¢2~5mm)多最焼土粒子(¢3mm)少最 しまりあり 粘性ややあり

3 灰黄褐色土 10YR5/2 黄褐色土ローム粒子主体黄褐色土ローム粒子 (¢5mm)多足 暗灰色粘質士斑に含む しまりあり 粘性ややあり

034 P26 

1 黒褐色士 10YR3/l 暗灰色に近い黒褐色でしまりがあり粘性もややある土 焼土粒子 (¢5mm)少量 しまりあり 粘性弱い

2 黒褐色土 10YR3/l 1層と同じ色の土で粘性が 1陪よりやや強い土 黄褐色土ブロック(¢ 10mm)含む しまりややあり 粘性あり
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034 P27 
1 黒褐色土 2. 5Y3/l 暗灰色にちかいしまりある黒褐色士灰色士プロックは 10mm)少屈 しまりあり 粘性なし
2 灰オリーブ色土 5Y4/2 黄褐灰色粘質土・暗灰色粘質土少址 しまりあり 粘性ややあり
3 灰オリープ色土 5Y4/2 黄褐灰色粘質土・暗灰色粘質土微龍 しまり・粘性ややあり

035 Pl4 
1 褐灰色士 IOYR4/l 褐灰色の粘性のややある士 酸化鉄多は オリープ黒色土 (10Y3/l)プロック含む
2 黒褐色土 10YR3/l 黒褐色のしまりある士

045 P5 
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子($10mm)斑に含む 炭化物粒子($3mm)微拡 しまりあり 粘性ややあり
2 青黒色土 5B2/1 黒っぽい暗青灰色のしまりある粘質士 青灰色士粒子(<I>5~10mm)斑に含む 炭化物粒子($2mm)微址 しまり・粘性ややあり

046 P5 
1 オリープ黒色士 5Y2/2 黒灰色のしまりある土主体 黄褐色土粒子 ($1~5mm)中～多祉炭化物粒子($3mm)微址 しまりあり 粘性ややあり
2 暗緑灰色土 5G4/l 暗緑灰色粘質士暗灰色粘士斑に含む しまりなし粘性あり

046 P6 
1 黒掲色士 2. 5Y3/l 黒っぽい暗茶褐色の粘質土主体 黄褐色土粒子(<I>2~10mm)多祉炭化物プロック(q,!Omm)微紐 しまりあり 粘性ややあり
2 暗青灰色士 5B4/1 青灰色シルト主体暗灰色粘士多屈 しまりややあり 粘性あり
3 暗緑灰色土 5G4/l 青緑灰色粘質土（多少同色のシルト含む）主体 しまりなし 粘性あり

046 P21 
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色士（地山） （$ 10~20皿）少黛 しまり・粘性あり
2 暗緑灰色土 10G3/l 黒褐色士プロック($10~50n1Dl)少最 しまりあり 粘性ややあり

047 Pll 

1 暗オリープ褐色士 2.5Y3/3 黄褐色士粒子は2~5mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり
2 黒褐色士 2. 5Y3/2 炭化物粒子 ($2mm)斑に含む黄褐色士粒子（が2mm)少最 しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色土 2. 5Y3/l 暗灰色粘質土主体 黄褐色士粒子（が5mm)斑に含む しまり ・粘性あり（柱痕）
4 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック(<I>5~10mm)多散暗灰色粘質士少絋 しまりあり 粘性ややあり（掘り方）

047 Pl4 
1 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 黄褐色士プロック($!Omm)多昼 しまりあり粘性ややあり
2 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 ($3mm)微最 しまりあり 粘性ややあり
3 暗青灰色士 5B3/1 黄褐色士 ・暗灰色粘質士少藷 しまりあり 粘性ややあり（柱痕）
4 暗青灰色土 5B4/1 W灰色シルト多拭黄掲色士少虻暗灰色粘士斑に含む しまりあり 粘性ややあり

047 Pl 7 

1 オリーブ褐色士 2. 5Y4/3 黄褐色士粒子は3mm)微量 しまりあり 粘性ややあり
2 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 黄褐色士プロック ($10~20mm)多最 しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子($5mm)斑に含む炭化物ブロック($5mm)微最 しまりあり 粘性ややあり

046 P19・20 
1 黒褐色土
2 暗灰黄色土
3 暗灰黄色士
4 オリープ掲色士
5 暗灰色土

2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士主体炭化物屁下部に帯状に堆積焼土粒子(</>3mm)微盤 しまりあり 粘性なし
2. 5Y4/2 茶褐色のしまりある土主体黄褐色土粒子(q,3mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり
2. 5Y4/2 暗茶褐色のしまりある土 ・オリープ褐色のシルト多盤 しまりあり 粘性なし
2. 5Y3/3 暗茶褐色士主体 焼土プロック（が5mm)・黄褐色土粒子(¢5rnm)斑に含む炭化物プロック(</>10mm)微址しまり・粘性ややあり（柱痕）
N3/0 暗灰色粘質士主体青灰色シルト斑に含む しまりあり 粘性ややあり（掘り方）
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047 P24 
1 暗灰黄色士

2 暗灰色土

3 暗青灰色士

047 P25 

1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黒色土
4 黄褐色土

言I■II II 8 
048 PIO 

Al6.2m A' 

P34 P1 
A16.3m A' 

2. 5Y3/2 少し暗めの暗茶褐色上 炭化物粒子 ・黄褐色土ロ
ーム粒子(ct,Imm)斑に含む しまりあり 粘性
ややあり

2. 5Y3/2 I屁と同じ士主体 黄掲色士粒子（が2~10mm)少～
中屈 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y4/] 暗灰色でしまりと少し粘性のある土 黄褐色土ロ
ームプロック(</>10~15mm)多最しまりあり粘
性ややあり

2. 5Y4/2 茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子 ($1
llllll)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

N3/0 暗灰色粘質土主体 黄褐色士プロック($IOuuu) 
斑に含む しまりあり 粘性ややあり
(I層より強）

583/1 暗灰色粘士主体 青灰色士粒子($5mm)少屈
炭化物プロック($5mm)微址 しまりややあり
粘性あり

2. 5Y3/I 黄褐色士粒子($1~!Onllll)多誠 しまり・粘性あり
2. 5Y3/! 黄褐色土粒子(¢l~5mm)少献 しまり・粘性あり
2. 5Y2/1 黄褐色士粒子($1~2mm)少批 しまり・粘性あり
2. 5Y5/4 地山土主体 2層土($1~2mm)微拭 しまり・粘性

あり

P35 P1・2・5 

A16.9m 

鱈 冒
048 pg 
1 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 黄褐色士プロック(,t,10~15皿）多最 しまりあ

り 粘性ややあり
2 暗オリーブ褐色土 2. 5¥「3/3 焼土粒子(,t,3mm) ・炭化物粒子(,t,3mm)微凪

しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色士 2. 5Y3/l 黒っぽい暗茶褐色土主体 黄褐色土粒子(,t,2mm) • 

暗脊灰色シルト少屈 しまりややあり 粘性あり

048 P 10 
1 黒褐色土 2. 5¥3/2 炭化物ブロック(,t,5mm)多祉 しまりあり 粘

性ややあり
2 黒褐色土 2. 5¥3/2 焼土粒子（が2mm) ・炭化物粒子(,t,3mm)微此

しまりあり 粘性ややあり
3 暗オリープ褐色士 2. 5¥3/3 黄掲色土粒子 (,t,3mm)少紐附上部に斑 し

まりあり 粘性ややあり

P34 Pl 
1 黒褐色士

2 黒色土

P35 Pl ・2・5 
048 P5 1 黒色土
1 暗オリープ褐色土 2.5Y3/3 黄褐色土プロック ($3~10111111)多最 しまりあり

粘性ややあり
2 黄褐色土 2. 5Y5/3 黄掲色の粘性のややある土主体 しまり ・粘性や 2 黒色士

やあり
3 暗青灰色土 5B4/1 暗青灰色シルト多址 暗青灰色シルト少紐 しま 3 黒色土

り・粘性なし

4 黒色土
048 P7 
1 暗オリーブ褐色土 2.5Y3/3 黄褐色土粒子（が3~5mm)多拡 しまりあり 粘

性ややあり P35 Pl! 
2 オリープ褐色士 2. 5Y4/3 1層よりやや明るめの土＋黄褐色土ブロック($ 1 暗灰色士

20~301llDl)斑に含む しまりあり 粘性ややあり
2 暗灰色土

048 P8 
1 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 黄褐色土ブロック($lOmm)微祉 しまりあり

粘性なし P35 Pl2 
2 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子($2mm)微菰 しまりあり 粘性 1 暗灰色土

ややあり （柱痕）
3 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック（が5~20mm)多最 しまりあ 2 暗灰色士

り 粘性ややあり （掘り方）
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IOYR3/l 黒褐色のしまりある土主体 焼土粒子 ($2~ 
5mm)・炭化物粒子($2~5nn)多最 しまりあり
粘性なし

10YR2/1 黒っぽい灰色のやや粘性のある土主体 黄褐色士
粒子 ($5田m)多址炭化物斑に含む しまりあ
り 粘性ややあり

10YR2/l 黒褐色のしまりある士 青褐灰色士プロック($
10mm) ・焼土粒子 ($1~3mm)斑に含む 炭化物
粒子 ($2mm)微依 しまりあり 粘性なし

10YR2/l 黒褐色の粘質士 暗灰色粘土斑に含む酸化鉄少
址 しまりなし粘性強い

IOYR2/] 黒褐色のしまりある土 青褐灰色土ブロック(¢
10mm) ・焼土粒子 ($1~3mm)斑に含む 炭化物

10YR2/2 黄褐色士プロック混入

N3/0 暗灰色粘土主体 暗灰色シルト少贔 しまりなし
粘性あり

N3/0 暗灰色粘土主体 緑灰色シルト層上部に斑に少屈
しまりなし(1屑よりは少しあり） 粘性あり

N3/0 暗灰色粘質土主体 灰色粘質士粒子(~ 2~10mm) 
斑に含む しまりややあり 粘性あり

N3/0 暗灰色粘質土主体灰色粘質土粒子（が2mm)微拭
しまりややあり 粘性あり

9は、 P46グリッドのピット58から出土した吉ヶ

谷式の甕である。外面には 5段の輪積み痕を残し、

RL縄文が施される。口縁端部には小口状工具によ

る刻み目が施される。胎土には白色針状物質を含ん

でいる。

10は、 P48グリ ッドのピッ ト15から出土した土師

器の有段口縁坪である。完形で、内外面に黒色処理

が施される。

11は、Q44グリッドのピット11から出土した土師

器ミニチュア甕の底都片である。

12は、Q45グリ ッドのピ ット13から出土した鉄製

品である。直径が約 5cmで、下半部を欠損している。

鈴と思われるが、時期は不明である。

13は、Q46グリ ッドのピット101から出土した吉ヶ

谷式の甕で、口縁部を欠損している。輪積み痕の部

分にRL縄文が施されている。胴部は、内外面とも
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P35 P1'・15 

A.J..!.9m A' 

／ 
A~c□□)-A 

P44 PIO 

A_.!!Jm A' 
P44 P22 

A16.3m A 

P44 P2s P45 Ps P45 P36 

＇ A~.4m A' A16.3m A' A16.4m A' 

疇 言冒冒冒
s9768 S9768 

冒 昌
P46 P4 P46 Ps P46 P6 P46 P14 P46 p19.,o P46 P21-22 

Al6.3m A' A16.Jm A' Al6.3m A' Al6.Jm A' A16.Jm A' . , A16.3m A' 

II口言
P19 P20 

4 
P22 P21 

冒
P35 Pl4・ 15 

1 黒褐色土
2 暗灰色土
3 黒褐色士
4 暗灰色士

P44 PIO 

1 灰黄掲色士
2 灰黄褐色土
3 オリーブ黒色土

P44 P22 

1 黄灰色土
2 暗灰色士

P44 P25 

1 オリープ黒色土
2 黒褐色士

P45 P5 

1 黒褐色土
2 黒褐色士

P45 P36 

1 暗褐色土
2 オリープ黒色土

P46 P4 

2. 5Y3/l 黒褐色にちかい暗灰色の粘性のややある土斑に含む 黄掲色土粒子(f2~3mm)少批 しまりあり

N3/0 暗灰色粘質土主体青灰色シルト微足 しまり弱い粘性あり
2. 5Y3/l 黒褐色にちかい暗灰色の粘性のややある士 ・黄褐色士粒子(f2~3mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

N3/0 暗灰色粘質土主体青灰色シルト微址 しまり弼い粘性あり

IOYR4/2 2cm大の炭化物含む 黄褐色土ブロック少祉 士器小片多足 しまり ・粘性あり

IOYR4/2 黄褐色土ブロック多祉 しまり ・粘性あり
7. 5Y3/2 地山士に近い 黄褐色士プロック少贔 しまり ・粘性あり

2. 5Y4/l 暗灰茶色のしまりある土黄褐色士粒子(~3~5mm) 斑に含む 炭化物粒子(~ 2mm)微乱 しまりあり 粘性ややあり
N3/0 暗灰色粘土主体青灰色土粒子(~ 5mm)少址しまりなし 粘性あり

10Y3/] 緑灰色シルトプロック(</>3~20mm) ・鉄分多伍
10YR3/] 緑灰シルトブロック(</>3~20mm) ・鉄分多品 炭化物粒子(</>2~3mm)少星

!OYR2/3 緑灰色粘土ブロック (¢5~10mm)少品 士器片を含む
I OYR2/3 緑灰色粘土ブロック(¢20~30mm)多絋

10YR3/3 黄褐色土粒子(~50mm) を含む 緑灰色粒子 (~ 50mm)少星
7. 5Y3/2 粘性強混入物なし

2m  
＇ I:8) 

1 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色土粒子（が2~5mm)少量 しまりあり 粘性なし

2 黒掲色土 2. 5¥3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士主体 層下半は青灰色に変色している 黄褐色土プロック (¢IOIIllil）少凪炭化物粒子 (~ 3mm)微址

しまりあり粘性ややあり（柱痕）
3 暗オリーブ褐色士 2. 5Y3/3 やや明るめの暗茶褐色土主体 黄褐色土ブロック (~2~10mm) 少最 しまりあり 粘性ややあり （掘り方）

P46 P5 

1 黒褐色士

2 黒掲色土

P46 P6 

1 黄灰色士

2 暗青灰色土

P46 Pl4 

1 黒褐色土
2 暗灰色士

P46 Pl9・20 

1 黒褐色土
2 暗灰色士
3 暗青灰色士
4 灰オリープ色土

P46 P21 • 22 
1 黒褐色士
2 黒褐色土
3 灰オリープ色土

2. 5Y3/! 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色士プロック(<I>5~10mm) ・焼土ブロック(</>5mm) ・炭化物粒子(</>2mm)少呈 しまりあ

り 粘性ややあり
2. 5Y3/l 主体となるのは3庖と同じ土 黄褐色土粒子(<J>l~2mm) 中～多祉 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y4/l やや明るめの茶褐色土でしまりある士 黄褐色士粒子（が2~5mm)多凡 焼土粒子(f2mm) ・炭化物ブロック(f5illn)少堡 しまりあ

り 粘性ややあり
5B4/1 暗灰色粘質の土主体 暗青灰色粘質士少屈 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士 黄褐色土粒子 （が2~3皿）斑に含む しまりあり 粘性ややあり（柱痕）

N3/0 暗灰色粘質土主体 黄褐色士プロック（一部変色しているところがあり青灰色になっている） （$3~5mm)少～中屈

2. 5Y3/2 暗茶褐色しまりある士主体 黄掲色土ブロック(~ 50mm)少祉 しまりあり 粘性ややあり
N3/0 暗灰色粘土主体 青灰色士粒子(~ 2mm)斑に含む しまり ・粘性ややあり（柱痕）
583/1 青灰色粘質土主体 暗青灰色粘質土斑に含む しまり ・粘性ややあり（掘り方）

5Y4/2 オリーブ灰色のしまりある上主体 しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色士プロック(~ 20~50mm)多量 しまりあり 粘性ややあり
2. 5Y3/2 主体となる土は1層と同じ 黄褐色土プロック(~ 10mm)微祉 しまりあり 粘性ややあり

5Y4/2 オリープ灰色のしまりある土主体 しまりあり 粘性なし

第301図ピット (13)
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P47 P11 
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P47 P31 
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2m  
＇ 1• 印

P46 P26 
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶掲色のしまりある土主体 黄褐色土粒子（が3mm)少拭 しまりあり 粘性なし

2 暗オリーブ掲色士 2. 5Y3/3 主体となるのは1庖と同じ土 黄褐色土粒子(</>2~3mm)斑に含む 炭化物が下屈に帯状に少祉 しまりあ
り 粘性ややあり

3 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘質士主体 青灰色士粒子（が2Ill1ll）少訊 しまりややあり 粘性あり

P46 P36 

1 黒褐色士

2 褐灰色土
3 黒褐色土

P47 P6 

1 黒褐色士
2 暗灰色士
3 暗青灰色土

P47 Pl 7 

1 黒褐色土
2 暗灰色土

P47 P19 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

P47 P22 

1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色士

P47 P26 

1 黒褐色土
2 黄褐色土

P47 P28 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

IOYR3/2 黄褐色士粒子(<P10mm)多最

10YR5/l 黒色土粒子 (¢5llllll）少祉 しまり強い

10YR2/2 黄褐色土粒子(<P5mm)少拭 しまり強い

2. 5Y3/2 黄褐色土粒子(</J2~5mm) ・焼土ブロック(</J5mm)微址 しまりあり 粘性なし

N3/0 黄褐色士粒子(</l5mm) ・焼土プロック(</)lOmrn)小最 炭化物（1cm長）微猛 しまりあり 粘性ややあり

5B3/1 暗灰色粘質士主体肯灰色シルト斑に含む しまり・粘性あ り

P47 Pl0・ 11 

1 暗オリーブ褐色士 2. 5Y3/3 暗オリーブ褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(f1~5mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

2 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 暗オリープ褐色のしまりある士主体 黄掲色士粒子(f5mm)少枇 しまりあり 粘性ややあり

3 暗青灰色土 5B4/1 青灰色粘質土 ・暗灰色粘土多拭 しまりなし 粘性あり

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士主体黄灰色士粒子(¢ I~5mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

N3/0 暗灰色粘質土主体黄褐色土プロック(¢20mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色士粒子(¢2mn1)斑に含む しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/1 ]層より黒い暗茶褐色の粒子ある土黄褐色士粒子（が3~10mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色士主体 黄掲色士ローム粒子(</>l~3mm)・炭化物粒子(</>3mm)微位 しまりあり 粘性なし

2. 5Y3/2 l層と同じ土主体黄褐色士ロームプロック(</>10皿）斑に含む しまりあり 粘性ややあり （柱痕）

2. 5Y3/2 1層と同じ土主体 黄褐色土ロームブロック(</>10~30mm)・炭化物粒子・焼士粒子(</>3mm)斑に含むしまりあり 粘性ややあり （
掘り方）

2. 5Y3/1 黄褐色土粒子(~ 1~5mm)・均等に含む しまり ・粘性あり

2. 5Y5/4 地山土主体 1 居土(~ 1~3mm)微絨 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 (</>I~5mm)均等に少盤 しまり・粘性あり

2. 5Y3/l 黄掲色土粒子(</>1~10mm)・緑灰色土（<f>l~10mm)少屈 しまり・粘性あり

P47 P30 

1 黒褐色土 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある土・黒っぽい暗青灰色土多品 黄掲色土粒子（が2mm)少駄層の両端にしまりあり 粘性ややあり

2 暗オリープ灰色士 5GY3/l 暗オリーブ灰色の粘質上主体青灰色シルトプロック(</>5mm)陪部に斑に少拭 炭化物粒子（が2Dl1Il)微埜 しまりなし 粘性あり

（柱痕）

3 オリーブ黒色土 5Y3/2 茶褐色粘質土主体 黄掲色シルト斑に含む しまり ・粘性ややあり

P47 P31 

1 オリープ褐色土 2. 5Y4/3 明るめの暗茶褐色でしまりある土 黄掲色士粒子(<I>2~3mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

2 暗青灰色土 583/1 暗青灰色粘質土主体青灰色シルト少品 しまりなし 粘性あり

第302図ピット (14)
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P47 P33・34 
1 黒褐色士 2. 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(<I>2~3rnrn)斑に含む しまりあり 粘性なし
2 黄灰色土 2. 5Y4/1 暗灰色のしまりある土主体 黄褐色土プロック(<f,10~20皿）多品
3 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(<I>2~3rnrn)斑に含む しまりあり 粘性なし

P48 PZ 
1 暗オリープ褐色土 2.5Y3/3 黄褐色土粒子(q,3rnm)微品 しまりあり 粘性ややあり
2 オリープ褐色土 2. 5Y4/3 黄掲色土ブロック（が20~30mm)多祉 しまりあり粘性ややあり
3 暗灰色士 N3/0 やや青黒みがかった暗灰色粘質士

P48 P9 
1 暗オリープ褐色土 2.5Y3/3 暗茶褐色のしまりある土主体炭化物ブロック(<f,5mm) 多祉 しまりあり 粘性ややあり
2 暗オリーブ掲色士 2. 5Y3/3 焼士粒子 (¢3lDlll） ・炭化物粒子 (¢3Dilll)微星しまりあり 粘性ややあり （柱痕）
3 黒褐色土 2. 5Y3/l 黒っぽい暗茶褐色土主体 黄褐色士粒子（い2llllll）・暗青灰色シルト少量 しまりややあり 粘性あり

P48 PlO・11

｀ 二
P48 Pl5 

Al6.2m 

IO 

044 Pa, 
A 16. 7m 

A' 

A' 

鴫
2m 
160 

1 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色土粒子（が2nWI)斑にふくむ 炭化物ブロック(<I>10~20mm)少呈焼土粒子(<f,3mm)微
址 しまりあり 粘性ややあり

2 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘土主体青灰色土粒子(q,1~3mm)多拡炭化物粒子(<f,1~5mm)含む しまりなし粘性あり
3 暗オリーブ褐色土 2 5Y3/3 暗茶褐色（少し明るめ）のしまりある土主体 黄褐色土粒子 (¢2Illlll）斑に含む しまりあり 粘性ややあり
4 暗青灰色士 583/1 暗青灰色粘質土主体青灰色土ブロック(</>10mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

P48 P15 
1 暗オリーブ褐色土 2. 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある土主体黄褐色土粒子 (¢lrnm)斑に含む しまりあり 粘性なし
2 暗青灰色士 583/1 暗灰色粘質土・青灰色シルト多且 しまりあり粘性ややあり
3 暗宵灰色士 5N3/l 暗灰色粘質士主体青灰色シルト少～中品炭化物ブロック（が5mm)微藉 しまりややあり 粘性あり

Q42 PZ 
1 褐灰色土 IOYR4/1 褐灰色土プロック(<I>5~10mm)少紐 焼土粒子（が2~5mm) ・炭化物粒子(<I>2~5mn1)微最 土器片少堡
2 褐灰色土 l0YR4/1 灰褐色土プロック(<I>2~5Illlll)少星

Q44 PZ 
1 黒褐色士 lOYR3/2 焼士粒子(</>2~5mm)少凪
2 にぶい黄褐色土 10YR6/4 黄掲色土プロック（が2~5mn1)多品

Q44 P3 
1 灰褐色士 10YR6/2 焼士粒子(<I>2~5Illln) ・炭化物粒子(<I>2~5mm)少呈
2 にぶい黄褐色士 IOYR5/3 黄褐色士プロック(q,10~20mm)多址

Q44 P4・5 
1 灰褐色士 IOYR6/2 焼士粒子(</>2~5llllil） ・炭化物粒子（が2~5mm)少呈
2 にぶい黄掲色士 lOYR5/3 黄褐色士ブロック(<f,10~20mm) 多菌
3 にぶい黄褐色土 10YR5/3 黄褐色土ブロック(<f,10~20mm) 多盤

Q44 P8・9 
1 にぶい黄褐色士 IOYR6/4 黄褐色士プロック（が2~5mm) 多抵
2 にぶい黄褐色士 10YR6/4 黄掲色士プロック(<I>2~5mm)多拭
3 にぶい黄褐色士 IOYR6/4 黄褐色土プロック(<I>2~5mm)少拭
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Q44 P61 

1 黒色粘質士

2 黒褐色士

Q45 P5~7・ 12 

］ 褐灰色土

2 褐灰色士

3 黒褐色土

4 褐灰色土

5 黒褐色士

Q45 PS 

1 褐灰色土

2 褐灰色土

Q45 P46~48 

10YR2/ 1 炭化物粒子 (</>l~2mm)微拭

10YR3/l 黄褐色士プロック(<I>3~10mm)多戯

IOYR4/I 焼土粒子(<t,l~2mIn)少址

IOYR4/] 黄掲色士プロック(<t,10~20mm)多紐

IOYR2/2 黄褐色士プロック混入 焼土粒子(<t,l~2mm)

多址
IOYR5/l 焼土粒子(<t,l~2mm)多祉

IOYR2/2 黄褐色土プロック混入

10YR5/l 黄褐色土ブロック (~2~10mm) 少址

10YR4/l 黄褐色土プロック (~2~10mm ) 微拭

1 にぶい黄褐色士 10YR4/3 黄褐色土ブロック(<t,10~20mlll）多拭 土器片

多堡

2 にぶい黄褐色土 10YR6/4 黄褐色士プロック(</,10mm)含む

3 明黄褐色土 10YR6/6 明黄掲色土多猛褐色土少屈

4 黒褐色土 10YR3/2 黒色土少量

5 褐灰色土 10YR4/1 黄褐色土粒子(<t,1~3mm)少拭

6 暗褐色土 !OYR3/4 含有物を含まない

Q45 P89 • 107 
1 暗褐色士
2 暗褐色土

3 躾褐色土

Q45 P96 

1 暗褐色土

2 黒褐色土

Q45 PlO! 

10YR3/4 黄褐色土粒子 (</,2mm)少量

10YR3/4 黄褐色士プロック(</,10~20mm)多最 しまり

あり

10YR3/l 黄褐色土プロック(</,10~20mm) • 焼土粒子(¢
2mm)含む

!OYR3/4 黄褐色土プロック(</,10皿u）少基粘性やや

あり

10YR2/2 黄褐色士ブロック (¢2Ornrn）含む しまり強

し‘

1 褐色士 IOYR4/4 黄褐色士プロック ・焼土粒子 ・炭化物粒子

少最

2 にぶい黄褐色土 ］OYR5/4 黄褐色士プロック (10mm大）多品

0 2m  
I鉛

Q45 Pl09 

1 黒褐色土 IOYR2/2 黄褐色士プロック(<I>20mm)多屋 ・焼土粒子(<I>2 

mm)多贔 しまり強い

2 にぶい褐色士 7. 5YR5/3 焼土粒子(q,5mm)少泣 やや砂っぽく鉄分が変色

している しまり弱い

Q46 P23 

1 褐色土 IOYR4/4 黒色土プロック(~ 10mm)多拭 しまり弱い

2 黒褐色士 IOYR3/I 黄掲色士粒子 ・緑灰色土粒子(</>5mm)含む（柱痕）

3 暗掲色土 JOYR3/3 黄褐色士ブロック(~ 20~30mm)多旦 しまり強い

4 暗掲色土 10YR3/3 黄褐色土ブロック(ct,20mm)・緑灰色士プロック(ct,30 

mm)含む しまり強い

5 灰オリープ土 5Y5/3 黒色土粒子(f1mm)少拭 しまり強い

6 黒掲色土 !OYR3/2 混入物なし しまり強い

Q46 P24 

1 暗褐色士 10YR3/3 黄褐色士粒子(f1~2mm） ・ブロック(f3~5mm)

多址

2 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土粒子(~ 1~2lilJll）少最

Q46 P34 
1 黒褐色士 10YR2/2 黄褐色士粒子(~ 5mm)少絋

2 灰黄褐色土 IOYR5/2 黒色士プロック(,t,20~30mm)含む炭化物粒子(<I>5 

mm)少抵

3 黒褐色土 !OYR2/3 黄掲色士粒子(~ 5mm)少盤粘性ややあり（柱痕）

4 褐色土 10YR4/4 黄褐色土ブロック多最 しまりあり

Q46 P80・88 

1 黒褐色土 IOYR3/2 黄掲色プロック(ct>3~10mm) 多絋炭化物粒子(¢

l~2mm) を微址

2 黒色土 5YR2/l 緑灰色ブロック(ct,3~10lll1ll)多足（地山崩落土）

Q46 PSI 
l 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色土粒子(~ 1~2mm)少且

2 黒褐色土 10YR3/l 緑灰色上粒子 ($1~2mm) ・ブロック（が3~5lllJil)・

炭化物粒子(fI~3mm)少拭

Q46 pgg 
1 明黄褐色土 10YR7/6 黒色土ブロック(¢20~30mm)含む 焼士粒子 (¢2

mm)少屈

2 灰黄褐色士 10YR5/4 I陪土をプロック状（<P10mm)に含む

第304図 ピット (16)
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賃 ［冒冒
Q46 PJOO 
1 暗褐色士
2 褐色土

Q46 P!Ol 
1 暗褐色士
2 暗褐色士

Q46 Pl04 

1 黒色土

R45 P7 
1 暗褐色士
2 褐色土

R45 PS 
1 黒褐色士
2 暗褐色土
3 黒褐色土

R46 P31 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

10YR3/4 黄褐色土粒子($2mm)含む
10YR3/4 黄褐色士粒子（が20~3ODllil)多試

5YR1. 7 /1 炭を主体に黄褐色土プロック(<I>3~5mm)少拭

10YR3/2 黄褐色士プロック(¢ 10~20mm) 多最
10YR3/3 黄褐色土粒子 ($5mm)少紐粘性ややあり
10YR3/l 黄褐色土ブロック($10mm)含む 粘性あり

R46 P29 
1 暗褐色土 !OYR3/4 黄褐色土プロック($15mm)多献 しまりあり
2 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色土粒子（が5mm)含む
3 にぶい黄褐色土 !OYR4/3 黄褐色土粒子 ($5mm)少凪 粘性あり

A上:.4m A' 

IOYR3/4 黄掲色土プロック(</,0. 5mm)少仇 しまり弱い
lOYR4/4 黄褐色士プロック（が0.5mm)少泣 しまり弱い 黒色士粒子（が0.lmm)少依

10YR3/3 しまり有り 焼士粒子 ($0.1mm) 多最 2屈士をプロック状($lmm) に含む
10YR4/4 黒色土ブロック($lmm)少献

10YR2/3 炭化物プロック($lOmm) ・焼土粒子 ($Imm) ・黄褐色土粒子 ($5mm)少紐 粘性ややあり
10YR2/3 黄褐色土粒子（が5mm)少伍粘性あり

2m  
1.a) 

R46 P34 
1 オリーブ黒色土 10Y3/1 鉄分多甚 緑灰色土粒子 (</,1~2mm) ・炭化物粒子(<I>2~3mm)少批
2 黒色粘質土 7. 5¥2/1 炭化物多埜緑灰色士プロック(<I>3~10mm)少星

R47 P6 
1 黒褐色土 2. 5¥3/1 緑灰色土ブロック(<I>3~10mm) 多祉
2 オリープ灰色土 10¥5/2 地山の緑灰色シルトを主体とする （地山崩落土）

第305図ピット (17)

ナデ調整であるが、底部外面には斜方向のハケメも

認められる。

14は、 R45グリッドのピット 8から出土した土師

器の高坪である。口縁部外面と内面に赤彩が施され

る。

15は、 R45グリ ッドのピット 8から出土した土師

器の比企型杯である。口縁部外面と内面に赤彩が施

される。
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第21表 ピット一覧表（1)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遣物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遺物 備考

J-27 l A 44 25 17 K-28 40 A 18 17 12 

J-27 2 A 34 27 26 K-28 41 D 26 20 39 

J-27 3 A 26 25 24 K-28 42 C 18 17 20 

J-27 4 A 52 32 18 K-28 43 A 29 18 37 

J-27 5 D 25 20 6 K-28 44 47 44 23 土師器甕

J-28 l 図 59 58 68 土師器甕 柱痕あり K-28 45 F 35 32 38 須恵器杯（回転ヘラ）

J-28 2 A 50 49 52 土師器甕 K-28 46 F 38 28 26 土師器甕 ロームプロック含む

J-28 3 C 25 18 19 K-28 47 A 16 16 11 土師器甕

J-28 4 C 20 19 14 K-28 48 欠番 K-27G PIOへ変更

J-28 5 D 45 41 20 K-28 49 A 30 26 36 

J-28 6 D 42 35 32 土師器甕 K-28 50 C 24 22 7 

J-28 7 D 20 18 13 K-28 51 16 13 8 

J-28 8 D 28 22 ， 土師器甕 K-28 52 20 16 ， 
J-28 9 D 27 25 19 k-28 53 13 12 ， 
J-28 10 45 [20] 27 K-28 54 23 20 29 

J-28 11 C 32 31 25 K-28 55 29 28 30 

J-29 1 A 28 18 29 K-28 56 61 32 48 

J-29 2 F 53 48 42 K-28 57 C 32 28 17 須恵器高台付塊 上部に灰を薄く含む

J-29 3 図 51 43 41 土師器甕須恵器甕 K-28 58 C 35 30 ， 上部に灰を薄く含む

J-29 4 D 35 34 13 K-28 59 D 22 20 13 土師器坪須恵器甕

J-29 5 C 26 21 17 K-29 1 図 32 26 30 

J~29 6 A 31 21 24 K-29 2 図 31 28 42 須恵器杯（回転ヘラ）

J-29 7 A 33 30 31 土師器甕 K-29 3 A 22 [18] 13 

J-29 8 C 35 26 8 K-29 4 C 29 29 54 

J-29 ， 31 20 33 K-29 5 A 35 31 25 

J-29 10 A 19 16 21 K-29 6 A 31 26 12 

J-29 II A 21 20 5 K-29 7 欠番 K-28G P58へ変更

J-29 12 A 25 19 16 K-29 8 欠番 K-28G P57へ変更

K-27 1 図 73 55 19 K-29 9 A 41 [32] 27 

K-27 2 図 39 32 47 k-29 10 C 68 41 54 須恵器杯

K-27 3 D 32 30 18 士師器甕 K-29 11 D 30 25 45 

K-27 4 図 57 42 31 土師器甕坪 柱穴 K-29 12 A 23 22 28 

K-27 5 A 27 24 8 K-29 13 A 42 25 32 土師器身模倣坪

K-27 6 A 35 27 14 K-29 14 D 40 37 30 土師器甕 焼土粒子少批含む

k-27 7 B 21 18 28 土師器坪北武蔵型杯 K-29 15 D 26 25 13 

K-27 8 A 19 18 5 K-29 16 C 36 35 32 土師器甕

K-27 9 C 26 20 23 K-29 17 C 41 32 17 

K-27 10 A 40 26 42 K-29 18 A 70 43 41 土師器甕

K-28 l 図 68 65 58 上師器甕 須恵器杯 k-29 19 A 33 30 24 土師器甕

K-28 2 A 35 34 22 北武蔵型坪 K-29 20 C 37 25 17 

K-28 3 C 49 44 39 K-29 21 A 21 19 33 

K-28 4 A 26 23 ， K-29 22 A 34 30 ， 
K-28 5 C 23 20 11 K-29 23 A 27 24 33 土師器甕

K-28 6 C 21 20 11 K-29 24 C 32 30 15 

K-28 7 C 25 25 20 土師器杯 K-29 25 A 26 22 14 

K-28 8 C 26 23 38 柱穴？ K-29 26 A 33 30 25 須恵器坪

K-28 9 C 47 36 40 士師器甕杯 K-29 27 C 22 20 14 

K-28 10 欠番 J-28G Pllへ変更 K-29 28 C 20 20 ， 土師器甕
K-28 11 図 58 55 46 土師器甕 柱痕あり K-29 29 D 36 32 39 土師器杯

K-28 12 図 37 32 25 土師器甕 K-29 30 欠番 K-28G P59へ変更

K-28 13 C 32 32 11 暗灰色粘土含む K-29 31 D 20 18 13 土師器甕

K~ 28 14 D 55 28 ， k-29 32 D 47 39 22 

K-28 15 図 52 36 32 土師器甕身模倣杯須恵器甕 柱材造存 K-29 33 B 65 29 41 土師器甕杯

K-28 16 D 21 18 ， K-29 34 B 16 15 13 

K-28 17 D 17 16 8 K-29 35 B 26 22 24 

K-28 18 D 37 32 22 土師器杯 柱痕あり k-29 36 B 21 19 ， 
K~ 28 19 B 30 29 8 K-29 37 C 21 20 11 土師器甕

K-28 20 D 25 21 15 K-29 38 B 25 24 6 

K-28 21 D 55 33 37 土師器甕坪 K-29 39 図 40 33 41 土師器甕 柱穴？

K-28 22 D 35 31 20 士師器甕 K~29 40 A 50 35 17 土師器甕

K-28 23 B 17 14 12 K-29 41 D 55 30 13 土師器売杯

K-28 24 欠番 k-29 42 D 33 29 ， 土師器甕杯
K-28 25 A 18 17 16 K-29 43 D 38 37 8 

K-28 26 欠番 L-28G P29へ変更 K-29 44 B 32 30 10 

K-28 27 C 26 23 32 土師器甕坪 K-29 45 A 30 [23] 10 

K-28 28 A 43 40 30 土師器甕 K-29 46 A 25 22 13 

K-28 29 D 33 30 27 K-29 47 C 28 20 6 土師器杯

K-28 30 C 34 30 26 K-29 48 35 29 16 

K-28 31 D 42 31 20 K-29 49 C 21 20 26 土師器甕須恵器甕

K-28 32 図 50 39 50 K-29 50 A 31 29 18 

K-28 33 F 38 35 32 土師器甕 K-29 51 D 25 22 35 土師器甕杯須恵器甕

K-28 34 D 30 29 11 炭化物粒子含む K-29 52 45 37 34 

K-28 35 A 33 29 25 焼土粒子含む K-29 53 25 19 20 

k-28 36 C 26 23 10 土師器甕 K-29 54 26 25 21 

K-28 37 D 30 21 32 K-29 55 30 23 12 

K-28 38 A 27 26 32 K-30 1 A 38 35 67 

K-28 39 A 22 20 26 K-30 2 C 40 34 44 
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第22表 ピット一覧表 （2)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考 グリyド 番号 埋土 長軸短軸深さ 出土遺物 備考
K-30 3 図 54 (37) 28 土師器身模倣杯 L-27 8 B 30 25 44 土師器甕杯
K-30 4 D 30 22 36 L-27 ， 欠番
K-30 5 C 37 25 36 土師器高均 L-27 10 欠番
K-30 6 A 32 29 47 L-27 11 D 35 32 27 
K-30 7 A 32 28 25 L-27 12 D 32 27 25 
K-30 8 32 31 14 L-27 13 欠番 L-28G P27へ変更
K-30 9 A 34 34 25 L-27 14 B 24 23 16 
K-30 10 D 33 30 35 L-27 15 欠番
K-30 11 35 29 16 L-27 16 欠番
K-30 12 D 25 25 16 L-27 17 欠番
k-30 13 D 25 19 10 L-27 18 欠番
K-30 14 31 29 10 L-27 19 D 26 22 27 
K-30 15 48 46 ， L-27 20 D 29 26 26 
K-30 16 A 47 43 36 土師器甕 L-27 21 27 25 ， 
K-30 17 D 27 25 15 L-27 22 64 63 22 
K-30 18 D 26 23 19 L-28 1 図 65 59 23 須恵器杯砥石
K-30 19 A 35 35 31 L-28 2 図 35 30 33 土師器甕
K-30 20 D 24 [18] 7 L-28 3 A 28 26 8 柱痕あり
K-30 21 D 25 24 19 L-28 4 C 49 34 49 柱穴
K-30 22 B 42 29 32 L-28 5 C 37 34 22 暗灰色粘土含む
K-30 23 B 21 20 15 L-28 6 19 13 17 土師器甕 炭化物粒子含む
K-30 24 B 18 17 27 L-28 7 欠番
K-30 25 欠番 L-28 8 欠番
K-30 26 欠番 L~28 9 D 24 22 16 土師器甕
K-30 27 欠番 L-28 10 F 41 22 31 
K-30 28 B 29 22 16 L-28 11 図 25 24 37 
K-30 29 D 27 26 16 L-28 12 B 25 24 16 
K-30 30 D 39 26 17 L-28 13 B 26 26 31 
K-30 31 17 14 29 L-28 14 図 49 35 53 
K-30 32 23 18 13 L-28 15 図 39 26 36 
K-30 33 15 13 7 L-28 16 D 25 25 22 
K-30 34 44 39 11 L-28 17 欠番
K-30 35 32 26 15 L-28 18 D 22 19 22 
K-30 36 22 17 23 L-28 19 D 58 22 12 
K-30 37 24 [17] 18 L-28 20 D 25 20 14 
K-30 38 36 31 10 L-28 21 D 22 21 12 
K-30 39 26 21 37 L-28 22 図 33 32 52 土師器甕 柱穴
K-31 1 D 21 20 15 L-28 23 C 38 30 12 
K-31 2 A 53 [28] ， L-28 24 B 31 22 22 
k-31 3 C 23 22 17 柱穴 L-28 25 C 28 24 13 
K-31 4 A 36 32 30 柱穴 L-28 26 C 15 13 ， 
K-31 5 A 51 38 8 柱穴 L-28 27 B 20 19 28 
K-31 6 A 26 24 21 L-28 28 25 19 14 
k-31 7 F 20 20 23 L-28 29 A 27 19 18 土師器甕
K-31 8 24 19 12 L-28 30 25 18 12 
K-31 ， 34 29 16 L-28 31 36 25 12 
K-31 10 23 22 43 L-28 32 41 39 28 
K-31 11 22 18 ， L-29 1 B 32 29 25 
K-31 12 17 16 ， L-29 2 21 19 17 
K-32 l A 38 33 36 L-29 3 18 16 ， 
K-32 2 A 38 29 10 L-29 4 18 17 17 
K-32 3 A 35 30 45 L-29 5 20 18 18 
K-32 4 D 41 28 21 L-29 6 25 20 34 
K-32 5 A 36 31 43 L-29 7 36 26 19 
K-32 6 A 29 23 16 L-29 8 30 30 25 
K-32 7 D 41 34 24 L-29 ， 45 23 14 
K-32 8 A 39 31 28 L-29 10 52 39 8 
K-32 9 A 20 19 8 L-29 11 34 23 32 
K-32 10 B 31 29 37 L-29 12 15 14 7 
K-32 11 C 30 28 21 L-29 13 32 18 15 
K-32 12 A 28 21 16 L-29 14 19 16 11 
k-32 13 A 31 26 13 L-29 15 35 23 22 
K-32 14 A 37 26 20 L-29 16 29 22 10 
K-32 15 F 32 25 21 L-30 1 D 44 29 20 
K-32 16 A 26 21 23 L-30 2 F 25 20 28 土師器甕杯
K-32 17 A 25 19 18 L-30 3 D 53 47 5 
K-32 18 23 20 24 L-30 4 D 56 37 47 
K-33 1 A 32 22 10 L-30 5 D 22 21 7 
K-33 2 27 20 20 K-32G Pl6を変更 L-30 6 D 60 25 19 
K-33 3 25 19 28 K-32G Pl 7を変更 L-30 7 B 23 21 11 土師器甕軽石 炭化物粒子多く含む
L-27 1 図 80 56 25 土師器甕 L-30 8 35 27 6 土師器甕須恵器甕
L-27 2 B 80 44 21 L-30 9 D 26 21 23 
L-27 3 C 69 38 16 L-30 10 D 30 26 12 
L-27 4 C 35 35 ， 土師器甕須恵器高坪 L-30 11 B 24 24 23 
L-27 5 C 68 53 22 L-30 12 B 29 24 16 土師器甕
L-27 6 D 31 30 30 土師器甕杯 L-30 13 B 26 24 32 
L-27 7 B 26 26 27 土師器甕杯 L-30 14 D 34 28 8 
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第23表 ピット一覧表 (3)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遣物 備考 グリッド 番号 埋士 長軸 短軸 深さ 出 土 逍物 備考

L-30 15 D 34 25 22 
M-29 2 欠番

L-30 16 40 33 12 土師器甕 M-29 3 A 28 26 13 

L-30 17 27 17 17 M-29 4 A 37 29 4 

L-30 18 28 25 18 M-29 5 A 40 33 4 

L-30 19 21 19 12 M-29 6 A 26 24 8 

L-30 20 21 19 10 M-29 7 A 28 20 7 

L-30 21 36 28 12 M-29 8 A 23 21 4 

L-30 22 42 24 14 M~29 9 A 21 18 19 

L-30 23 29 15 26 M-29 10 A 20 16 8 

L-30 24 31 14 13 M-29 11 58 45 33 

L-30 25 47 [28] 6 M-29 12 46 35 21 

L-30 26 20 19 8 M-29 13 A 28 19 16 

L-30 27 32 21 7 M-29 14 A 25 25 14 

L-30 28 18 12 M-29 15 A 38 23 19 

L-30 29 16 14 5 M-29 16 A 20 16 7 

L-31 l 21 18 11 M-29 17 A 21 20 12 

L-31 2 48 [22] 6 M-29 18 19 17 10 土師器甕

L-31 3 22 19 12 M-29 19 25 22 19 

L-31 4 81 51 23 M-29 20 22 20 ， 
L-31 5 22 22 26 M-29 21 27 14 11 

L-32 l A 22 16 24 土師器甕
M-29 22 22 19 14 

L-32 2 A 18 13 16 土師器甍
M-29 23 14 13 7 

L-32 3 欠番 第3号道路状追構 Plへ変更
M-29 24 22 17 21 

L-32 4 D 24 18 12 
M-29 25 18 17 18 

L~32 5 A 16 12 23 士師器甕 M-29 26 25 23 19 

L-32 6 D 20 19 15 土師器甕
M-29 27 33 29 12 

L-32 7 B 30 25 25 土師器甕
M-29 28 27 24 18 

L-32 8 A 34 26 22 土師器甕
M-29 29 20 18 6 

L-32 9 D 32 27 14 士師器甕
M-29 30 15 15 8 

L-32 10 欠番 第3号道路状追構 P7へ変更
M-30 1 39 37 15 

L-32 11 D 40 36 23 土師器甕
M-30 2 44 35 7 士師器甕 須恵器杯

L-32 12 A 33 30 25 
M-30 3 33 32 19 

L-32 13 欠番第3号道路状遺構 P8へ変更
M-30 4 H 32 32 14 白灰粘士含む

L~32 14 A 18 18 17 
M-30 5 A 23 22 10 白灰粘土含む

L-32 15 B 24 24 14 土師器甕
M-30 6 23 19 13 

L-32 16 F 15 15 13 
M-30 7 20 18 5 

L-32 17 D 26 23 22 土師器甕
M-30 8 37 29 20 

L-32 18 D 26 22 28 
M-30 ， 23 21 25 

L-32 19 19 16 27 M-30 10 26 24 15 

L-33 1 A 70 52 44 土師器甕
M-30 11 26 19 13 

L-33 2 D 33 31 14 土師器甕
M-30 12 45 38 17 

L-33 3 D 23 17 27 
M-30 13 21 20 24 

L-34 1 B 27 [21] 16 
M-30 14 22 20 38 

L-34 2 A 29 [21] ， M-31 l 図 31 27 14 

L-34 3 欠番 SK753へ変更
M-32 1 D 24 20 20 SD748を切る

L-35 1 C 30 28 34 
M-33 l D 37 31 24 土師器甕

L-35 2 C 30 27 15 土師器甕
M-33 2 B 18 16 25 

L-35 3 C 30 26 13 土師器甕
M-33 3 D 35 32 43 須恵器坪

L-35 4 33 29 18 M-33 4 D 55 42 34 土師器甕

M-27 l 図 73 70 32 士師器甕須恵器甕杯 平面図あり M-33 5 D 38 32 34 土師器甕

M-27 2 図 101 56 40 M-33 6 A 31 27 33 

M-27 3 C 54 50 14 
M-33 7 A 21 21 15 

M-27 4 図 73 [54] 35 M-33 8 図 43 40 37 土師器甕須恵器杯

M-27 5 C 27 25 28 
M-33 9 図 57 40 31 土師器甕

M-27 6 C 21 19 4 
M-33 10 欠番 SB53 P6へ変更

M-27 7 C 18 16 6 
M-33 11 欠番 SB53 P2へ変更

M-27 8 C 23 21 13 
M-33 12 D 27 25 18 土師器甕

M-27 9 C 27 18 8 
M-33 13 E 33 32 15 土師器甕

M-27 10 C 20 20 12 
M-33 14 D 36 34 22 

M-27 11 36 26 12 M-33 15 A 34 29 40 土師器甕

M-27 12 41 20 14 M-33 16 E 72 48 8 士師器甕

M-28 1 H 59 56 ， マンガン含む M-33 17 E 41 36 39 土師器甍

M-28 2 D 25 21 10 
M-33 18 A 46 39 44 土師器甕

M-28 3 D 30 26 14 
M-33 19 E 29 29 18 土師器甍

M-28 4 D 25 25 15 M-33 20 E 22 19 10 

M-28 5 D 21 20 18 
M-33 21 A 36 21 36 土師器甕

M-28 6 C 20 19 15 
M-33 22 A 33 28 20 土師器甕

M-28 7 C 70 58 12 土師器甕
M-33 23 35 34 20 

M-28 8 C 35 31 25 
M-33 24 25 22 14 

M-28 9 C 18 18 24 
M-33 25 41 39 27 

M-28 10 C 22 20 18 
M-33 26 33 [20] 18 

M-28 11 C 35 33 12 
M-34 1 欠番 SB53 P5へ変更

M-28 12 C 29 28 51 M-34 2 欠番 SB53 P7へ変更

M-28 13 [40] 23 24 M-34 3 欠番 SB53 pgへ変更

M-28 14 31 29 28 M-34 4 図 33 31 25 土師器甕

M-28 15 30 28 14 M-34 5 A 53 38 3] 赤彩塊鉢

M-29 l 欠番
M-34 6 A 42 38 21 土師器甕
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第24表 ピット一覧表 （4)
ゲリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土辿物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土辿物 備考M-34 7 A 47 33 27 土師器甕 N-29 18 H 31 25 20 
M-34 8 D 28 26 18 土師器甕 N-29 19 H 16 16 ， 
M-34 9 A 31 29 19 N-29 20 B 20 20 11 
M-34 10 図 39 39 34 土師器甕赤彩塊 炭化物粒子含む N-29 21 D (30) 27 3 M-34 11 A 34 33 16 N-29 22 D 52 (40) 4 
M-34 12 図 52 40 34 土師器甕 N-29 23 D 32 30 6 M-34 13 D 29 24 12 N-29 24 D 24 22 15 
M-34 14 A 16 14 21 土師器甕 N-29 25 D 29 23 19 
M-34 15 D 39 31 36 土師器甕 N-29 26 D 欠番
M-34 16 欠番 N-29 27 D 欠番
M-34 17 欠番 N-29 28 D 18 18 10 M-34 18 A 14 13 14 N-29 29 D 18 18 ， 
M-34 19 C 20 18 23 N-29 30 A 21 17 15 
M-34 20 C 18 18 14 N-29 31 A 23 22 12 
M-34 21 D 23 19 16 N-29 32 A 20 20 15 M-34 22 図 58 54 57 SJ359 P2を変更 N-29 33 D 21 20 6 M-35 1 C 49 46 18 土師器甕 N-29 34 D 20 17 ， 
M-35 2 C 36 35 4 土師器甕 N-29 35 D 19 18 16 
M-35 3 F 44 36 10 炭化物粒子微祉に含む N-29 36 D 29 23 20 
M-35 4 36 34 15 N-29 37 D 18 15 15 M-36 1 図 38 34 23 土師器甕 N-29 38 D 21 13 34 M-36 2 A 34 33 13 焼土炭化物粒子微量 N-29 39 D 16 13 12 M-49 1 図 [43] 42 57 土師器甕 N-29 40 D 40 33 13 
N-27 1 図 41 38 87 須恵器甕 N-29 41 D 25 23 16 
N-27 2 A 82 54 16 炭化物含む N-29 42 F 27 26 18 
N-27 3 A 20 18 ， N-29 43 A 22 18 13 N-27 4 26 24 16 N-29 44 23 20 16 N-27 5 27 22 12 N-29 45 27 22 6 N-27 6 22 22 12 N-29 46 37 [25] ， 
N-27 7 18 18 12 N-29 47 37 25 6 N-27 8 26 23 13 N-29 48 17 16 ， 
N-27 ， 26 21 10 N-29 49 20 19 6 N-27 10 32 23 14 N-29 50 39 34 5 N-27 11 31 20 10 N-29 51 27 27 18 
N-27 12 22 21 11 N-29 52 55 18 16 N-27 13 40 29 14 N-29 53 23 22 24 
N~27 14 31 28 20 N-30 1 D 27 25 18 
N-27 15 20 17 8 N-30 2 D 33 28 18 N-28 1 図 71 60 28 須恵器甕杯 N-30 3 A 21 20 21 N-28 2 図 45 40 17 N-30 4 23 21 41 N-28 3 B 35 33 15 N-31 l 図 46 41 26 
N-28 4 B 29 28 15 柱痕あり N-31 2 図 53 51 33 N-28 5 B 22 21 22 炭化物多最に含む N-31 3 A 40 39 42 N-28 6 B 36 31 25 須恵器江 N-31 4 22 16 17 N-28 7 A 24 20 22 N-31 5 21 17 13 
N-28 8 A 22 20 22 N-31 6 A 23 22 16 4次東区Plを変更N-28 9 A 30 29 33 N-31 7 A 24 24 40 4次東区P2を変更N-28 10 A 37 31 8 N-32 1 A 47 39 16 土師器甕N-28 11 A 25 23 6 N-32 2 A 28 18 13 N-28 12 A 25 24 6 N-32 3 D 39 38 29 土師器甕N-28 13 A 20 17 7 N-32 4 C 43 37 54 土師器甕N-28 14 A 28 22 12 N-32 5 D 87 38 ， 
N-28 15 23 18 8 N-32 6 D 19 18 ， 土師器甕N-28 16 40 35 18 N-32 7 図 59 42 41 土師器甕N-28 17 30 29 11 N-32 8 図 57 50 54 N-28 18 24 19 17 N-32 9 D 27 22 18 
N-28 19 21 [16] 8 N-32 10 C 41 34 39 N-28 20 31 30 6 N-32 11 A 55 41 58 土師器甕N-28 21 45 22 24 N-32 12 D 81 72 18 土師器甕N-28 22 20 16 N-32 13 A 38 38 26 
N-29 l 欠番 N-32 14 D 97 94 38 土師器甕N-29 2 59 54 13 N-32 15 A 53 34 43 土師器甕N-29 3 27 24 10 須恵器蓋 N-32 16 図 30 27 16 N-29 4 図 36 26 40 士師器甕 N-32 17 図 31 29 33 士師器甕N-29 5 30 24 11 N-32 18 A 24 21 12 N-29 6 33 21 20 N-32 19 図 49 44 39 N-29 7 D 31 21 14 須恵器杯 N-32 20 図 48 [22] 40 
N-29 8 G 46 34 8 焼土粒子・炭化物含む N-32 21 D 48 [33] 12 
N-29 9 D 34 34 18 N-32 22 A 41 [32] 26 土師器甕N-29 10 D 50 38 11 土師器甕 N-32 23 A 40 25 14 N-29 11 D 34 32 29 士師器杯 N-32 24 A 30 28 13 N-29 12 A 30 25 19 N-32 25 A 25 19 17 N-29 13 A 45 28 24 N-32 26 図 55 35 39 N-29 14 H 33 23 23 N-32 27 図 32 [17] 36 土師器甕N-29 15 H 20 18 16 土師器甕 N-32 28 A 46 42 39 土師器甕N-29 16 H 37 ， 20 N-32 29 33 30 32 
N-29 17 H 25 20 ， N-32 30 図 51 37 56 
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第25表 ピット一覧表（5)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考

N-32 31 E 20 17 12 N-33 51 A 16 16 16 土師器甕

N-32 32 B 21 18 15 N-33 52 A 14 13 22 炭化物極少凪に含む

N-32 33 B 23 19 8 N-33 53 F 25 24 14 土師器甕

N-32 34 D 31 25 11 N-33 54 A 20 18 11 

N-32 35 D 21 20 12 N-33 55 A 22 20 19 焼土炭化物極少菌含む

N-32 36 B 21 21 8 N-33 56 図 42 32 63 須恵器杯

N-32 37 D 29 27 7 N-33 57 図 46 30 28 土師器甕須恵器杯 平面図あり

N-32 38 図 56 44 59 N-33 58 A 37 34 16 土師器甕

N-32 39 図 70 55 51 N-33 59 E 31 29 32 

N-32 40 C 76 44 45 N-33 60 A 40 38 50 土師器甍

N-32 41 D [60] 39 13 P40より新しい N-33 61 図 31 [11] 24 
N-32 42 図 65 41 55 N-33 62 図 33 30 22 

N-32 43 A 49 45 38 土師器甕 N-33 63 A 49 (22) 11 焼土炭化物少巖含む

N-32 44 図 36 31 55 土師器甕 N-33 64 B 33 26 19 SK735より古い

N-32 45 A 31 30 25 N-33 65 E 25 24 31 土師器甕須恵器均

N-32 46 A 45 40 47 土師器甕 N-33 66 A 29 [19] 38 
N-32 47 D 35 24 21 N-33 67 図 48 32 43 須恵器坪 平面図あり

N-32 48 図 80 54 68 土師器甕 N-33 68 34 26 44 

N-32 49 図 36 [26] 22 N-33 69 図 (32) 31 55 
N-32 50 A 38 31 28 N-33 70 図 26 21 27 平面図あり

N-32 51 D 36 27 28 N-34 1 D 26 23 19 須恵器坪

N-32 52 B 32 41 61 土師器甕 N-34 2 A 14 12 ， 土師器甕
N-32 53 欠番 N-34 3 A 21 19 13 土師器甕赤彩椀

N-32 54 A [63] 36 38 土師器甕赤彩塊 N-34 4 A 24 24 34 土師器甕

N-32 55 D 32 27 38 土師器甕須恵器坪 N-34 5 F 47 41 28 土師器甕比企型杯

N-32 56 図 40 31 50 N-34 6 A 26 22 21 

N-32 57 26 17 30 N-34 7 A 47 40 31 須恵器杯
N~ 33 l 図 69 52 42 土師器甕 N-34 8 42 38 15 
N~33 2 A 26 23 15 N-34 ， 46 38 27 土師器甕
N-33 3 A 30 28 19 土師器甍 N-34 10 D 32 24 49 土師器甕

N-33 4 A 22 20 15 須恵器杯 N-34 11 図 29 27 43 須恵器甕 平面図あり

N-33 5 A [21] 17 37 N~ 34 12 F (24) (22) 12 土師器甕
N~ 33 6 A 39 (30) 44 士師器甕 N-34 13 F 40 37 27 土師器甕 SK734より古い炭化物少稔

N-33 7 図 81 68 55 土師器甕坪 平面図あり 柱痕あり N-34 14 A 21 13 10 土師器甕 SJ346より古い炭化物極少位

N-33 8 A 45 39 16 土師器甕 N-34 15 45 43 29 土師器甕 焼土極少晟含む

N-33 9 D 24 21 ， N-34 16 欠番

N-33 JO D 29 22 11 N-34 17 図 17 [10] 12 

N-33 11 34 [24] 19 土師器甕 SJ332より古い N-34 18 図 39 31 42 土師器甕

N-33 12 図 41 39 51 土師器甕須恵器蓋 SJ333より新しい N-34 19 図 [35] 24 21 
N-33 13 C 33 31 24 土師器甕 N-34 20 A 23 21 27 炭化物少最含む

N-33 14 A 64 55 47 N-34 21 D 27 29 19 土師器甕

N-33 15 図 53 40 50 土師器甕 N-34 22 D 16 [15] 58 土師器甕

N-33 16 図 43 30 22 N-34 23 C 17 16 20 
N-33 17 F 31 26 29 土師器甕 炭化物少巌含む N-34 24 A 24 23 19 士師器甕

N-33 18 悦 41 39 53 土師器甕杯須恵器杯 N-34 25 図 48 38 30 
N-33 19 A 23 21 13 N-34 26 図 44 37 27 土師器甍

N-33 20 A 23 21 N-34 27 欠番
N-33 21 A 47 46 32 土師器甕 N-34 28 欠番
N-33 22 A 63 40 43 土師器甕 N-34 29 欠番

N-33 23 A 18 13 6 N-34 30 A 28 [16] ， 
N-33 24 図 36 36 51 土師器甕須恵器坪 N-34 31 C 29 24 30 
N-33 25 図 40 30 69 土師器甕須恵器杯 N-34 32 図 25 23 ， 
N-33 26 A 25 23 14 N-34 33 図 18 17 24 
N-33 27 A 25 24 23 土師器甕 炭化物含む N-34 34 欠番

N-33 28 A 39 36 54 土師器甕 須恵器坪 炭化物含む N-34 35 欠番

N-33 29 A 29 28 24 土師器甕 N-34 36 欠番

N-33 30 図 25 24 29 須恵器甕 N-34 37 欠番
N-33 31 A 18 18 15 士師器甕 N-34 38 A 31 27 10 
N-33 32 D 28 22 13 N-34 39 25 23 5 

N-33 33 図 53 45 59 土師器甕 柱痕あり N-34 40 47 40 35 
N-33 34 D 29 28 6 N-34 41 22 22 16 
N-33 35 D 23 20 10 N-34 42 図 59 58 60 SK752を変更

N-33 36 D 23 21 12 N-34 43 24 19 10 

N-33 37 図 46 33 45 土師器甕須恵器坪 N-34 44 C 33 29 19 

N-33 38 図 21 19 33 N-35 1 20 15 31 須恵器坪（糸切り）

N-33 39 図 38 32 35 土師器甕 N-35 2 C 14 14 13 土師器甍

N-33 40 C 22 21 12 N-35 3 欠番
N-33 41 F 23 19 19 炭化物少抵含む N-35 4 欠番
N-33 42 図 40 38 50 土師器甕須恵器坪 N-35 5 C 24 [17] 5 
N-33 43 図 42 34 60 土師器甕 N-35 6 C 30 25 18 土師器甕

N-33 44 図 48 46 53 土師器甕須恵器坪 N-35 7 C 22 22 11 

N-33 45 A 29 26 29 土師器甕 N-35 8 C 32 30 29 

N-33 46 A 42 40 36 土師器甕 N-35 9 F 31 30 14 土師器甕

N-33 47 C 20 18 12 N-35 10 F 26 26 13 土師器甕 炭化物含む

N-33 48 A 43 40 39 N-35 11 57 40 22 

N-33 49 図 40 35 16 N-35 12 32 28 15 

N-33 50 A 27 23 26 片岩 焼土塊含む N-35 13 37 [27] 12 
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第26表 ピット一覧表（6)

グリッド 番号 埋士 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遣物 備考

N-35 14 51 37 23 0-30 4 42 39 26 
N-35 15 23 18 10 0-30 5 33 21 10 
N-35 16 39 [32] 10 0-30 6 25 17 31 
N-36 l C 22 19 13 0-30 7 91 72 12 
N-36 2 C 21 19 7 0-30 8 87 59 16 
N-36 3 A 32 26 36 緑灰色土プロック含む 0-30 ， 83 58 14 
N-36 4 C 21 17 18 0-30 10 8 7 
N-36 5 A 31 29 46 土師器甕 緑灰色土プロック含む 0-30 11 14 13 12 
N-36 6 C 22 20 26 0-31 1 A 66 33 51 
N-36 7 A 36 26 22 土師器甕 緑灰色土プロック含む 0-31 2 A 22 17 33 
N-36 8 A 43 26 13 土師器甕 緑灰色土プロック含む 0-31 3 図 25 21 28 
N-36 9 A 20 18 15 土師器甕 緑灰色土プロjク含む 0-31 4 46 40 15 
N-47 l 図 (48) 47 26 土師器甕 0-32 1 A 48 44 14 
N-47 2 図 54 [33] 14 土師器甕 0-32 2 A 41 30 32 
N-47 3 図 57 38 27 土師器甕 0-32 3 C 54 53 10 土師器甕
N-47 4 図 36 34 54 土師器甕 0-32 4 C 29 26 14 
N-47 5 図 38 34 51 土師器甕 0-32 5 図 100 46 53 
N-47 6 A 20 19 10 0-32 6 A 58 52 45 士師器甕
N-47 7 図 46 39 27 須恵器甕 0-32 7 C 36 32 17 土師器甕
N-47 8 A 21 20 13 0-32 8 C 45 41 8 
N-47 9 A 30 29 4 土師器甕 0-32 9 図 72 46 53 土師器甕
N-48 1 K 34 30 6 0-32 10 C 33 23 ， 
N-48 2 D 28 27 27 0-32 11 A 67 44 27 
N-48 3 D 19 19 7 焼土極少昼含む 0-32 12 A 41 32 48 
N-48 4 D 23 22 11 0-32 13 図 46 33 56 土師器甕
N-48 5 図 30 29 31 土師器甕 0-32 14 図 56 51 65 
N-48 6 図 34 29 26 土師器甕杯 0-32 15 A 36 29 31 
N-48 7 図 16 14 5 0-32 16 C 25 23 27 0-33G Plを変更平面図あり

N-48 8 33 25 16 0-32 17 図 37 34 42 土師器甕
N-48 ， 31 [18] 17 0-32 18 A 55 38 38 土師器甕
N-49 1 D 43 37 28 土師器甕 炭化物少～中紐含む 0-32 19 F 34 30 47 土師器甕
0-28 l 図 67 50 57 土師器甕 柱痕あり 0-32 20 34 30 27 
0-28 2 B 35 35 36 0-32 21 因 33 24 29 臼玉土師器甕 平面図あり

0~28 3 B 40 37 48 土師器甍 須恵器甕 0-32 22 40 27 27 
0-28 4 52 48 54 土師器甕 柱痕あり 0-32 23 24 22 6 
0-28 5 図 46 44 17 O-32 24 38 38 12 
0-28 6 D 67 41 43 0-33 1 欠番 0-32G P21へ変更
0-28 7 図 37 36 38 土師器甕 0-33 2 D 29 [22] 13 
0-28 8 図 48 38 25 土師器杯 0-33 3 A 44 29 32 土師器甍 須恵器蓋 炭化物少屈焼土極少麓
0-28 ， 57 46 12 0-33 4 A 38 34 29 炭化物片上層に含む

0-28 10 22 19 11 0-33 5 D 46 35 ， 焼土少泣含む

0-28 11 22 19 14 0-33 6 D 37 34 27 
0-29 1 D 41 37 11 須恵器晶台付塊 0-33 7 図 41 34 47 土師器斐
0-29 2 欠番 0-33 8 A 31 31 55 土師器甕
0-29 3 D 40 35 21 0-33 9 C 31 26 35 土師器甕須恵器杯 焼土・炭化物少批含む
0-29 4 D 60 39 35 土師器甕 0-33 10 欠番 SE402へ変更
0-29 5 図 93 58 78 土師器北武蔵型杯 0-33 11 欠番 SE402へ変更
0-29 6 D 42 39 61 柱痕あり 0-33 12 欠番 SE402へ変更
0-29 7 D 29 29 50 土師器甕 柱痕あり 0-33 13 A 21 18 16 土師器甕
0-29 8 因 36 22 35 0-33 14 B 24 13 ， 
0-29 ， 26 25 57 0-33 15 A 38 [30] 25 
0-29 10 41 32 39 0-33 16 A 45 36 47 土師器甕須恵器坪 焼土・炭化物中紐含む
0-29 11 I 23 20 16 0-33 17 A 46 [20] 12 Pl6より新しい
0-29 12 図 53 44 48 0-33 18 図 36 32 27 士師器甕 須恵器杯
0-29 13 D 39 39 26 0-33 19 図 63 53 46 土師器甕
0-29 14 C 37 37 47 0-33 20 C [36] 36 20 土師器甕
0-29 15 C 33 27 37 0-33 21 C 26 21 24 土師器甕 焼土・炭化物少紬含む

0-29 16 D 62 54 21 土師器甕 0-33 22 図 64 49 31 土師器甍須恵器坪
0-29 17 B 38 35 7 炭化材小片含む 0-33 23 A 39 37 41 土師器甕 焼土少菌含む

0-29 18 D 22 20 20 0-33 24 C 31 21 64 
0-29 19 D 22 20 ， 0-33 25 図 32 25 41 
0-29 20 D 22 22 22 0-33 26 A 51 48 33 
0-29 21 図 65 61 18 0-33 27 図 46 37 55 土師器甕
O-29 22 図 96 92 83 0-33 28 D 27 26 42 焼土・炭化物極少埜含む

0~29 23 D 40 39 32 0-33 29 A 45 32 25 土師器甕
0-29 24 D 22 20 15 0-33 30 図 39 36 31 土師器甕
0-29 25 図 81 63 80 土師器甕 0-33 31 図 44 [28] 41 灰釉
0-29 26 図 58 46 51 0-33 32 A 50 49 28 土師器甕 ロームは底部に少量

0-29 27 F 51 38 38 士師器甕 0-33 33 F 48 46 14 炭化物含む

0-29 28 D 30 26 10 0-33 34 A 54 46 4 土師器甕
0-29 29 図 73 72 78 0-33 35 C 19 16 ， 
0-29 30 17 17 7 0-33 36 図 40 26 46 土師器甕壺底部
0-29 31 40 30 28 0-33 37 図 [44] 39 15 土師器甕 比企型杯
0-29 32 20 16 13 0-33 38 図 64 48 25 土師器甕
0-30 1 D 26 18 34 0-33 39 図 32 27 51 土師器甍
0-30 2 D 48 39 33 柱痕あり 0-33 40 A 40 40 16 土師器甕
0-30 3 33 32 25 0-33 41 A 39 35 37 土師器甕
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第27表 ピット一覧表 (7)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土迫物 備考 グリyド 番号 埋士 長軸 短軸 深さ 出土辿物 備考

0-33 42 A 36 33 30 士師器甕 0-35 27 図 71 44 27 土師器甕杯 平面図あり

0-33 43 C 23 23 26 0-35 28 32 19 10 

0-33 44 図 33 31 48 土師器甕 柱材追存 0-36 1 A 21 18 16 灰釉坑 酸化鉄微籠 炭化物少蘭

0-33 45 D 37 30 11 0-36 2 F 25 22 14 里色土プロ汐酸化鉄多昼

0-33 46 A 42 41 26 土師器甍 0-36 3 F 23 20 16 里色上粒子酸化鉄多龍

0-33 47 A 25 22 7 0-36 4 C 20 19 27 酸化鉄少益含む

0-33 48 図 42 41 68 士師器甕 0-36 5 C 41 20 33 

0-33 49 A 35 33 24 土師器甕 0-36 6 C 32 28 31 酸化鉄多最に含む

0-33 50 A 22 20 15 0-36 7 A 29 26 25 緑灰色土プロック少鼠

0-33 51 A 18 16 ， 0-36 8 A 31 28 27 緑灰色土プロック少罷

0~33 52 A 18 16 11 0-36 9 A 32 31 41 土師器甕 緑灰色土プロック少祉

0~33 53 図 27 23 30 土師器甕須恵器杯 0-36 10 C 25 21 22 酸化鉄多益に含む

0-33 54 図 [22] 29 24 土師器甕 0-44 1 F 34 28 4 焼土炭化物少最含む

0-33 55 図 33 29 22 0-44 2 D 40 37 26 

0-33 56 C 23 19 12 O-44 3 D 22 19 10 

0-33 57 欠番 0-44 4 C 23 18 6 炭化物極少益含む

0-33 58 26 22 29 0-44 5 A 23 21 12 炭化物少筵含む

0-33 59 24 23 ， 0-44 6 D 70 43 19 土師器甕 炭化物少砥含む

0-33 60 35 30 24 0-44 7 A 38 33 19 土師器甍 炭化物少巌含む

0-33 61 23 22 41 0-45 1 A 37 37 25 土師器甕

0-34 1 図 33 29 32 土師器甕赤彩碗 0-45 2 A 25 25 19 土師器甕

0-34 2 D 41 [33] 37 土師器甕 0-45 3 B 36 33 10 土師器甕

0-34 3 D 29 [27] 34 0-45 4 A 32 19 27 土師器甕

0-34 4 A 27 25 21 土師器甕 0 ~ 45 5 図 33 33 19 土師器甕

0-34 5 A 35 31 15 土師器甕赤彩塊 0-45 6 A 22 19 11 土師器甕

0-34 6 F 24 20 15 S0764より新炭化物少伍 0-45 7 A 24 18 7 

0-34 7 D 47 38 47 土師器甕 焼土少屈含む 0-45 8 F 20 15 20 焼士極少羹 炭化物少品

0~34 8 A 24 23 30 土師器甕 焼土・炭化物少紐含む 0-45 9 F [17] 17 11 土師器甕 焼士極少屈 炭化物少位

0-34 9 C 36 35 46 土師器甕赤彩塊 0~45 10 A 33 31 19 土師器甕 青灰色土多位 炭化窃極少位

0-34 10 A 30 28 13 土師器甕 0-45 11 A 35 32 19 土師器甕 青灰色粒子中埜含む

0-34 11 欠番 SJ361 P2へ変更 0-46 l F 39 28 20 土師器甕 炭化物少醤含む

0-34 12 A 18 16 16 0-46 2 欠番 SJ407 P4に変更

0-34 13 F 14 13 24 土師器甕 0-46 3 K 33 25 75 土師器甕台付甕 暗仄色土プロック少～中位

0-34 14 F 15 15 8 土師器甕 0-46 4 35 30 10 須恵器坪 ロームプロック多蘭に含む

0-34 15 F 18 16 23 土師器甍 炭化物少巖含む 0-46 5 図 36 31 32 

0-34 16 A 23 19 18 土師器甕 焼土・炭化物少黛含む 0-46 6 図 56 56 74 土師器甕

0-34 17 F 19 18 10 土師器甕 0-46 7 D 42 39 22 土師器甕

0-34 18 A 19 15 7 炭化物少最含む 0-46 8 D 34 29 14 

0-34 19 F 21 14 27 ロームプロック少盤含む 0-46 9 A 39 30 17 

0-34 20 F 21 18 15 SJ360より新しい 0-46 10 A 28 22 7 

0-34 21 F 21 16 64 SJ361より古い 0-46 11 F 29 26 16 土師器甕 焼土枢少薗 炭化物中枇

0-34 22 F 48 38 11 土師器甍 0-46 12 A 24 21 13 

O-34 23 F 16 16 15 炭化物極少批 0-46 13 欠番 SJ409 P4に変更

0-34 24 図 81 58 25 赤彩碗 0-46 14 A 34 33 11 

0-34 25 A 34 31 土師器甕 焼土・炭化物少晟 0-46 15 D 23 17 7 

0-34 26 図 28 31 41 0-46 16 D 12 ， 6 
0-34 27 図 35 33 62 0-46 17 C 33 24 6 

O-34 28 E 26 28 20 0-46 18 A 35 30 10 土師器甕

0-34 29 20 18 34 0-46 19 A 25 21 25 

0-34 30 41 30 14 0-46 20 図 39 32 12 木 平面図あり

0-34 31 61 49 91 0-46 21 図 29 25 41 

0-35 1 F 21 21 16 炭化物少晶含む 0-46 22 D 20 19 12 

0-35 2 F 20 19 27 0-46 23 F 21 18 5 炭化物少～中批含む

0-35 3 F 16 15 36 須恵器杯 ロームプロック極少泣 0-47 1 D 32 24 7 

0-35 4 A 27 25 49 須恵器杯 酸化鉄中最含む 0-47 2 D 22 20 17 片岩

0-35 5 A 20 20 15 須恵器坪 0-47 3 D 20 17 ， 
0-35 6 A 26 22 21 土師器甕 下部にローム塊 0-47 4 D 29 22 14 土師器甕

0-35 7 A 25 25 21 下部にローム塊 0-47 5 E 37 34 ， 土師器甕 ローム・炭化物中盤含む

0-35 8 A 39 29 26 焼土少盤含む 0-47 6 A 38 34 51 土師器甕

0-35 9 C 23 22 14 土師器甕 焼土わずかに含む 0-47 7 D 35 34 54 土師器甕

0-35 10 A 20 16 21 土師器甕 酸化鉄少最含む 0-47 8 D 29 26 17 

0-35 11 F 15 14 15 士師器甕 酸化鉄微祉 炭化物少盈 0-47 9 D 31 21 14 土師器甕

0-35 12 A 23 22 22 土師器甕 酸化鉄多益に含む 0-47 10 D 25 21 8 

0-35 13 A 26 23 15 酸化鉄多最に含む 0-47 11 図 41 37 56 土師器甕須恵器壺

0-35 14 図 41 35 29 0-47 12 D 44 40 28 土師器甕

0-35 15 C 17 16 19 土師器甕高杯 酸化鉄多最に含む 0-47 13 D 33 31 44 

0-35 16 C 19 15 7 0-47 14 図 43 43 46 土師器甕

0-35 17 A 17 13 10 0-47 15 D 33 32 16 

0-35 18 A 22 20 10 土師器甕 酸化鉄中砒含む 0-47 16 B 39 31 22 

0-35 19 C 47 36 7 須恵器甕 焼土・炭化物微品 0-47 17 図 49 34 48 土師器甕 SJ400より新しい

0-35 20 欠番 0-47 18 D 22 18 11 

0-35 21 F 20 16 18 0-47 19 図 48 40 17 土師器甕

0-35 22 C 43 31 53 酸化鉄多鼠に含む 0-47 20 図 56 32 39 土師器甕

0-35 23 C 20 20 ， 酸化鉄多斌に含む 0-47 21 D 30 26 40 土師器甕 SJ400より新しい

0-35 24 F 16 12 30 炭化物極少餓含む 0-47 22 D 37 31 42 土師器甕

0-35 25 C 15 15 32 0-47 23 図 48 38 32 SJ400より新しい

0-35 26 A [37] [31] 40 炭化物少昼含む 0-47 24 図 38 36 47 士師器甕
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第28表 ピット一覧表 (8)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土迫物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出士辿物 備考
0-47 25 図 52 [25] 12 土師器甕 P-44 21 A 24 21 8 土師器甕
0-47 26 D 56 24 8 P-44 22 図 40 34 45 吉ヶ谷甕口縁 土師器甕
0-47 27 A 34 28 23 土師器甕 P-44 23 D 30 23 13 土師器甕 炭化物・焼土少屈含む
0-47 28 A 32 27 14 暗灰色粘土少埜含む P-44 24 A 29 23 20 土師器甕
0-47 29 A 48 38 39 士師器甕 青黒灰色粘土少批 P-44 25 図 61 50 48 SK780を変更
0-47 30 A 29 28 15 暗灰緑色土多品に含む P-45 1 A 37 33 35 土師器甕
0-48 1 D 34 25 22 土師器甕 p~45 2 C 47 45 50 土師器甕
0-48 2 D 22 20 7 P-45 3 A 41 37 18 土師器甕
0-48 3 D 24 23 11 土師器甕 P-45 4 B 36 34 40 士師器甕
0-48 4 J 20 20 11 炭化物少盆 P-45 5 図 40 37 40 土師器甕 SK768よりま爪しVヽ
0-48 5 図 29 23 44 土師器甕 P-45 6 A 22 19 6 土師器甕
0-48 6 D 33 31 29 土師器甕 P-45 7 A 26 24 12 土師器甕
0-48 7 図 27 26 31 土師器甕 P-45 8 D 34 31 8 
0-48 8 図 46 41 38 士師器甕 P-45 9 A 33 30 14 土師器甕模倣均
0-48 9 図 35 32 31 土師器甕 P-45 10 A 32 32 13 土師器甕
0-48 10 図 22 15 28 土師器甕 P-45 11 D 28 22 19 土師器甕
0-48 11 A 28 [14] 28 P-45 12 A 36 18 17 Pl3を切る
P-34 l 図 28 [19] 44 P-45 13 A 30 30 6 
P-34 2 C 24 21 33 P-45 14 A 31 22 5 
P-34 3 C 20 20 32 P-45 15 A 26 22 24 
P-34 4 A 33 31 66 P-45 16 A 35 21 8 土師器甕
P-34 5 C 20 18 48 土師器甕 P-45 17 A 42 37 26 土師器甕
P-35 l 図 30 22 62 須恵器杯 P-45 18 A 31 29 33 土師器甕
P-35 2 図 24 (22) 13 須恵器杯 P-45 19 A 34 28 18 土師器甕
P-35 3 C 21 19 7 士師器甕 P-45 20 A 41 35 14 土師器甕赤彩塊
P-35 4 C 20 17 21 土師器甕 P-45 21 A 45 44 29 土師器甕
P-35 5 図 36 (8) 21 土師器甕模倣杯 P-45 22 A 50 46 37 土師器甍
P-35 6 A 24 22 30 炭化物極少羅含む P-45 23 D 26 22 6 
P-35 7 A 17 16 14 炭化物極少最含む P-45 24 A 34 22 7 
P-35 8 A 14 13 10 土師器甕 焼土炭化物極少此含む P-45 25 A 34 25 13 
P-35 9 C 27 26 23 P-45 26 D 25 24 4 P27を切る
P-35 10 C 28 25 39 土師器甕 ロームプ[)yク少螢含む P-45 27 D 25 (18) 2 
P-35 11 屈 32 30 38 P-45 28 A 62 59 41 土師器甕（櫛描文）
P-35 12 図 29 25 25 P-45 29 欠番 SB54 P3に変更
P-35 13 D 50 31 41 P-45 30 A 39 33 31 土師器甕
P-35 14 図 27 (15) 28 P-45 31 A 31 25 13 土師器甕
P-35 15 図 27 27 31 P-45 32 A 21 19 ， 
P-35 16 C 18 15 29 土師器甕 P-45 33 D 18 18 22 
P-35 17 C 18 18 15 P-45 34 A 28 23 8 
p~ 42 1 A 31 27 ， 焼土極少巌含む P-45 35 A 55 29 21 
P-42 2 A 29 22 28 土師器甕 行灰色土粒子中埜含む P-45 36 図 49 43 43 SK829を変更
P-42 3 26 24 21 P-46 1 D 42 32 32 土師器甕（ハケ） 柱穴
P-43 1 D 42 34 31 土師器甕 P-46 2 A 39 27 24 土師器甍
P-43 2 欠番 P-46 3 A 36 32 18 土師器甕（ハケ）
P-43 3 D 41 33 8 土師器甕 P-46 4 図 52 47 43 土師器甕
P-43 4 A (26) 25 6 P-46 5 図 50 [32] 22 土師器甕
P-43 5 D 29 27 20 土師器甕 P-46 6 図 23 21 35 
P-43 6 A 16 15 7 P-46 7 A 40 36 18 p~ 43 7 D 21 19 15 土師器甕 P-46 8 A 25 25 43 土師器甕 焼土炭化物少籠含む
P-43 8 A 26 25 8 P-46 9 D 33 30 38 土師器甕
P-43 9 D 23 21 22 士師器甕 P-46 10 A 28 26 20 土師器甕
P-43 10 A 19 17 12 P-46 11 A 26 22 38 土師器甕 柱痕あり
P-43 ]] A 20 16 8 P-46 12 A 36 29 ， 土師器甍
P-43 12 A 32 30 19 土師器甕 P-46 13 A 31 22 20 
P-43 13 A 31 24 11 土師器甕 Pl4を切る P-46 14 図 28 27 37 土師器小型甕
P-43 14 D 30 23 13 P-46 15 A (15) (13) 19 
P-43 15 B 25 21 4 P-46 16 A 27 26 29 土師器甕
P-44 1 A 35 30 46 土師器甕 焼土含む P2より古い P-46 17 F 29 25 25 ローム中量焼土少量含む
P-44 2 A 45 (32) 20 土師器甕 炭化物少最含む P-46 18 E 26 26 38 土師器甕 ローム極少最含む
P-44 3 A 25 25 25 土師器甕坪 P-46 19 図 28 26 36 土師器甕
P-44 4 F 62 54 18 P-46 20 図 28 28 12 
P-44 5 D 61 45 14 徽細土器片 土師器甕 P-46 21 図 33 31 24 土師器甕
P-44 6 A 50 40 32 土師器甕 P-46 22 図 26 23 4 
P-44 7 A 29 26 19 土師器甕 P-46 23 A 31 28 19 土師器甕 柱痕あり
P-44 8 A 50 42 34 P-46 24 D 34 26 20 土師器甕
P-44 9 A 45 41 34 P-46 25 A 37 34 22 土師器甕
P-44 10 図 97 52 38 土師器模倣坪 平面図あり P-46 26 図 65 [49] 21 土師器甕
P-44 11 A 45 42 42 P-46 27 C 25 17 ， 土師器甍
P-44 12 A 35 31 24 P-46 28 C 38 36 21 土師器甕
P-44 13 A (31) 26 47 細縄文土師器甕 P-46 29 C 26 25 12 
P-44 14 A 64 59 41 土師器甕 SK769より古い P-46 30 C 37 30 10 SJ411より新しい
P-44 15 A 31 27 31 土師器甕 P-46 31 A 40 38 22 土師器甕
P-44 16 C 57 53 37 士師器甕 SK772より新しい P-46 32 D 32 [24] 17 
P-44 17 A 30 28 7 P-46 33 欠番 SB54 P5へ変更
P-44 18 B 36 27 16 P-46 34 D 30 24 24 
P-44 19 A 34 32 25 士師器甕 P20を切る P-46 35 欠番 SB54 PSへ変更
P-44 20 A (24) 28 19 P-46 36 図 40 [15] 63 土師器甕 SE419より古い
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第29表 ピット一覧表（9)

グリッド 番号 埋士 長軸 短軸 深さ 出土辿物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考

P-46 37 欠番 SB54 P7へ変更 P-48 14 D 32 28 13 

P-46 38 欠番 SB54 P2へ変更 P-48 15 図 45 35 55 須恵器壺（有段口縁） 平而図あり

P-46 39 欠番 SB54 Plへ変更 P-48 16 D 36 34 48 柱穴？

P-46 40 欠番 SB54 P4へ変更 P-48 17 A 44 31 10 

P-46 41 A 32 28 21 土師器甕 Q-41 1 A 40 25 11 

P-46 42 D 36 26 27 Q-42 l A 48 39 12 士師器甕 焼土極少益含む

P-46 43 I [31] 38 18 土師器甕 炭化物粒子少弛含む Q-42 2 図 52 41 40 土師器甕

P-46 44 D 29 27 14 Q-43 1 A 27 24 23 土師器甕 比企型杯

P-46 45 D 38 32 6 Q-43 2 欠番 SJ396 P2へ変更

P-46 46 A 43 39 58 土師器甕模倣杯 Q-43 3 A 54 40 25 土師器甕

P-46 47 A 32 30 23 土師器甕 P46に切られる Q-43 4 D 37 28 41 土師器甕

P-46 48 欠番 SB54 pgへ変更 Q-43 5 D 29 25 20 土師器甕

P-46 49 A 29 24 14 Q-43 6 A 24 21 ， 
P-46 50 A 26 21 18 土師器甕 Q-43 7 A 31 27 29 土師器甕 柱痕あり

P-46 51 A 28 19 15 Q-43 8 D 34 31 30 

P-46 52 欠番 SB54 P6へ変更 Q-43 9 A 27 21 29 柱痕あり

P-46 53 A 46 35 39 土師器甕模倣杯 Q-43 10 A 30 25 25 

P-46 54 A 27 23 ， Q-43 11 A 33 31 30 土師器甕

P-46 55 A 23 [14] 10 土師器甕 Q-43 12 A 33 30 22 土師器甕

P-46 56 D 55 47 36 土師器甕 Q-43 13 A 31 25 14 土師器甕

P-46 57 A 20 18 20 Q-44 1 欠番 SK376へ変更

P-46 58 図 27 21 45 土師器甕(Pl4と類似） 平面図あり Q-44 2 図 44 41 44 土師器甕

P-47 1 D 46 42 33 土師器甍 Q-44 3 図 43 41 35 

P-47 2 D 36 36 26 土師器甕 Q-44 4 図 42 39 17 

P-47 3 D 34 31 17 Q-44 5 図 32 29 21 

P-47 4 D 64 33 40 土師器甕 Q-44 6 G 43 41 15 土師器甕

P-47 5 D 83 70 11 土師器甕 Q-44 7 A 43 40 12 士師器甕

P-47 6 図 56 48 44 土師器甕 Q-44 8 図 [34] 35 57 土師器甕

P-47 7 D 29 22 24 土師器甕 Q-44 9 図 48 44 10 土師器甕

P-47 8 D 28 25 22 土師器甕 Q-44 JO A 37 34 36 

P-47 9 A 26 23 23 Q-44 11 A 35 27 26 ミニチュア土器 土師器甕

P-47 10 図 37 (35) 26 Q-44 12 A 41 41 57 

P-47 11 図 (18) 11 27 Q-44 13 A 50 30 26 焼土少最含む

P-47 12 D 46 43 18 土師器甕 Q-44 14 A 22 21 16 焼土少羅含む

P-47 13 D 19 19 10 土師器甕 Q-44 15 A 24 22 8 焼土少罷含む

P-47 14 D 20 20 ， Q-44 16 D 27 23 57 

P-47 15 D 32 31 7 土師器甕 Q-44 17 A 30 23 ， 
P-47 16 A 33 29 37 土師器甕 炭化物少最焼土微羅 Q-44 18 A 43 39 34 土師器甕

P-47 17 図 20 19 21 Q-44 19 A 47 30 16 

P-47 18 A 22 20 8 Q-44 20 A 24 17 13 

P-47 19 図 28 24 25 士師器甕 Q-44 21 D 32 [19] 17 

P-47 20 欠番 SJ403 Plへ変更 Q-44 22 A 32 30 18 土師器甕

P-47 21 C 21 20 5 Q-44 23 A 27 27 35 土師器甕

P-47 22 図 41 38 28 土師器甕 Q-44 24 D [30] 28 13 

P-47 23 D 35 [28] 23 土師器甕 SJ402より新炭化物少址 Q-44 25 A 47 45 43 土師器甕

P-47 24 A 23 22 ， 土師器甕 Q-44 26 D 28 26 18 

P-47 25 D 29 22 22 土師器甕 SJ402より新しい Q-44 27 A 33 31 19 

P-47 26 図 55 44 10 土師器甕 Q-44 28 D 21 20 13 土師器甕

P-47 27 D 20 18 20 土師器甕 Q-44 29 B 22 19 20 

P-47 28 図 43 36 38 土師器甕 Q-44 30 A 22 21 13 土師器甕

P-47 29 D 21 21 11 暗青灰色土中巌含む Q-44 31 A 37 28 38 土師器甍

P-47 30 図 31 31 52 土師器甕 柱痕あり Q~44 32 A 28 26 43 土師器甕

P-47 31 図 44 39 24 土師器甕 SK795より新しい Q-44 33 A 26 24 39 

P-47 32 D 37 34 25 Q-44 34 A 26 24 16 土師器甕

P-47 33 図 40 [22] 23 士師器甕 Q-44 35 A 31 [22] 19 土師器甕

P-47 34 図 39 30 22 土師器甕比企型杯 Q-44 36 A 28 23 56 

P-47 35 I 34 30 29 Q-44 37 A 28 21 25 土師器甕

P-47 36 A 28 27 10 Q-44 38 A 27 25 21 土師器甕

P-47 37 D 29 28 18 Q-44 39 A 27 22 48 

P-47 38 D 22 19 17 Q-44 40 欠番

P-47 39 D 27 20 8 Q-44 41 A 23 20 12 

P-47 40 A 44 [31] 20 土師器甕 Q-44 42 A 24 21 22 須恵器甕

P-47 41 A 25 24 27 Q-44 43 D 20 20 21 

P-47 42 D 39 29 21 Q-44 44 A [24] 16 [25] 

P-48 1 D 34 24 ， 土師器甕 炭化物中晟含む Q-44 45 A 38 29 27 土師器甕模倣杯

P-48 2 図 46 45 31 土師器甕 Q-44 46 A 24 21 16 礎石？

P-48 3 D 35 33 17 土師器甕 Q-44 47 A 39 29 18 

P-48 4 D 27 19 8 土師器甕 Q-44 48 A 31 29 29 土師器甕

P-48 5 D 44 41 20 Q-44 49 A 26 25 23 SJ397より新しい

P-48 6 A 31 27 20 土師器甕 Q-44 50 A 26 26 20 士師器甕

P-48 7 J 55 48 ， Q-44 51 A 20 19 31 

P-48 8 D 34 32 11 土師器甕 Q-44 52 A 48 47 29 土師器甕

P-48 9 図 36 (34) 51 土師器甕 Q-44 53 H 27 24 11 土師器甕赤彩塊滑石 Q-45G P22を変更

P-48 10 図 52 39 38 土師器甕 Q-44 54 19 17 12 

P-48 11 図 26 25 21 Q-44 55 52 31 11 

P-48 12 C 53 49 20 Q-44 56 40 36 12 

P-48 13 K 35 27 17 Q-44 57 35 20 26 
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第30表 ピット一覧表 (10)

グリッド 播号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土追物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土辿物 備考

Q-44 58 33 24 35 Q-45 73 D 47 6 35 土師器甕 SJ413より新しい
Q-44 59 65 [32] 23 Q-45 74 A 46 32 34 SJ413より新しい
Q-44 60 47 33 14 SK774を変更 Q-45 75 A 29 25 22 SJ413より新しい
Q-44 61 図 47 46 16 SK776を変更 Q-45 76 A 45 42 34 土師器甕 SJ413より新しい
Q-44 62 50 41 18 SK779を変更 Q-45 77 A 26 23 11 カワラケ SJ413より新しい
Q-45 1 A 31 [22] 34 土師器甕 焼土微益に含む Q-45 78 A 29 28 20 SJ413より新しい
Q-45 2 A (33) (31) 33 焼土微飛に含む Q-45 79 欠番
Q-45 3 A 29 [18] 29 焼土微址に含む Q-45 80 A 23 21 27 SJ412より新しい
Q-45 4 A 25 [16] 21 焼土微屈に含む Q-45 81 A 22 21 38 SJ412より新しい
Q-45 5 図 36 29 35 片岩 Q-45 82 A 27 22 16 SJ412より新しい
Q-45 6 図 (31) (25) 38 片岩 Q-45 83 A 35 35 30 片岩
Q-45 7 図 [26] 29 17 土師器甕 Q-45 84 A 29 28 50 
Q-45 8 図 65 55 53 土師器甕 Q-45 85 A 27 25 12 
Q-45 9 H 21 21 27 Q-45 86 A 17 16 20 
Q-45 10 H 40 29 29 カワラケ Q-45 87 A 23 23 15 
Q-45 11 H 26 26 19 カワラケ Q-45 88 A 21 20 15 
Q-45 12 図 20 [13] 8 Q-45 89 図 43 32 47 土師器甕赤彩碗
Q-45 13 F 50 36 21 鉄塊土師器甕 Q-45 90 A 48 45 43 土師器甕 SD816より古い
Q-45 14 A 72 49 31 土師器甕 Q-45 91 F 51 40 38 骨 土師器甕 焼土・炭化物多飯

Q-45 15 A 37 33 26 焼土少批含む Q-45 92 A 29 23 11 
Q-45 16 A 54 36 33 Q-45 93 A 35 33 23 土師器甕
Q-45 17 A 33 20 24 土師器甕 Q-45 94 E 30 29 35 土師器甕 SJ412より新しい
Q-45 18 A 41 40 30 カワラケ SD818より新しい Q-45 95 A 19 18 38 SK810より新しい
Q-45 19 I 29 28 45 Q-45 96 図 23 19 20 
Q-45 20 A 37 32 30 土師器甕 SJ397より新しい Q-45 97 C 35 22 21 土師器甕
Q-45 21 F 48 33 47 士師器甕 Q-45 98 A 46 [20] 65 土師器甕 SE418より古い
Q-45 22 欠番 Q-44G P53へ変更 Q-45 99 19 [9] 63 
Q-45 23 F 18 18 ， 土師器甕 Q-45 100 欠番
Q-45 24 A 27 21 10 土師器杯 Q-45 101 図 66 62 39 SK784を変更
Q-45 25 A [20) 23 13 土師器甕 Q-45 102 欠番
Q-45 26 G 25 23 18 炭化物粒子少屈含む Q-45 103 [33] [30] 47 
Q-45 27 I 25 25 27 土師器甕 Q-45 104 22 21 27 
Q-45 28 I 35 24 33 土師器甕 Q-45 105 56 [50] 44 
Q-45 29 E 40 32 ， 土師器甕 Q-45 106 I 63 58 15 SK807を変更
Q-45 30 A 24 19 14 Q-45 107 図 [62] 62 14 SK792を変更
Q-45 31 A 24 21 35 P32より新しい Q~45 108 68 62 24 SK819を変更
Q-45 32 A 58 54 46 微細土器片多数土師器甕 Q-45 109 図 66 62 65 SK805を変更
Q-45 33 A 26 24 28 土師器甕 P34より新 炭化物粒子少塁 Q-45 110 [33] 30 15 
Q-45 34 A 40 27 16 焼土含む Q-45 111 35 24 28 
Q-45 35 A 48 31 33 Q-45 112 25 [24] 21 
Q-45 36 A 49 32 8 Q-46 1 A 27 [14] 6 
Q-45 37 A 32 27 23 士師器甕 Q-46 2 A 26 25 14 
Q-45 38 A 30 27 23 SD818より古い Q-46 3 A 26 26 26 土師器甕
Q-45 39 A 21 20 20 SD818より古い Q-46 4 A 31 29 31 土師器甕
Q-45 40 A 33 29 32 Q-46 5 A 29 29 37 柱痕あり

Q-45 41 A 28 22 26 Q-46 6 D 26 24 ， 炭化物粒子多批に含む

Q-45 42 A 49 30 13 土師器甕 P40・41混入の可能性 Q-46 7 A 30 26 37 土師器甕
Q-45 43 C 25 22 36 土師器甕 SJ397より新しい Q-46 8 A 25 23 16 土師器甕
Q-45 44 A 29 27 40 土師器甕 SJ397より新しい Q-46 9 D 37 33 27 礎石？ 炭多最に含む

Q-45 45 A 28 26 27 土師器甕 Q-46 10 D 36 36 56 土師器甕
Q-45 46 図 33 30 30 Q-46 11 D 25 23 41 
Q-45 47 図 37 36 70 土師器甕 Q-46 12 D 48 47 30 土師器甕
Q-45 48 図 48 39 32 Q-46 13 A 41 31 21 土師器甕
Q-45 49 A 40 34 22 土師器甕 SD812より新しい Q-46 14 A 31 30 32 土師器甕
Q-45 50 A [50] 64 43 土師器甕 Q-46 15 A 40 32 34 土師器甕
Q-45 51 A 36 34 40 Q-46 16 D 61 49 35 土師器甕 柱痕あり
Q-45 52 A 42 [25] 16 士師器甕 Q-46 17 D 25 24 22 土師器甕
Q-45 53 A 54 29 44 Q-46 18 D 23 22 15 
Q-45 54 A 59 35 43 Q-46 19 A 28 27 24 礎石？ 土師器甕 柱痕あり焼土・炭化物徴塁

Q-45 55 A 35 30 46 土師器甕 Q-46 20 A 28 26 17 
Q-45 56 A 20 [15] 18 Q-46 21 A 27 26 24 
Q-45 57 A 46 40 31 Q-46 22 D 47 36 34 
Q-45 58 A 19 17 16 Q-46 23 図 46 42 43 
Q-45 59 A 29 24 28 Q-46 24 図 23 23 37 
Q-45 60 A 16 15 21 Q-46 25 A 20 [15] 18 焼土炭化物粒子微最

Q-45 61 I 48 32 12 Q-46 26 I 29 28 29 土師器甕 焼土・炭化物粒子微最

Q-45 62 A 28 26 16 SD818より古い Q-46 27 G 20 19 17 炭化物粒子少盤

Q-45 63 D 30 25 11 SD818より古い Q-46 28 A 28 26 43 土師器甕
Q-45 64 A 39 32 23 土師器甕 SJ412の周溝を切る Q-46 29 D 37 30 39 土師器甕
Q-45 65 D 19 17 ， Q-46 30 D 27 22 18 石
Q-45 66 D 35 30 22 Q-46 31 A 37 32 17 石
Q-45 67 D 33 24 15 Q-46 32 欠番 SB54 PlOに変更
Q-45 68 F 26 20 21 Q-46 33 D 68 46 35 S854 PIOに切られる
Q-45 69 A 23 22 19 Q-46 34 図 43 36 44 土師器甕
Q-45 70 F 25 24 45 Q-46 35 D 50 40 49 土師器甕 P36に切られる
Q-45 71 A 32 24 26 土師器甕 Q-46 36 D 27 [20] 26 土師器甕
Q-45 72 D 23 22 13 Q-46 37 A 32 31 31 土師器甕
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第31表 ピット一覧表 (11)

グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遺物 備考 グリッド 番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遺物 備考

Q-46 38 A 39 35 21 Q-47 4 A 30 22 13 土師器甕

Q-46 39 A 48 39 51 土師器甕 Q-47 5 A 31 21 8 
Q-46 40 D 40 32 29 土師器甕 Q-47 6 A 26 20 12 土師器甕
Q-46 41 A 52 30 42 土師器甕 Q-47 7 A 38 35 29 SJ406 P4を変更 様灰色1口7ク多

Q-46 42 D 32 29 23 常滑甕 Q-47 8 G 38 21 10 SJ406 P5を変更

Q-46 43 A 46 41 47 Q-47 9 A 29 24 10 
Q-46 44 D 41 32 40 土師器甕 Pl8より古い Q-47 10 A 31 28 35 
Q-46 45 A 29 25 48 土師器甕 Q-47 11 D 35 21 ,ra月• 

Q-46 46 D 34 32 21 Q-47 12 A 31 21 33 土師器甕
Q-46 47 D 51 30 34 Q-47 13 A 23 18 31 
Q-46 48 A 40 35 39 Q-47 14 A 28 26 17 土師器甕
Q-46 49 D 18 17 11 土師器甕 Q-47 15 A 27 24 19 
Q-46 50 D 59 [44] 39 土師器甕 Q-47 16 A 28 27 35 
Q-46 51 A 30 29 15 土師器甕 Q-47 17 D 37 29 12 
Q-46 52 D 33 28 34 土師器甕 Q-47 18 A 39 31 10 土師器甕
Q-46 53 D 27 26 32 土師器甕 Q-47 19 A 34 20 20 
Q-46 54 D [48] [29] 35 土師器甕 P39より古い P55より新しい Q-47 20 A 24 22 11 
Q-46 55 A 45 33 40 Q-47 21 D 24 24 50 土師器甕 柱痕あり

Q-46 56 A 18 16 14 Q-47 22 A 46 31 25 土師器甕

Q-46 57 A 44 36 12 焼土炭化物粒子少益 Q-47 23 欠番
Q-46 58 D [55] [33] 土師器甕 P64を変更 Q-47 24 41 38 22 

Q-46 59 A 23 22 17 黄褐色土を含まない R-45 1 A 41 27 10 

Q-46 60 A 56 45 11 土師器甕 R-45 2 A 40 35 14 SK817を切る

Q-46 61 D 45 42 36 土師器甕 R-45 3 A 34 29 18 

Q-46 62 A 40 32 41 R-45 4 A 25 24 14 SKSl 7を切る

Q-46 63 A 29 [19] 12 R-45 5 H 30 28 21 土師器甕

Q-46 64 欠番 P58へ変更 R-45 6 A 28 23 29 土師器甕

Q-46 65 A 33 29 30 土師器甕 R-45 7 図 66 61 49 SK817を変更

Q-46 66 A 40 37 39 R-45 8 図 57 [46] 49 SK823を変更 平面図あり

Q-46 67 欠番 R46G P33へ変更 R-46 1 A 32 [27] 26 

Q-46 68 K 15 [13] 24 焼土粒子少址含む R-46 2 A 19 14 13 

Q-46 69 E 38 35 44 土師器甕 焼土粒子含む R-46 3 A 36 34 28 

Q-46 70 D 35 31 18 R-46 4 A 30 29 22 

Q-46 71 A 26 26 14 土師器甕 R-46 5 A 20 19 22 土師器甕

Q-46 72 A 27 26 17 R-46 6 A 34 26 26 

Q-46 73 D 25 25 30 R-46 7 A 25 24 24 土師器甕

Q-46 74 D 41 [38] 16 R-46 8 A 27 21 15 

Q-46 75 D 43 41 52 R-46 9 D 26 20 14 土師器甕

Q-46 76 A 33 26 11 土師器甕 R-46 10 A 48 41 64 土師器甕

Q-46 77 A 26 24 18 土師器甕 R-46 11 A 41 34 23 

Q-46 78 F 28 26 42 炭化物粒子少埜含む R-46 12 D [37] [14] 37 土師器甕

Q-46 79 31 29 26 土師器甕 R-46 13 A 31 31 21 

Q-46 80 図 46 44 54 土師器甕 R-46 14 A 21 17 26 

Q-46 81 図 52 49 91 土師器甕 R-46 15 A 24 19 19 

Q-46 82 D 41 30 26 R-46 16 G 31 23 41 粘性ややあり

Q-46 83 A 26 19 12 R-46 17 A 20 19 12 

Q-46 84 A 24 19 15 R~46 18 A 19 18 8 
Q-46 85 A 29 22 16 R-46 19 A 18 17 11 

Q-46 86 A 26 19 17 R-46 20 D 34 32 26 土師器甕 P21より新しい

Q-46 87 A 24 22 24 土師器甕 R-46 21 A 25 25 35 

Q-46 88 図 33 30 16 R-46 22 A 27 25 37 P23より新しい

Q-46 89 A 56 31 34 R-46 23 D 32 28 18 土師器甕

Q-46 90 D 40 29 20 土師器甕 R-46 24 A 34 34 14 

Q-46 91 A 27 22 16 R-46 25 A 26 26 22 

Q-46 92 A 21 17 ， R-46 26 A 27 22 28 

Q~46 93 A 17 15 8 R-46 27 D 36 34 16 土師器甕

Q-46 94 A 26 20 34 土師器甕 R-46 28 D 32 [24] 10 

Q-46 95 A 30 21 28 土師器甕 R-46 29 図 51 39 35 SK816を変更

Q-46 96 A 27 23 15 土師器甕 R-46 30 63 53 49 SK811を変更

Q-46 97 A 34 27 38 土師器甕 R-46 31 図 52 51 44 SK812を変更

Q-46 98 39 31 23 R-46 32 [54] [37] 20 SK804を変更

Q-46 99 図 [43] [31] 20 SK818を変更 R-46 33 A 23 23 24 土師器甕 Q-46G P67を変更

Q-46 100 図 47 [38] 27 SK825を変更 R-46 34 図 51 46 15 SK794を変更

Q-46 101 図 65 51 26 土師器 SK813を変更 平面図あり R-47 1 A 30 30 28 

Q-46 102 H 48 [31] 25 SK821を変更 褐色土プUJク多 R-47 2 D 21 21 ， 
Q-46 103 A 61 [48] 15 SK822を変更 R-47 3 E 36 [18] 13 須恵器甕

Q-46 104 図 53 27 10 SK814を変更 R-47 4 欠番 SJ406 P6へ変更

Q-47 1 D 31 30 36 土師器甕 R-47 5 A 34 31 20 

Q-47 2 31 21 8 R-47 6 図 52 34 23 SK799を変更

Q-47 3 A 31 21 19 

A ：黒褐色土 1 OYR2/2 黄褐色土ブロックを含む G:黒色土 1 OYR2/l 黄褐色土を含む

B ：にぶい黄褐色土 1 OYR5/3 黄褐色土プロックを含まない H:褐灰色土 1 OYR4/1 黄褐色土を含む

c:黒色土 7 5YR1 7/1 黄褐色土ブロックを含まない I :暗褐色土 1 OYR3/3 黄褐色土を含む

D ：にぶい黄褐色土 1 OYR5/3 黄褐色土フロyクを含む J.黄灰色土 2 5Y4/1 黄褐色土を含む

E ：褐色土 10YR4/6 焼土粒子を含む k ：灰色土 N3/0 粘土

F ：黒褐色土 1 OYR3/1 焼土粒子を含む
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第306図 ピット出土遺物

第32表 ピy卜出土遺物観察表

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

306 1 M-27 Pl かわらけ 皿 12.2 3.1 6.4 3/4 雲白粒 不良 橙

306 2 0-32 P9 鉄製品 板状品 破片

306 3 N-33 P7 土師器 杯 15.2 4.3 ほぼ完形 雲赤粒白粒 良好 赤褐 模倣杯 75-1 

306 4 N-33 P56・67 須恵器 杯 幅最大1.8長さ［3.5] 1/2 赤粒白粒針 良好 灰

306 5 N-34 Pll 土師器 甕 (18.4) [9.0] 1/3 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

306 6 0-35 P27 土師器 坪 (11.4) [2.9] 1/4 白粒 普通 橙 模倣坪

306 7 P-44 PlO 土師器 坪 (11.3) 3.2 1/4 角赤粒白粒 良好 橙 模倣坑

306 8 P-46 Pl4 土師器 甕 (12.0) [12.5] 3/5 雲石英 砂粒 良好 灰 92-4 

306 ， P-46 P58 土師器 甕 破片 角砂粒白粒針 良好 褐灰 RL多条

306 10 P-48 Pl5 土師器 坪 12.3 4.1 完形 雲 白粒 良好 明赤褐 黒色有段口縁杯 75-2 

306 11 Q-44 Pll 土師器 ミニチュア [1.5] 3.0 破片 雲 黒粒 普通 明赤褐

306 12 Q-45 Pl3 鉄製品 鈴？ 大きさ[4JX4.7]高さ[26] 1/2 130-1 

306 13 Q-46 PlOl 士師器 小型甕 [10.5] 5.5 3/5 片 赤粒白粒 良好 褐灰 RL多条 92-5 

306 14 R-45 P8 土師器 高坪 (15.0) [ 4.1] 口縁 雲 赤粒白粒 にぶい黄橙 赤彩

306 15 R-45 P8 土師器 坪 (14.4) [4.9] 1/3 雲 赤粒白粒 普通 橙 比企型坪、赤彩
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